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令和 7 年度「看護部教育計画」冊子発行にあたって 

   

2040 年を見据えて、求める看護師像に向かい、主体的に学び続ける 

 

 

日頃より看護部職員の皆様には、患者様のために、日夜、ご尽力いただき感謝いたします 

我が国の人口は 2008 年をピークに減少に転じ、少子高齢化は進んでいます。団塊の世代（1947

年～1949 年生まれ）は、既に高齢期となり、団塊ジュニア（1971 年～1974 年生まれ）は、

2030 年後半から高齢期となります。そして 2040 年には、20～64 歳の現役世代の人口が、人

口全体の半数までに減少すると推計されています。労働人口は減少し、高齢者は増加、世帯主が 65

歳以上の家庭割合が 4 割強を占める見込みです。 

そのため、求められる医療や福祉サービスも益々変化していきます。厚生労働省は 2025 年を目

途に地域包括ケアシステムの構築を進めてきました。国は 2040 年までには、「どこにいても同じ

医療を」「医療従事者の働き方改革による安全で効率的かつ質の高い医療」を目指しています。 

当院の患者様をみても、80～90 歳の方々が多く来院され手術を受けています。ご家族様もご高

齢の方や、高齢者のみの単身世帯も増加しています。 

看護職の倫理綱領において、看護職の責務は「あらゆる年代の個人・家族・集団・地域社会を対象

とし、健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和を行い、生涯を通してその最期まで、

その人らしく生を全うできるように援助を行うこと」です。また「看護職は、常に、個人の責任とし

て継続学習による能力の開発・維持・向上に努める」と言及されています。大きく変化した医療を取

り巻く環境に対応できるよう、専門病院である県立病院看護師に求められる役割を発揮できるよう、

学び続けることが重要です。 

今年度の教育計画も、教育担当看護師長を中心に、教育委員や副看護師長、認定看護師会で検討

を重ね多くの工夫や改訂をしています。特に、新人や若年層から中堅、ベテラン層まで、クリニカル

ラダーを意識した教育研修の企画、また、学研の e-ラーニングも効果的に活用出来るよう、ラダー

項目に合わせてタイトルを丁寧に抽出してくれています。是非、この教育冊子を活用して院内研修

に参加し、同じ部署以外の看護師との交流や自分以外の考え方の知見から刺激を受け取り、明日の

看護に活かして下さい。 

当院の「求める看護師像」を知っていますか。今一度、確認してくださると幸いです 

看護は個人一人の力だけでなく、チームで行うものです。同じ志、目標を持つ者同士で、患者・ご

家族様・同僚にも、心臓血管センターに来て良かったと感じてもらえるよう、各自が自己研鑽を主

体的に行い、切磋琢磨しましょう。 

 

 

                            令和 7 年 3 月 

看護部長 田中玲子 
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看護部教育体系 

 

Ⅰ．看護部の理念 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．看護部の基本方針 

１．患者を主役にした看護の推進 

２．職員が元気に働ける職場づくり 

 

Ⅲ．教育理念 

  患者を主役にした看護を提供するために、３つのハートを持った看護師を  

 育成する。  

 

Ⅳ．教育目標 以下の人材育成を目指す。 

１． 看護の専門性を追求し、看護の発展に必要な知識・技術を習得する。 

２． 患者・家族の意向を踏まえ、患者を多角的に捉えて統合し、最良の看護を

選択するための観察力・アセスメント能力を身につける。 

３． 質の高いコミュニケーションスキルを習得し、医療チームの一員として活

躍できる能力を身につける。 

４． 倫理的視点を養い、看護師にふさわしい人間性を身につける。 

５． 社会や組織のニーズに柔軟に対応する能力を身に付ける。 

６． 自己の課題を明確にし、看護専門職として学び続け、能力の開発、維持・

向上を図る。 

 

Ⅴ．求める看護師像 

 １．患者に最良の看護を選択して提供できる看護師 

 ２．人との対話を大切にできる看護師 

 ３．変化に気づける感性豊かな看護師 

 ４．自らアクティブに行動できる看護師 

 ５．専門職として、常に学び続ける看護師 
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Ⅵ．継続教育の目的と位置づけ 

   継続教育は、看護専門職として看護実践能力（臨床実践能力、組織的役割遂行能力、

教育研究能力）を高め、質の高い看護が提供できる看護師を育成するために行う。ま

た、社会の変化や多様化するニーズに対応するために、創造的、自律的に判断し、多

職種と連携しながら実践できる看護師の育成を目指す。 

  看護実践能力を育成するクリニカルラダーと管理実践能力を育成するマネジメント

ラダーを活用し、看護職員が主体的に、意欲を持って学び続け、キャリア開発に繋が

るよう支援する。 

看護部は、教育委員会を設置し、現場での教育的課題を共有し、看護職員のニーズ

を確認しながら集合研修で行うべき教育と OJT で行うべき教育を整理し、教育計画

を企画する。能力開発には経験が深く影響しているため、集合研修での学びを実践

（OJT）に繋げる、教育体制の構築を基本とする。 

 

Ⅶ．教育計画の実際 

１．クリニカルラダーによる段階別研修 

クリニカルラダーは、臨床実践能力、組織役割遂行能力、教育・研究能力などの看

護実践能力を向上させるための評価表である。 

看護部教育計画は、クリニカルラダーのⅠレベル～Ⅴレベルまでの各段階において、

心臓血管センターの看護師に必要な知識・技術を習得できる教育プログラムである。 

看護師個々が自己の課題を明らかにし、能力開発するための研修としている。 

２．フォローアップ研修 

心理的に安定した状態で成長できるよう 1～３年目看護師、プリセプター、コーデ

ィネーターのフォローアップ研修を企画し、教育支援している。 

３．役割別研修 

プリセプター、学生指導者、教育担当者の役割を認識し、役割遂行するために必要

な知識・技術を習得する研修を企画している。 

４．共通研修・トピックス 

当院の教育的課題や時代の変遷に合わせ、認定看護師による研修や組織として必要

な研修を企画している。 

５．新規採用者研修 

新規採用者研修は、群馬県職員として知事部局との合同研修、病院局職員として、

病院局職員研修、病院局看護職員研修が行われ、病院局新規採用職員 3 ヵ月後フォ

ローアップ研修がある。 

院内研修は、看護部新規採用者採用時研修（約 4 週間の研修）と 1 年通して行う

新人看護師「臨床研修」プログラムがある。これらの研修は厚生労働省が提示して

いる「新人看護職員到達目標」を達成できるようプログラムを構成している。 

新人看護師として必要な基本姿勢と態度、看護技術、管理的側面について習得でき

るように、すべての看護職員が連携しサポートできるシステムになっている。 
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看護部教育計画を受講するにあたっての注意事項 

 

1. 心臓血管センター看護部教育計画の構成  

1） 新規採用者採用時研修 レベルⅠ 

2） 新人看護師「臨床研修」プログラム レベルⅠ 

3） 看護部教育計画 

 ラダー別（レベルⅠ、レベルⅡ、レベルⅢ、レベルⅣ、レベルⅤ） 

 フォローアップ（2～3 年目、プリセプター、コーディネーター） 

 OJT（人工呼吸器装着患者の看護、心臓リハビリテーション看護） 

 役割別（プリセプター、コーディネーター、学生指導者、教育担当者） 

 共通（災害、病院経営、ACP、退院支援・退院調整、トピックス） 

 共通（認定看護師が行う研修） 

 共通（教育・研究） 

 共通（組織として必要な研修） 

 

2. 受講にあたっての注意事項 

1） 時間外の研修は自己研鑽とし、自分の時間で受講する。 

2） 時間内の研修を受講するにあたっての注意事項 

 時間内研修は、必須対象者がいる場合と各部署の看護師長が推薦して

受講生を選出する場合がある。看護師長が推薦する場合は、副看護師

長や教育担当者などと協議のもと、スキルアップを目的に選出する。 

看護師長推薦者は、研修目的や目標を理解し、研修を受講する。 

 希望者が多い場合は、必須受講者と課題達成や人材育成のために受講

が必要であると看護師長が判断した者を優先に受講を計画する。 

＊患者数にもよるが、病棟の安全を確保した上で、病棟に残る看護師

の配置を最低でも 4 人程度は保つようにする。 

 時間内研修は業務の一環であることを自覚し、目的や目標を理解し研

修を受講する。 

3） 対象ではない研修を受講する場合 

 自分が研修対象でない研修の受講を希望する場合は、その理由や目的

を教育担当者や看護師長に伝え、許可を得た上で受講する。 

4） 自己課題に合わせ、主体的に研修を受講する。年度初めに受講を募るが、

研修の前月に再確認するため、自己の状況に合わせて研修希望する。 

 

3. 受講当日の注意点 

1） 受講できない場合は速やかに研修担当者へ連絡する。 

2） 感染防止対策をした上で参加する。グループワークはゴーグル装着する。 
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看護部教育計画 

 

 
  

 

 





新人看護職員研修　レベルⅠ

①看護部新規採用者　採用時研修
　   ②新人看護師「臨床研修」プログラム
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す
る

当
院

の
感

染
対

策
を

実
践

し
、

感
染

予
防

策
を

イ
メ

ー
ジ

で
き

る

感
染

防
止

対
策

、
標

準
予

防
策

、
正

し
い

手
指

衛
生

、
擦

式
ア

ル
コ

ー
ル

消
費

、
手

指
衛

生
の

徹
底

、
個

人
防

護
用

具
、

マ
ス

ク
装

着
、

ご
み

の
分

別
に

つ
い

て
、

血
液

暴
露

時
の

対
応

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

発
生

時
の

対
応

お
よ

び
自

身
が

罹
患

し
た

場
合

の
対

応
、

感
染

関
連

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

新
規

採
用

者
感

染
管

理
認

定
看

護
師

小
野

雄
一

IC
T

看
護

師

医
療

安
全

管
理

の
基

本
当

院
の

医
療

安
全

管
理

体
制

の
実

際
を

知
り

、
患

者
の

安
全

を
守

る
た

め
の

知
識

を
習

得
す

る

当
院

の
医

療
安

全
管

理
体

制
の

実
際

と
医

療
安

全
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

理
解

す
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

考
え

方
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

報
告

に
つ

い
て

、
診

療
情

報
の

取
り

扱
い

、
守

秘
義

務
、

患
者

誤
認

防
止

、
6

R
と

は
新

規
採

用
者

G
R

M

電
子

カ
ル

テ
の

操
作

と
情

報
収

集
の

際
の

ポ
イ

ン
ト

電
子

カ
ル

テ
の

操
作

方
法

や
注

意
事

項
を

理
解

し
、

適
切

に
電

子
カ

ル
テ

を
活

用
す

る
情

報
収

集
の

視
点

を
理

解
す

る

電
子

カ
ル

テ
入

力
を

実
際

に
行

い
、

基
本

操
作

を
知

る
電

子
カ

ル
テ

の
取

り
扱

い
の

注
意

点
を

理
解

す
る

情
報

収
集

す
る

際
の

ポ
イ

ン
ト

を
Ⅰ

つ
以

上
述

べ
る

守
秘

義
務

（
ロ

グ
変

更
、

デ
ー

タ
管

理
、

パ
ソ

コ
ン

管
理

、
デ

ー
タ

修
正

等
）

電
子

カ
ル

テ
の

使
い

方
の

実
際

、
取

扱
い

上
の

注
意

点
、

誤
記

入
の

防
ぎ

方
、

文
書

作
成

に
つ

い
て

、
災

害
時

・
停

電
時

の
紙

運
用

に
つ

い
て

、
電

子
カ

ル
テ

関
連

の
実

際
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

等
初

め
て

受
け

持
つ

患
者

の
情

報
収

集
の

取
り

方
を

練
習

す
る

新
規

採
用

者
井

上
新

人
担

当
教

育
担

当
者

新
井

教
育

担
当

者

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
当

院
の

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

考
え

方
や

運
用

の
実

際
を

学
び

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

を
活

用
し

た
適

切
な

看
護

が
行

え
る

基
本

的
な

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

考
え

方
を

理
解

す
る

当
院

の
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
運

用
方

法
を

知
る

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
と

は
、

パ
ス

の
運

用
方

法
と

注
意

点
バ

リ
ア

ン
ス

発
生

時
の

記
録

方
法

、
観

察
の

追
加

、
看

護
計

画
の

移
行

に
つ

い
て

新
規

採
用

者
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
（

N
S

T
）

に
つ

い
て

N
S

T
活

動
の

実
際

を
理

解
す

る
N

S
T

の
基

本
的

知
識

と
実

際
の

活
動

を
知

る
N

S
T

と
は

、
栄

養
評

価
、

C
O

N
U

T
値

、
他

部
門

と
の

調
整

等
新

規
採

用
者

N
S

T
委

員

職
業

人
と

し
て

の
心

構
え

、
患

者
対

応
の

基
本

患
者

・
家

族
・

一
緒

に
働

く
仲

間
へ

の
接

遇
の

知
識

・
技

術
・

態
度

を
習

得
す

る 患
者

対
応

の
基

本
を

習
得

す
る

組
織

の
一

員
と

し
て

の
知

識
・

態
度

、
接

遇
の

知
識

・
技

術
・

態
度

を
理

解
す

る
患

者
対

応
の

基
本

を
理

解
す

る

接
遇

、
マ

ナ
ー

（
言

葉
遣

い
な

ど
含

む
）

、
受

け
持

ち
看

護
師

と
し

て
の

患
者

へ
の

挨
拶

、
報

告
・

連
絡

・
相

談
（

ペ
ア

看
護

師
、

看
護

師
長

）
多

職
種

と
の

関
係

、
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

・
マ

イ
ン

ド
（

気
配

り
・

心
配

り
・

目
配

り
）

、
患

者
ト

ラ
ブ

ル
、

ク
レ

ー
ム

対
応

、
パ

ワ
ハ

ラ
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

取
り

扱
い

、
公

務
員

と
し

て
の

自
覚

、
体

調
管

理
、

体
調

不
良

時
の

連
絡

方
法

、
目

上
の

ス
タ

ッ
フ

と
良

好
な

関
係

を
築

く
た

め
に

は
、

研
修

中
の

態
度

・
注

意
点

、
職

場
の

備
品

の
取

り
扱

い
等

新
規

採
用

者
加

藤
看

護
師

長

令
和

7
年

度
　

　
看

護
部

新
規

採
用

者
　

採
用

時
研

修
　

レ
ベ

ル
Ⅰ

研
修

目
標

　
　

１
．

病
院

の
理

念
・

基
本

方
針

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

院
内

各
組

織
の

機
能

を
知

る
　

　
　

　
　

　
２

．
組

織
に

お
け

る
自

己
の

役
割

り
を

学
び

、
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
持

つ
　

　
　

　
　

　
３

．
看

護
業

務
を

円
滑

に
行

う
た

め
の

基
礎

知
識

と
技

術
を

理
解

す
る

　
　

　
　

　
　

４
．

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

に
自

身
が

行
う

こ
と

を
理

解
す

る

組 織 の 一 員 と し て 必 要 な 知 識  ・ 技 術

5



研
修

名
ね

ら
い

目
標

内
容

対
象

者
名

講
師

等

社
会

人
基

礎
力

・
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ン

ジ
メ

ン
ト

社
会

人
基

礎
力

の
必

要
性

を
理

解
し

、
自

己
評

価
か

ら
自

身
の

傾
向

を
知

る
こ

と
で

今
後

の
課

題
を

明
確

に
す

る
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

学
び

、
セ

ル
フ

ケ
ア

が
行

え
る

看
護

職
と

し
て

の
「

社
会

人
基

礎
力

」
と

は
何

か
を

理
解

す
る

人
と

関
わ

っ
て

仕
事

を
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
基

礎
力

を
磨

く
方

法
を

学
ぶ

自
己

評
価

か
ら

自
身

の
傾

向
を

知
り

、
看

護
現

場
で

必
要

な
社

会
人

基
礎

力
に

気
づ

く
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

セ
ル

フ
ケ

ア
の

方
法

を
理

解
す

る

今
、

社
会

で
求

め
ら

れ
て

い
る

力
と

は
、

社
会

人
基

礎
力

と
は

、
社

会
人

基
礎

力
が

必
要

と
さ

れ
る

理
由

、
社

会
人

基
礎

力
の

能
力

と
そ

の
要

素
、

社
会

人
基

礎
力

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

の
自

己
評

価
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

は
、

自
身

の
ス

ト
レ

ス
状

態
を

知
る

、
ス

ト
レ

ス
に

対
す

る
自

身
の

対
処

方
法

を
認

識
す

る

新
規

採
用

者
教

育
担

当
看

護
師

長

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

を
学

び
、

日
々

の
看

護
や

チ
ー

ム
医

療
連

携
に

活
か

す

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

法
を

理
解

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

法
を

活
用

し
看

護
を

実
践

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

目
的

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
に

つ
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

際
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

法
を

用
い

た
演

習

新
規

採
用

者
大

﨑
教

育
担

当
者

大
澤

新
人

教
育

担
当

者

防
災

管
理

防
災

管
理

の
実

際
を

知
り

、
防

災
の

基
礎

知
識

を
習

得
す

る
日

々
の

防
災

へ
の

意
識

を
高

め
、

自
分

の
と

る
べ

き
行

動
が

分
か

る

災
害

と
は

、
当

院
の

防
災

体
制

、
災

害
が

起
こ

っ
た

場
合

の
対

処
方

法
（

メ
ン

バ
ー

と
し

て
）

、
入

院
時

の
患

者
説

明
に

つ
い

て
、

日
々

の
対

応
、

震
度

6
弱

で
出

勤
（

自
己

で
安

全
を

守
る

、
自

己
で

食
事

・
生

活
用

品
を

準
備

す
る

）
、

緊
急

連
絡

網
等

新
規

採
用

者
大

澤
新

人
教

育
担

当
者

小
野

里
教

育
担

当
者

チ
ー

ム
医

療
の

基
本

チ
ー

ム
医

療
の

必
要

性
を

理
解

し
、

新
人

看
護

師
と

し
て

の
役

割
を

理
解

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
が

な
ぜ

必
要

か
を

理
解

す
る

チ
ー

ム
医

療
に

お
い

て
必

要
な

能
力

を
理

解
す

る
チ

ー
ム

医
療

の
中

の
新

人
看

護
師

と
し

て
の

役
割

を
理

解
す

る

チ
ー

ム
医

療
と

は
、

チ
ー

ム
医

療
の

必
要

性
、

T
e
a
m

S
T

E
P

P
S

新
人

が
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

で
き

る
こ

と
新

規
採

用
者

木
暮

看
護

師
長

総
務

課
総

務
課

の
役

割
を

理
解

し
、

社
会

人
と

し
て

必
要

な
知

識
を

習
得

す
る

総
務

課
の

役
割

を
理

解
す

る
総

務
課

の
仕

事
内

容
、

新
規

採
用

者
が

注
意

す
べ

き
点

等
新

規
採

用
者

総
務

課
長

経
営

課
経

営
課

の
役

割
を

理
解

し
、

社
会

人
と

し
て

必
要

な
知

識
を

習
得

す
る

経
営

課
の

役
割

を
理

解
す

る
経

営
課

の
仕

事
内

容
、

経
営

・
収

支
状

況
、

、
新

規
採

用
者

が
注

意
す

べ
き

点
等

新
規

採
用

者
経

営
課

長

医
事

課
医

事
課

の
役

割
を

理
解

し
、

社
会

人
と

し
て

必
要

な
知

識
を

習
得

す
る

医
事

課
の

役
割

を
理

解
す

る
医

事
課

の
仕

事
内

容
、

入
院

基
本

料
に

関
し

て
必

要
な

書
類

、
コ

ス
ト

取
り

漏
れ

の
多

い
も

の
、

新
規

採
用

者
が

注
意

す
べ

き
点

等
新

規
採

用
者

医
事

課
長

薬
剤

部
薬

剤
部

の
役

割
を

理
解

し
、

協
働

し
て

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

薬
剤

部
の

役
割

を
理

解
す

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
を

理
解

す
る

薬
剤

部
の

仕
事

内
容

、
薬

剤
関

連
の

院
内

取
り

決
め

内
容

、
定

期
処

方
・

臨
時

処
方

・
退

院
処

方
の

違
い

、
持

参
薬

の
取

り
扱

い
、

薬
剤

関
連

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

新
規

採
用

者
薬

剤
部

検
査

課
検

査
課

の
役

割
を

理
解

し
、

協
働

し
て

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

検
査

課
の

役
割

を
理

解
す

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
を

理
解

す
る

検
査

課
の

仕
事

内
容

、
検

査
関

連
の

実
際

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
等

新
規

採
用

者
臨

床
検

査
課

長
生

体
検

査
第

一
課

長
生

体
検

査
第

二
課

長

臨
床

工
学

課
臨

床
工

学
課

の
役

割
を

理
解

し
、

協
働

し
て

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

臨
床

工
学

課
の

役
割

を
理

解
す

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
を

理
解

す
る

臨
床

工
学

課
の

仕
事

内
容

、
M

E
器

機
等

の
実

際
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

等
新

規
採

用
者

臨
床

工
学

課

放
射

線
課

放
射

線
課

の
役

割
を

理
解

し
、

協
働

し
て

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

放
射

線
課

の
役

割
を

理
解

す
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

を
理

解
す

る
放

射
線

科
の

仕
事

内
容

、
放

射
線

関
連

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

新
規

採
用

者
放

射
線

課

栄
養

課
栄

養
課

の
役

割
を

理
解

し
、

協
働

し
て

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

栄
養

課
の

役
割

を
理

解
す

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
を

理
解

す
る

栄
養

課
の

仕
事

内
容

、
栄

養
関

連
の

院
内

取
り

決
め

内
容

、
食

事
形

態
、

栄
養

課
関

連
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

等
新

規
採

用
者

栄
養

調
理

課
栄

養
調

理
課

長

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
課

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
課

の
役

割
を

理
解

し
、

協
働

し
て

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
課

の
役

割
を

理
解

す
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

を
理

解
す

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

課
の

仕
事

内
容

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

新
規

採
用

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

課
長

組 織 の 一 員 と し て 必 要 な 知 識  ・ 技 術
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研
修

名
ね

ら
い

目
標

内
容

対
象

者
名

講
師

等

注
射

薬
・

内
服

薬

当
院

で
よ

く
使

用
す

る
薬

剤
を

理
解

す
る 患

者
の

安
全

を
守

る
た

め
の

知
識

・
技

術
を

習
得

し
看

護
実

践
に

活
か

す

当
院

で
よ

く
使

用
す

る
薬

剤
を

知
る

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
知

識
・

技
術

を
理

解
す

る

循
環

器
内

科
、

心
臓

血
管

外
科

、
整

形
外

科
、

消
化

器
外

科
（

心
不

全
治

療
薬

、
不

整
脈

剤
、

抗
が

ん
剤

、
骨

粗
し

ょ
う

症
等

）
各

科
の

特
徴

の
あ

る
薬

剤
の

薬
効

、
間

違
え

や
す

い
点

、
配

合
禁

忌
、

薬
の

先
発

品
・

後
発

品
各

種
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

等

新
規

採
用

者
茂

木
教

育
担

当
者

鈴
木

教
育

担
当

者

注
射

薬
・

内
服

薬
の

実
際

注
射

薬
・

内
服

薬
の

目
的

や
注

意
点

、
取

扱
方

法
を

理
解

し
、

技
術

・
知

識
を

学
ぶ

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
知

識
・

技
術

を
習

得
し

看
護

実
践

に
活

か
す

指
示

受
け

か
ら

投
与

ま
で

の
一

連
を

理
解

す
る

取
り

扱
い

の
注

意
点

を
理

解
す

る
患

者
の

安
全

を
守

る
た

め
の

知
識

・
技

術
を

理
解

す
る

注
射

薬
・

内
服

薬
与

薬
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

内
服

薬
・

注
射

薬
の

特
徴

、
注

射
薬

の
注

射
薬

の
準

備
、

輸
液

管
理

の
注

意
点

、
向

精
神

薬
・

麻
薬

管
理

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

新
規

採
用

者
茂

木
教

育
担

当
者

鈴
木

教
育

担
当

者

採
血

、
静

脈
・

筋
肉

・
皮

下
注

射
、

末
梢

ル
ー

ト
確

保
の

演
習

採
血

、
静

脈
・

筋
肉

・
皮

下
注

射
、

末
梢

ル
ー

ト
確

保
の

目
的

や
注

意
点

を
理

解
し

、
技

術
を

習
得

す
る

血
管

・
神

経
の

解
剖

生
理

、
筋

肉
・

皮
下

注
射

の
部

位
と

方
法

の
知

識
を

習
得

す
る

血
管

・
神

経
の

解
剖

生
理

を
理

解
す

る
採

血
を

実
施

し
、

採
決

方
法

と
注

意
事

項
を

理
解

す
る

筋
肉

・
皮

下
注

射
の

部
位

と
注

意
事

項
を

理
解

す
る

静
脈

注
射

や
末

梢
ル

ー
ト

確
保

を
実

施
し

、
そ

の
方

法
と

注
意

事
項

を
理

解
す

る

血
管

や
神

経
の

走
行

に
つ

い
て

の
解

剖
生

理
採

血
、

静
脈

・
筋

肉
・

皮
下

注
射

、
末

梢
ル

ー
ト

確
保

の
実

施
方

法
と

注
意

事
項

に
つ

い
て

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
を

用
い

た
演

習
（

採
血

、
静

脈
・

筋
肉

注
射

、
抹

消
ル

ー
ト

確
保

）
研

修
生

同
士

の
末

梢
静

脈
ル

ー
ト

の
確

保
練

習

新
規

採
用

者
佐

藤
教

育
担

当
者

高
橋

教
育

担
当

者

輸
液

ポ
ン

プ
と

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

取
扱

い
方

輸
液

ポ
ン

プ
と

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

取
扱

い
方

を
理

解
し

、
適

切
に

使
用

す
る

患
者

の
安

全
を

守
る

た
め

の
知

識
・

技
術

を
習

得
し

看
護

実
践

に
活

か
す

輸
液

ポ
ン

プ
・

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

種
類

を
理

解
す

る
輸

液
セ

ッ
ト

の
実

際
と

管
理

方
法

を
理

解
す

る
基

本
的

な
チ

ュ
ー

ブ
管

理
に

つ
い

て
理

解
す

る
患

者
の

安
全

を
守

る
た

め
の

知
識

・
技

術
を

理
解

す
る

輸
液

ポ
ン

プ
・

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

原
理

輸
液

ポ
ン

プ
・

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

方
法

（
予

定
量

の
確

認
、

ポ
ン

プ
を

過
信

し
な

い
で

観
察

す
る

、
ア

ラ
ー

ム
は

患
者

の
生

活
で

は
不

快
音

。
残

量
・

予
定

量
を

確
認

し
て

、
対

応
す

る
看

護
を

行
う

、
輸

液
ポ

ン
プ

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

つ
け

方
・

見
方

、
輸

液
ポ

ン
プ

を
台

に
セ

ッ
ト

す
る

場
合

の
重

心
の

位
置

、
輸

液
ポ

ン
プ

落
下

さ
せ

た
場

合
は

報
告

す
る

）
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

基
本

的
な

輸
液

セ
ッ

ト
方

法
と

管
理

方
法

、
ル

ー
ト

交
換

時
期

等

新
規

採
用

者
茂

木
教

育
担

当
者

鈴
木

教
育

担
当

者
臨

床
工

学
課

2
名

療
養

環
境

を
整

え
る

方
法

を
理

解
す

る
安

全
・

安
楽

な
患

者
の

移
乗

・
移

送
方

法
を

理
解

す
る

病
棟

内
環

境
整

備
（

療
養

環
境

整
備

）
安

全
・

安
楽

な
患

者
の

移
乗

・
移

送
（

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

や
車

い
す

へ
の

移
乗

介
助

の
注

意
点

、
車

い
す

移
送

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

操
作

方
法

、
歩

行
介

助
、

体
重

計
へ

の
移

動
、

つ
り

上
げ

式
体

重
測

定
の

注
意

点
な

ど
）

＊
学

生
時

代
に

学
ん

だ
技

術
を

再
確

認
し

、
当

院
の

物
品

を
用

い
て

、
実

際
に

体
験

を
行

う
＊

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

か
ら

学
ぶ

安
全

・
安

楽
な

援
助

新
規

採
用

者
筑

井
新

人
教

育
担

当
者

為
谷

教
育

担
当

者

患
者

を
看

る
た

め
に

必
要

な
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
基

本
的

看
護

技
術

を
再

確
認

す
る

安
静

臥
床

中
の

患
者

に
必

要
な

基
本

的
看

護
技

術
を

理
解

す
る

血
圧

・
脈

拍
・

呼
吸

・
体

温
測

定
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
M

E
機

器
の

貸
し

出
し

方
法

等
排

泄
介

助
（

尿
器

介
助

、
便

器
介

助
、

オ
ム

ツ
交

換
な

ど
）

安
静

臥
床

中
の

看
護

ケ
ア

（
体

位
変

換
、

腰
部

の
マ

ッ
サ

ー
ジ

、
モ

ー
ニ

ン
グ

・
イ

ブ
ニ

ン
グ

ケ
ア

、
口

腔
ケ

ア
、

清
潔

ケ
ア

の
道

具
の

使
い

方
な

ど
）

各
部

屋
の

入
院

時
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

フ
ァ

イ
ル

に
つ

い
て

（
病

院
内

の
案

内
、

洗
濯

方
法

、
リ

ネ
ン

な
ど

）
＊

学
生

時
代

に
学

ん
だ

技
術

を
再

確
認

し
、

当
院

の
物

品
を

用
い

て
、

実
際

に
体

験
を

行
う

＊
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
か

ら
学

ぶ
安

全
・

安
楽

な
援

助
＊

看
護

の
基

本
は

患
者

を
看

る
・

触
る

・
聴

く
で

あ
る

こ
と

を
再

確
認

す
る

新
規

採
用

者
首

藤
新

人
教

育
担

当
者

高
橋

教
育

担
当

者

食
に

関
す

る
基

本
的

な
看

護
技

術
を

理
解

す
る

食
事

介
助

の
注

意
点

（
配

膳
下

膳
の

注
意

点
、

食
事

の
体

勢
、

食
事

前
・

中
・

後
の

観
察

ポ
イ

ン
ト

、
食

事
ア

レ
ル

ギ
ー

の
注

意
点

、
食

欲
が

進
む

工
夫

、
食

事
介

助
な

ど
）

＊
実

際
に

体
験

を
行

う
＊

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

か
ら

学
ぶ

安
全

・
安

楽
な

援
助

＊
看

護
の

基
本

は
患

者
を

看
る

・
触

る
・

聴
く

で
あ

る
こ

と
を

再
確

認
す

る

新
規

採
用

者
森

島
摂

食
嚥

下
障

害
看

護
認

定
看

護
師

相
羽

新
人

教
育

担
当

者

基
本

的
看

護
技

術

患
者

が
安

全
・

安
楽

に
過

ご
す

た
め

に
必

要
な

基
本

的
看

護
技

術
を

習
得

す
る

基
本

的
な

看
護

技
術

を
再

確
認

し
、

看
護

の
基

本
は

患
者

の
全

身
を

看
る

・
触

る
・

聴
く

か
ら

は
じ

め
る

こ
と

を
再

認
識

す
る

看 護 師 と し て 必 要 な 知 識 ・ 技 術
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研
修

名
ね

ら
い

目
標

内
容

対
象

者
名

講
師

等

医
療

安
全

（
褥

瘡
予

防
）

褥
瘡

予
防

の
実

際
を

学
び

、
患

者
の

安
全

を
守

る
た

め
の

知
識

を
習

得
す

る
当

院
に

お
け

る
褥

瘡
対

策
を

理
解

す
る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

か
ら

褥
瘡

対
策

を
理

解
す

る
褥

瘡
の

基
礎

知
識

、
褥

瘡
診

療
計

画
書

・
看

護
計

画
、

体
圧

分
散

寝
具

の
種

類
・

選
択

基
準

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

新
規

採
用

者
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
菊

池
恵

子
褥

瘡
委

員

医
療

安
全

（
心

電
図

モ
ニ

タ
）

心
電

図
モ

ニ
タ

の
安

全
使

用
を

学
び

、
患

者
の

安
全

を
守

る
た

め
の

知
識

を
習

得
す

る

当
院

に
お

け
る

心
電

図
モ

ニ
タ

の
安

全
使

用
を

理
解

す
る イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
か

ら
安

全
な

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

使
用

方
法

を
理

解
す

る

心
電

図
モ

ニ
タ

と
ア

ラ
ー

ム
機

能
、

テ
ク

ニ
カ

ル
ア

ラ
ー

ム
と

は
、

心
電

図
モ

ニ
タ

に
関

す
る

事
故

、
心

電
図

モ
ニ

タ
を

安
全

に
使

用
す

る
た

め
に

は
、

日
々

起
こ

り
や

す
い

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

、
モ

ニ
タ

ー
は

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
中

や
駐

車
場

で
は

電
波

が
飛

ば
な

い
こ

と
、

モ
ニ

タ
ー

チ
ェ

ッ
ク

の
実

際
、

モ
ニ

タ
ー

ラ
ウ

ン
ド

の
実

際
等

新
規

採
用

者
G

R
M

病
棟

研
修

と
振

り
返

り

所
属

部
署

の
構

造
や

特
殊

性
を

理
解

し
、

所
属

部
署

の
ス

タ
ッ

フ
と

の
関

係
性

を
構

築
す

る
集

合
研

修
の

学
び

を
実

際
と

結
び

付
け

、
看

護
実

践
に

活
か

す

早
期

に
所

属
部

署
の

雰
囲

気
に

慣
れ

、
所

属
部

署
の

ス
タ

ッ
フ

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
る

初
め

て
の

職
場

で
の

自
分

の
居

場
所

を
実

感
で

き
る

集
合

研
修

で
の

学
び

を
実

際
と

結
び

付
け

イ
メ

ー
ジ

で
き

る

採
用

時
研

修
期

間
内

に
、

病
棟

研
修

を
行

い
、

集
合

研
修

で
の

学
び

と
実

際
を

見
学

す
る

ま
た

、
病

棟
研

修
を

繰
り

返
し

、
徐

々
に

病
棟

ス
タ

ッ
フ

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

―
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
で

、
病

棟
に

慣
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

＜
シ

ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

の
実

施
＞

・
集

合
研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

、
自

部
署

に
戻

り
、

実
際

の
場

面
を

見
学

す
る

。
先

輩
看

護
師

と
共

に
行

動
し

、
見

学
の

視
点

に
沿

っ
て

見
学

す
る

。
見

学
の

視
点

（
O

J
T

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

視
点

）
以

外
で

も
今

ま
で

の
研

修
で

の
学

び
と

繋
げ

て
見

学
す

る
。

先
輩

看
護

師
の

言
動

や
行

動
か

ら
実

際
の

看
護

を
学

ぶ
。

実
際

の
物

品
の

配
置

、
看

護
処

置
の

工
夫

、
研

修
で

の
学

び
と

実
際

の
違

い
な

ど
先

輩
看

護
師

の
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

か
ら

学
ぶ

。
先

輩
看

護
師

が
「

ど
の

よ
う

に
考

え
て

行
動

し
た

の
か

」
「

な
ぜ

そ
の

よ
う

な
行

動
を

行
っ

た
の

か
」

と
い

う
視

点
で

学
ぶ

・
先

輩
看

護
師

は
、

自
分

の
行

動
の

理
由

や
考

え
を

説
明

し
な

が
ら

、
新

人
と

一
緒

に
行

動
す

る
。

ま
た

、
担

当
し

た
日

の
O

J
T

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

確
認

し
て

お
き

、
そ

の
項

目
に

沿
っ

て
新

人
が

学
べ

る
よ

う
支

援
す

る
・

新
人

看
護

職
員

到
達

度
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

も
活

用
し

、
基

礎
看

護
技

術
の

実
際

を
学

ぶ
・

印
象

的
だ

っ
た

こ
と

、
学

ん
だ

こ
と

を
振

り
返

る
。

講
師

や
研

修
担

当
者

が
サ

ポ
ー

ト
し

学
び

を
共

有
す

る
。

新
規

採
用

者
各

部
署

先
輩

看
護

師

看 護 師 と し て 必 要 な 知 識 ・ 技 術
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時間 内容 場所 講師 担当者

8:30～ 辞令交付式
群馬県庁
昭和庁舎

12:00

13:00
ロッカー・シューズボックスの案内
駐車場について・ユニホーム配布・サイズ確認・白
衣の取り扱い・身だしなみについて

中会議室

14:30 病院幹部対面式・看護部対面式 大会議室

所属部署見学 各部署 各師長

15:30 事務局写真撮影（職員証）・事務連絡
事務局

中会議室

16:00
組合の説明
組合説明後、写真撮影などできていない事を実施今
後の予定などの説明

中会議室 教育担当看護師長

4月2日（水） 8:30～

知事部局研修（一日 ）
 ・副知事講話
 ・新・総合計画と始動人
 ・メンタルヘルス
 ・メディアプロモーション

群馬会館

8:30～
9:30

自己紹介・新規採用職員ファイルの説明
病院内説明

教育担当看護師長

9:30～
12:00

社会人基礎力、ストレスマネージメント 教育担当看護師長

12:00

13:00～
16:00

病棟研修①（新人看護職員到達度チェックリストや
OJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊出勤簿や休暇簿、勤務表などの場所の確認、ス
タッフとのコミュニケーションなど

所属部署 所属担当者

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況を報告と共有 中会議室 教育担当看護師長

8:30～
9:30

新人看護師教育プログラムについて
病棟見学研修での看護職員技術チェックリスト・
OJTチェックリストの活用について
学研ｅラーニングの活用について

教育担当看護師長

9:30～
12:00

看護部組織の方針と機能 牛込副看護部長

12:00

13:15～
14:30

看護部長より訓示
人事評価（業績評価・能力評価・人材育成シート・
キャリアラダー・生涯学習支援）

田中看護部長

14:15～
15:15

職業人としての自覚と心構え、患者対応の基本 加藤看護師長

15:15～
16:00

事務手続き（保険・白衣写真撮影・その他） 総務課員

16:00～
17:15

新人看護職員における到達目標
（新人看護職員到達度チェックリスト）
現在の目標等記載する

教育担当看護師長

8:30～ 1.病院局長講話 病院局長

2.病院局の概要 総務課長

3.健康管理 健康指導部長

4.地方公務員制度 職員係長

5.接遇 ソラスト

6.医療安全の基本
ゼネラルリスクマ
ネージャー

7.病院内感染予防 感染管理認定看護師

印

令和7年度　看護部新規採用者　　採用時研修日程　　

教育担当看護師長

日にち
新規採用者

4月1日（火）

4月7日（月）

4月3日（木）

中会議室

中会議室

4月4日（金）

中会議室

昼食

群馬県庁

教育担当看護師長

教育担当看護師長

副看護部長
教育担当看護師長

昼食（小会議室）

昼食（中会議室）

昼食

中会議室

群馬県庁
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日にち 時間 内容 場所 講師 担当者 印

病院局看護職員研修

健康診断

8:45～
12:00

血圧・脈拍・呼吸数・体温測定、SPO2測定、尿器
介助、モーニング・イブニングケア、口腔ケア、
フィジカルアセスメント（技術の確認）

中会議室
首藤新人教育担当者
高橋教育担当者

12:00

13:00～
17:15

血圧・脈拍・呼吸数・体温測定、SPO2測定、尿器
介助、モーニング・イブニングケア、口腔ケア、
フィジカルアセスメント（技術の確認）

中会議室
首藤新人教育担当者
高橋教育担当者

8:30～
16:00

病棟研修②（新人看護職員到達度チェックリスト
やOJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊バイタルサインの測定の実際・基礎看護技術を用
いたケアの実際・フィジカルアセスメント等

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況を報告と共有 ５階会議室

8:45～
10:15

臨床倫理 南部看護師長
大澤新人教育担当
者

10:15～
12:00

コミュニケーション演習 大﨑教育担当者
大澤新人教育担当
者

12:00

13:00～
16:00

病棟研修③（新人看護職員到達度チェックリストや
OJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊挨拶、連絡・報告・相談、職員間の連携など
＊倫理的配慮、職員間および患者・家族とのコミュ
ニケーションなど

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況を報告と共有 5階会議室

8:45～
12:30

院内感染管理の基本 大会議室
小野感染管理認定看
護師
病棟ICT看護師

宮本看護師長

12:30

13:30～
16:00

病棟研修④（新人看護職員到達度チェックリスト
の内容に沿って見学 ）
＊感染予防対策の実際を見学、清潔・不潔の区別、
ゴミの分別、標準予防策など

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 ５階会議室
小野感染管理認定看
護師
病棟ICT看護師

宮本看護師長

8:45～
12:00

病棟内環境整備（療養環境を整える）
医療安全（患者の移乗・移送、転倒や転落防止な
ど）

5階会議室
筑井新人教育担当者
為谷教育担当者

中島看護師長

12:00

13:00～
16:00

病棟見学⑤（新人看護職員到達度チェックリストや
OJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
　＊病棟内の環境、安全・安楽な療養環境、患者の
移乗・移送など

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 ５階会議室
午前講義担当した
筑井新人教育担当者

中島看護師長

所属担当者

所属担当者

教育担当看護師長　4/9講義担当首藤新
人教育担当者

4月11日
（金）

大会議室

4月15日
（火）

昼食

所属担当者

4月10日
（木）

所属担当者

教育担当看護師長
午前講義担当大澤新人教育担当者

昼食

4月14日
（月）

昼食

 4月8日（火）
8:30～
17:15

群馬県庁

4月9日（水）
山口看護師長昼食
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日にち 時間 内容 場所 講師 担当者 印

8:45 電子カルテの操作 大会議室
井上新人教育担当者
新井教育担当者

12:00

13:00 電子カルテの操作
井上新人教育担当者
新井教育担当者

15:30～
17:15

電子カルテ操作　情報収集の流れやポイント
井上新人教育担当者
新井教育担当者

8:30～
16:00

病棟研修⑥（新人看護職員到達度チェックリスト
の内容に沿って見学 ）
＊4/14，4/15に学んだ感染予防対策の実際、朝
の環境整備など
＊電子カルテ操作、情報収集の仕方など

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 ５階会議室
4/16講義担当した
（新人）教育担当者

教育担当看護師長

8:45～
12:00

医療安全（褥瘡予防）　集合研修と病棟研修⑦
＊講義と新人到達度チェックリストやOJTチェッ
クリストに沿った見学

大会議室
所属部署

菊池皮膚・排泄ケア
認定看護師
褥瘡委員
所属担当者

12:00

13:00～
16:00

医療安全（褥瘡予防）　集合研修と病棟研修⑦
＊講義と新人到達度チェックリストやOJTチェッ
クリストに沿った見学

大会議室
所属部署

菊池皮膚・排泄ケア
認定看護師
褥瘡委員
所属担当者

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 大会議室 褥瘡委員

8:45～
10:15

注射薬・内服薬 大会議室

10:15～
12:00

注射薬・内服薬の実際 大会議室

12:00

13:00～
15:00

注射薬・内服薬の実際
茂木教育担当者
鈴木教育担当者

15:00～
17:15

輸液ポンプとシリンジポンプの取扱い方
茂木教育担当者
鈴木教育担当者
臨床工学課　2名

8:30～
16:00

病棟研修⑧（新人看護職員到達度チェックリストや
OJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊内服薬・注射薬の実際

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 ５階会議室 鈴木教育担当者 教育担当看護師長

8:45～
12:00

採血、静脈・筋肉・皮下注射、末梢ルート確保の実
際

大会議室
佐藤教育担当者
高橋教育担当者

12:00

13:00～
17:15

採血、静脈・筋肉・皮下注射、末梢ルート確保の実
際

大会議室
佐藤教育担当者
高橋教育担当者

8:30～
16:00

病棟研修⑨（新人看護職員到達度チェックリスト
やOJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊ルート確保や採血の実際

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学における課題の達成状況の報告と共有 ５階会議室 高橋教育担当者 教育担当看護師長

8:45～
10:30

医療安全管理の基本 GRM

10:30～
12:00

医療安全（心電図モニタ）　 GRM

12:00

13:00～
15:00

病棟研修⑩（新人看護職員到達度チェックリスト
やOJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊医療安全の視点で病棟を見学。安全配慮されてい
る点、危険と感じたことなど

所属部署

15:00～
16:15

検査課 中会議室
臨床検査課長
生体検査第一課長

副教育委員長

16:15～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 中会議室 教育担当看護師長 教育担当看護師長

昼食

教育担当看護師長

4月25日
（金）

大会議室

4月16日
（水）

加藤看護師長

昼食

4月17日
（木）

所属担当者

4月22日
（火）

大会議室

昼食

4月23日
（水）

昼食

所属担当者

大会議室

4月24日
（木）

所属担当者

小林看護師長

茂木教育担当者
鈴木教育担当者

中島看護師長

所属担当者

4月21日
（月）

昼食

4月18日
（金）

山田看護師長

11



日にち 時間 内容 場所 講師 担当者 印

8:45～
12:00

学研eラーニングで学ぶ 大会議室 教育担当看護師長 教育担当看護師長

12:00

13:00～
13:45

医療チーム連携 大会議室 木暮看護師長 教育担当看護師長

13:45～
14:30

医事課 医事課長

14:30～
15:15

総務課 総務課長

15:15～
16:00

経営課 経営課長

16:00～
16:45

放射線課 放射線課課長

16:45～
17:15

振り返り・学習時間

8:45～
12:30

防災管理（Q＆Aカード、備蓄倉庫の確認、患者搬
送体験）

大会議室
大澤新人教育担当者
小野里教育担当者

12:30～
13:30

13:30～
14:15

薬剤部
薬剤部
薬剤課長

14:15～
15:00

栄養課
栄養調理課
技師長

15:00～
15:45

臨床工学課 臨床工学課長

16:30～
17:15

リハビリテーション課
リハビリテーション
課課長

8:45～
10:00

食事介助（配膳下膳の注意点、食事の体勢、食事
前・中・後の観察ポイント、食事が進む工夫など）

大会議室
森島摂食嚥下障害看
護認定看護師
相羽新人教育担当者

10:00～
11:00

栄養サポートチーム（NST）について 大会議室 NST委員看護師

11:00～
13:30

病棟研修⑪（新人看護職員到達度チェックリスト
の内容に沿って見学 ）
＊配膳・下膳の実際、食事介助の実際、食事中の観
察など
＊NST回診の実際の様子

所属部署

13:30

14:30～
16:00

病棟研修⑪（新人看護職員到達度チェックリスト
の内容に沿って見学 ）
＊入院患者の栄養アセスメントの実際、嚥下評価な
ど
＊4/28，4/30に学んだチーム医療や4/30に学
んだ防災管理の実際

所属部署

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 5階会議室
森島摂食嚥下障害看
護認定看護師
相羽新人教育担当者

山田看護師長

8:45～
12:00

クリニカルパス（電子カルテ入力の実際含む） 中会議室 クリニカルパス委員 南部看護師長

12:00

13:00～
16:00

病棟研修⑫（新人看護職員到達度チェックリスト
やOJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊クリニカルパスの入力の実際
＊今までの学びから実際の見学

所属部署 所属担当者

16:00～
17:15

病棟見学についての課題の達成状況の報告と共有 ５階会議室 教育担当看護師長

5月2日（金）

5月1日（木）

4月30日
（水）

角田看護師長

昼食

4月28日
（月）

大会議室 木暮看護師長

昼食

昼食

南部看護師長

昼食

山田看護師長

所属担当者

所属担当者

大会議室
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日にち 時間 内容 場所 講師 担当者 印

8:30～
12:00

病棟研修⑬（新人看護職員到達度チェックリスト
やOJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊今までの学びから実際の見学

所属部署

12:00

13:00～
15:00

＊病棟見学における課題の達成状況の報告と共有
＊GW
これまでの病棟見学を振り返り、もう一度見学し確
認しておきたいこと明らかにし、翌日の見学の目標
を設定する。

中会議室 教育担当看護師長 教育担当看護師長

15:00～
16:30

RI・MRIの注意点
放射線課
中会議室

放射線課課長 教育担当看護師長

16:30～
17:15

病棟見学における課題の達成状況の報告と共有
中会議室

8:30～
16:30

病棟研修⑭（新人看護職員到達度チェックリスト
やOJTチェックリストの内容に沿って見学 ）
＊今までの学びから、再確認したい部分を見学

所属部署

16:30～
17:15

病棟見学における課題の達成状況の報告と共有
5階会議室

12:00

13:00～
17:15

研修を終えて学んだこと、今後の課題、目標、現在
の自分の看護観をまとめる
まとめたものを発表し、意見交換を実施する
研修アンケート

中会議室 相羽新人教育担当者

教育担当看護師長
昼食5月9日（金）

8:45～
12:00

新人看護職員到達度チェックリストの達成状況を評
価、現在の課題や目標を考える
必要と感じたことの学びをする

中会議室 教育担当看護師長

5月8日（木）

所属担当者

教育担当者看護師長

5月7日（水）

昼食

教育担当者看護師長

所属担当者
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研
修

名
ね

ら
い

目
標

内
容

課
題

・
評

価
・

O
J

T
日

程
対

象
講

師
・

研
修

担
当

等
印

心
電

図
の

基
礎

循
環

器
看

護
に

強
い

看
護

師
に

な
る

た
め

の
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る
正

常
心

電
図

を
理

解
す

る
心

電
図

1
2

誘
導

の
検

査
方

法
を

理
解

す
る

心
電

図
と

は
、

正
常

心
電

図
、

検
査

方
法

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

講
義

と
実

技

研
修

評
価

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
5

月
1

9
日

午
後

か
ら

実
践

5
月

1
9

日
（

月
）

8
:4

5
～

1
2

:3
0

中
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

教
育

担
当

者
新

人
教

育
担

当
者

不
整

脈
①

上
室

性
頻

脈
と

心
室

性
頻

脈
の

各
不

整
脈

波
形

の
特

徴
と

判
読

の
ポ

イ
ン

ト
、

頻
脈

出
現

時
の

患
者

の
症

状
・

病
態

の
関

連
性

、
そ

の
対

処
方

法
と

看
護

の
ポ

イ
ン

ト
等

演
習

：
実

際
の

波
形

か
ら

読
み

解
く

7
月

8
日

（
火

）
9

:0
0

～
1

0
:3

0
大

会
議

室

不
整

脈
②

徐
脈

性
不

整
脈

と
洞

不
全

症
候

群
の

心
電

図
波

形
の

特
徴

と
判

読
の

ポ
イ

ン
ト

、
徐

脈
出

現
時

の
患

者
の

症
状

・
病

態
の

関
連

性
、

対
処

方
法

と
看

護
の

ポ
イ

ン
ト

等
演

習
：

実
際

の
波

形
か

ら
読

み
解

く

7
月

2
2

日
（

火
）

9
:0

0
～

1
0

:3
0

大
会

議
室

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

を
理

解
し

、
評

価
方

法
や

記
録

方
法

を
習

得
す

る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

評
価

を
行

う
理

由
を

理
解

す
る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
評

価
方

法
や

記
録

の
実

際
を

理
解

す
る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

と
は

何
か

、
な

ぜ
必

要
度

評
価

を
す

る
の

か
、

各
評

価
項

目
と

評
価

方
法

に
つ

い
て

、
例

題
を

用
い

た
評

価
の

練
習

な
ど 必

要
に

応
じ

て
動

画
の

教
材

を
活

用

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

　
　

　
練

習
問

題
O

J
T

：
5

月
2

0
日

午
後

に
実

践

5
月

2
0

日
（

火
）

9
:0

0
～

1
2

:0
0

中
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

副
看

護
師

長

看
護

過
程

看
護

展
開

す
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

看
護

過
程

の
5

つ
の

要
素

を
理

解
す

る
N

A
N

D
A

-
Iの

看
護

診
断

を
理

解
す

る
具

体
的

な
看

護
計

画
の

立
案

を
学

ぶ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
看

護
診

断
、

計
画

立
案

（
目

標
や

具
体

策
の

立
て

方
）

、
実

践
、

評
価

、
個

別
性

の
あ

る
看

護
計

画
に

つ
い

て
等

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

P
J
T

：
5

月
2

7
日

午
後

か
ら

実
践

5
月

2
7

日
（

火
）

8
:4

5
～

1
2

:4
5

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

副
看

護
師

長

看
護

記
録

適
正

な
看

護
記

録
を

す
る

た
め

の
知

識
を

習
得

す
る

看
護

に
お

け
る

記
録

の
意

義
を

学
び

、
必

要
で

的
確

な
看

護
記

録
を

理
解

す
る

看
護

記
録

と
は

、
看

護
記

録
の

実
際

、
看

護
記

録
に

お
け

る
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
5

月
2

8
日

午
後

か
ら

実
践

5
月

2
8

日
（

水
）

9
:0

0
～

1
2

:0
0

中
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

副
看

護
師

長

物
品

管
理

・
コ

ス
ト

管
理

物
品

管
理

・
コ

ス
ト

管
理

の
実

際
を

知
り

、
業

務
に

必
要

な
基

礎
的

知
識

を
習

得
す

る
物

品
管

理
・

コ
ス

ト
管

理
の

実
際

を
理

解
す

る

診
療

報
酬

（
D

P
C

と
出

来
高

方
式

）
、

診
療

材
料

管
理

方
法

（
S

P
D

と
は

）
、

診
療

報
酬

と
し

て
必

要
な

書
類

入
力

（
入

院
診

療
計

画
書

、
処

置
・

検
査

二
伴

な
う

書
類

、
M

E
機

器
類

の
使

用
な

ど
）

、
物

品
破

損
時

の
対

処
方

法
、

物
品

の
適

正
使

用
、

経
費

削
減

に
つ

い
て

等

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
6

月
3

日
午

後
か

ら
実

践

6
月

3
日

（
火

）
9

:0
0

～
1

1
:0

0
大

会
議

室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

教
育

担
当

者
新

人
教

育
担

当
者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

7
年

度
　

新
人

看
護

師
「

臨
床

研
修

」
プ

ロ
グ

ラ
ム

 　
レ

ベ
ル

Ⅰ

看 護 技 術 ・ 看 護 実 践

心
電

図
不

整
脈

不
整

脈
を

理
解

す
る

「
こ

れ
だ

け
は

知
っ

て
お

き
た

い
！

見
逃

し
て

は
い

け
な

い
危

険
な

不
整

脈
と

そ
の

対
応

」

不
整

脈
の

種
類

と
そ

の
特

徴
を

理
解

す
る

不
整

脈
を

見
分

け
る

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
す

る
危

険
な

不
整

脈
と

そ
の

対
応

を
理

解
す

る
実

際
の

不
整

脈
波

形
を

読
み

解
き

、
判

読
方

法
を

理
解

す
る

令
和

7
年

度
４

月
新

規
採

用
者

副
看

護
師

長
1

名
教

育
担

当
者

1
名

【
1

年
後

の
目

標
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
1

年
後

の
目

指
す

べ
き

看
護

師
像

】
１

．
基

礎
看

護
技

術
を

安
全

・
確

実
に

実
践

す
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
職

業
人

と
し

て
の

自
覚

を
持

ち
、

マ
ナ

ー
の

あ
る

振
る

舞
い

や
接

遇
が

で
き

る
２

．
指

導
を

受
け

な
が

ら
計

画
に

沿
っ

た
看

護
を

実
践

し
、

評
価

を
受

け
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
看

護
専

門
職

と
し

て
自

ら
学

び
、

基
本

的
な

臨
床

実
践

能
力

を
身

に
付

け
て

い
る

３
．

所
属

部
署

の
専

門
性

を
理

解
し

看
護

実
践

す
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

心
身

と
も

に
自

身
の

健
康

を
保

ち
、

看
護

実
践

し
て

い
る

４
．

部
署

や
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

報
告

・
連

絡
・

相
談

す
る

５
．

専
門

職
と

し
て

主
体

的
に

学
習

す
る

６
．

患
者

の
安

全
を

第
一

に
考

え
看

護
実

践
す

る
　 ＊

対
象

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

は
「

令
和

7
年

度
　

新
規

採
用

者
」

と
な

る
。

県
立

病
院

異
動

者
は

必
要

に
応

じ
て

参
加

可
能

と
す

る
。

　
「

看
護

技
術

・
看

護
実

践
」

の
研

修
に

限
り

、
再

学
習

者
の

希
望

を
募

る
。

た
だ

し
、

研
修

受
講

を
希

望
す

る
理

由
を

明
確

に
し

、
自

部
署

で
協

議
の

上
、

所
属

看
護

師
長

許
可

の
も

と
受

講
可

能
と

す
る

。
　

ま
た

、
7

：
1

入
院

基
本

料
の

看
護

師
配

置
人

数
は

、
維

持
で

き
る

よ
う

考
慮

す
る

。

循
環

器
看

護
に

強
い

看
護

師
に

な
る

た
め

の
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る

研
修

評
価

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
研

修
後

か
ら

実
践

。
＊

受
け

持
ち

患
者

の
波

形
を

読
み

解
く

事
後

課
題

：
実

際
の

患
者

の
波

形
で

読
み

解
い

た
も

の
を

5
事

例
提

出

14



ね
ら

い
目

標
内

容
評

価
日

程
対

象
講

師
等

印

排
泄

技
術

・
尿

道
カ

テ
ー

テ
ル

・
浣

腸
・

摘
便

排
泄

の
基

本
的

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

尿
道

カ
テ

ー
テ

ル
挿

入
を

理
解

す
る

浣
腸

・
摘

便
方

法
を

理
解

す
る

尿
道

カ
テ

ー
テ

ル
の

挿
入

方
法

、
清

潔
操

作
の

注
意

点
（

削
除

）
、

挿
入

中
の

管
理

と
看

護
ケ

ア
（

イ
ン

シ
デ

ン
ト

か
ら

の
注

意
点

を
含

む
）

（
講

義
と

演
習

）
浣

腸
・

摘
便

時
の

注
意

点
（

講
義

の
み

）
動

画
の

教
材

を
一

部
活

用

事
前

課
題

：
動

画
視

聴 研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
5

月
3

0
日

か
ら

実
践

5
月

2
9

日
（

木
）

1
3

:0
0

～
1

7
:1

5
5

F
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

教
育

担
当

者
新

人
教

育
担

当
者

酸
素

療
法

酸
素

投
与

の
基

本
的

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

安
全

な
酸

素
投

与
を

行
う

た
め

の
基

礎
知

識
を

理
解

す
る

酸
素

投
与

の
目

的
、

投
与

方
法

、
酸

素
療

法
中

の
観

察
と

注
意

点
、

酸
素

解
離

曲
線

、
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
、

C
O

2
ナ

ル
コ

ー
シ

ス
、

C
O

P
D

の
患

者
に

酸
素

投
与

す
る

こ
と

の
リ

ス
ク

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
5

月
3

0
日

か
ら

実
践

5
月

2
9

日
（

木
）

8
:4

5
～

1
2

:0
0

5
F
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

教
育

担
当

者
新

人
教

育
担

当
者

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

知
識

・
技

術
を

習
得

し
、

日
々

の
看

護
に

活
か

せ
る

（
循

環
・

呼
吸

）

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

意
義

を
理

解
す

る
フ

ィ
ジ

カ
ル

サ
イ

ン
が

意
味

す
る

も
の

を
知

る
フ

ィ
ジ

カ
ル

サ
イ

ン
を

活
か

し
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
知

る

問
診

・
聴

診
・

視
診

・
打

診
・

触
診

の
方

法
と

解
剖

生
理

や
他

の
デ

ー
タ

と
の

繋
が

り
、

全
身

の
情

報
の

と
ら

え
方

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
方

法
事

例
検

討

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
6

月
2

4
日

午
後

か
ら

実
践

6
月

2
4

日
（

火
）

8
:4

5
～

1
2

:4
5

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

集
中

ケ
ア

認
定

看
護

師

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

知
識

・
技

術
を

習
得

し
、

日
々

の
看

護
に

活
か

せ
る

（
脳

神
経

・
消

化
器

）

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

意
義

を
理

解
す

る
フ

ィ
ジ

カ
ル

サ
イ

ン
が

意
味

す
る

も
の

を
知

る
フ

ィ
ジ

カ
ル

サ
イ

ン
を

活
か

し
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
知

る

問
診

・
聴

診
・

視
診

・
打

診
・

触
診

の
方

法
と

解
剖

生
理

や
他

の
デ

ー
タ

と
の

繋
が

り
、

全
身

の
情

報
の

と
ら

え
方

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
方

法
事

例
検

討

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
7

月
8

日
午

後
か

ら
実

践

7
月

1
日

（
火

）
8

:4
5

～
1

2
:4

5
大

会
議

室
令

和
7

年
度

4
月

新
規

採
用

者
集

中
ケ

ア
認

定
看

護
師

カ
テ

ー
テ

ル
室

で
の

検
査

と
治

療
循

環
器

看
護

に
強

い
看

護
師

に
な

る
た

め
の

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

カ
テ

ー
テ

ル
室

で
行

う
検

査
・

治
療

を
理

解
す

る
カ

テ
ー

テ
ル

室
で

の
検

査
・

治
療

の
実

際
、

施
行

後
の

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
と

注
意

点
、

シ
ー

ス
抜

去
と

固
定

方
法

と
注

意
点

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
6

月
1

7
日

午
後

か
ら

実
践

6
月

1
7

日
（

火
）

8
:4

5
～

1
2

:4
5

大
会

議
室

6
月

2
2

日
～

O
J
T

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

手
術

室
教

育
担

当
者

い
ざ

！
と

い
う

時
の

急
変

時
の

看
護

急
変

時
の

対
応

の
基

礎
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る
急

変
時

に
お

け
る

自
己

の
対

応
・

行
動

を
イ

メ
ー

ジ
す

る

＜
急

変
を

想
定

し
た

、
講

義
・

実
技

＞
講

義
：

急
変

の
見

極
め

、
急

変
時

の
報

告
、

急
変

時
に

使
用

す
る

物
品

、
急

変
時

の
看

護
、

夜
勤

巡
視

の
生

存
確

認
実

技
：

S
B

A
R

を
用

い
た

報
告

、
夜

勤
急

変
模

擬
練

習

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
7

月
3

1
日

か
ら

実
践

7
月

3
1

日
（

 木
）

8
:4

5
～

1
2

:3
0

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

教
育

担
当

者
新

人
教

育
担

当
者

吸
引

技
術

吸
引

の
基

本
的

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

安
全

な
吸

引
を

行
う

た
め

の
基

礎
知

識
・

技
術

を
理

解
す

る

目
的

、
方

法
、

注
意

点
、

観
察

点
、

必
要

な
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

動
画

の
教

材
W

活
用

し
、

基
礎

学
習

を
実

施

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
8

月
1

日
か

ら
実

践

7
月

3
1

日
（

木
）

1
3

:3
0

～
1

7
:1

5
5

階
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

教
育

担
当

者
新

人
教

育
担

当
者

輸
血

療
法

輸
血

の
基

本
的

知
識

・
取

り
扱

い
を

習
得

す
る

輸
血

準
備

（
指

示
受

け
か

ら
受

け
取

り
）

や
取

り
扱

い
手

順
の

注
意

事
項

を
理

解
す

る
輸

血
投

与
前

・
中

・
後

の
観

察
ポ

イ
ン

ト
や

注
意

事
項

を
理

解
す

る

輸
血

指
示

受
け

、
検

査
室

で
の

受
け

取
り

、
投

与
準

備
か

ら
終

了
ま

で
の

手
順

、
観

察
の

実
際

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
等

、
院

内
の

手
順

確
認

と
演

習
動

画
の

教
材

を
活

用
し

、
基

礎
学

習
を

実
施

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
1

1
月

7
日

か
ら

実
践

IC
U

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
研

修
で

見
学

1
1

月
5

日
（

水
）

9
:0

0
～

1
2

:0
0

大
会

議
室

（
1

1
月

4
日

　
1

6
時

よ
り

前
準

備
）

令
7

年
度

4
月

新
規

採
用

者
教

育
担

当
者

新
人

教
育

担
当

者

研
修

名

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト

看 護 技 術 ・ 看 護 実 践
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ね
ら

い
目

標
内

容
評

価
日

程
対

象
講

師
等

印

褥
瘡

予
防

の
た

め
の

基
本

的
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る
安

全
・

安
楽

な
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

の
基

本
的

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

褥
瘡

対
策

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
事

例
、

演
習

等
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
O

J
T

：
7

月
3

1
日

か
ら

実
践

7
月

3
0

日
（

水
）

1
3

:0
0

～
1

6
:4

5
大

会
議

室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
認

定
看

護
師

菊
池

恵
子

事
例

を
通

し
て

医
療

安
全

の
基

礎
知

識
を

習
得

し
、

経
験

を
共

有
す

る
⇒

　
医

療
安

全
へ

の
関

心
を

高
め

、
危

険
回

避
の

た
め

の
医

療
安

全
行

動
を

実
践

す
る

実
際

に
あ

っ
た

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
ハ

ッ
と

し
た

経
験

を
共

有
し

、
改

善
策

を
導

き
出

す
K

Y
T

の
目

的
と

意
義

を
理

解
し

、
日

常
に

潜
む

危
険

回
避

の
た

め
の

防
止

策
を

共
有

で
き

る

講
義

と
G

W
過

去
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

の
共

有
、

自
身

の
ハ

ッ
と

し
た

事
例

の
共

有
と

対
策

の
検

討
K

Y
T

に
つ

い
て

K
Y

T
の

手
法

を
用

い
た

、
危

険
回

避
の

た
め

の
防

止
策

ア
ン

ケ
ー

ト
9

月
3

日
（

水
）

1
3

:0
0

～
1

5
:4

5
中

会
議

室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

多
重

課
題

状
況

下
に

お
い

て
、

安
全

を
考

え
た

行
動

を
と

る
た

め
の

基
礎

知
識

を
習

得
す

る

医
療

安
全

に
お

け
る

5
S

の
意

味
を

理
解

す
る

多
重

課
題

状
況

下
に

お
い

て
、

優
先

順
位

を
決

め
る

た
め

の
基

本
的

知
識

や
視

点
を

理
解

す
る

講
義

・
演

習
・

G
W

医
療

安
全

に
お

け
る

5
S

に
つ

い
て

多
重

課
題

の
事

例
を

通
し

て
、

自
分

の
行

動
を

考
え

る
多

重
課

題
の

場
面

で
の

行
動

の
ポ

イ
ン

ト
と

注
意

点
に

つ
い

て
、

教
材

を
活

用
し

、
多

重
課

題
の

内
容

を
学

習
す

る

ア
ン

ケ
ー

ト
1

2
月

1
7

日
（

水
）

1
3

:3
0

～
1

7
:1

5
大

会
議

室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

G
R

M
新

人
教

育
担

当
者

全
員

自
己

の
精

神
的

・
身

体
的

状
態

を
理

解
す

る
同

期
と

時
間

を
共

有
し

、
ス

ト
レ

ス
解

消
法

を
用

い
て

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

（
6

0
分

）
現

状
把

握
と

共
有

、
不

安
や

ス
ト

レ
ス

解
消

法
等

フ
リ

ー
ト

ー
ク

（
3

0
分

）

ア
ン

ケ
ー

ト
6

月
1

7
日

（
火

）
1

3
:4

5
～

1
5

:1
5

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

同
期

と
時

間
を

共
有

し
、

ス
ト

レ
ス

解
消

法
を

用
い

て
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
フ

リ
ー

ト
ー

ク
（

3
0

分
）

夜
勤

を
行

う
上

で
の

情
報

共
有

含
む

7
月

3
0

日
（

水
）

1
6

:4
5

～
1

7
:1

5
5

F
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

自
己

の
精

神
的

・
身

体
的

状
態

を
理

解
す

る
同

期
と

時
間

を
共

有
し

、
ス

ト
レ

ス
解

消
法

を
用

い
て

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

（
6

0
分

）
現

状
把

握
と

共
有

、
不

安
や

ス
ト

レ
ス

解
消

法
等

フ
リ

ー
ト

ー
ク

（
3

0
分

）

ア
ン

ケ
ー

ト
9

月
3

日
（

水
）

1
5

:4
5

～
1

7
:1

5
中

会
議

室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

自
己

の
精

神
的

・
身

体
的

状
態

を
理

解
す

る
同

期
と

時
間

を
共

有
し

、
ス

ト
レ

ス
解

消
法

を
用

い
て

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

（
6

0
分

）
現

状
把

握
と

共
有

、
不

安
や

ス
ト

レ
ス

解
消

法
等

フ
リ

ー
ト

ー
ク

（
3

0
分

）

ア
ン

ケ
ー

ト
1

月
2

3
日

（
金

）
1

0
:0

0
～

1
1

:3
0

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

6
か

月
を

課
題

達
成

状
況

を
振

り
返

り
、

ス
モ

ー
ル

ウ
イ

ン
を

実
感

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

課
題

を
確

認
で

き
る

組
織

の
一

員
と

し
て

の
基

本
的

姿
勢

を
再

確
認

す
る 自

身
の

達
成

で
き

た
こ

と
を

明
確

に
で

き
る

G
W

正
規

採
用

（
条

件
付

き
採

用
が

と
れ

る
）

職
員

と
し

て
の

あ
る

べ
き

姿
と

現
状

の
共

有
、

問
題

解
決

プ
ラ

ン
シ

ー
ト

の
達

成
状

況
の

共
有

入
職

時
の

目
標

を
確

認
し

、
半

年
た

っ
た

私
を

振
り

返
る

講
義

:ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
説

明
フ

リ
ー

ト
ー

ク
（

3
0

分
）

ア
ン

ケ
ー

ト
1

0
月

7
日

（
火

）
1

4
:3

0
～

1
7

:0
0

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

1
2

カ
月

を
振

り
返

り
、

自
身

の
成

長
を

自
覚

し
、

自
己

肯
定

感
を

高
め

る
次

年
度

の
課

題
を

見
出

す

学
習

成
果

を
新

人
看

護
師

の
支

援
者

と
共

有
し

、
教

育
効

果
を

高
め

る

1
年

の
成

長
を

振
り

返
り

、
2

年
目

の
課

題
を

明
確

に
す

る
1

年
の

学
習

成
果

を
ま

と
め

、
発

表
す

る

新
人

看
護

師
の

教
育

支
援

者
は

、
新

人
の

学
習

成
果

を
確

認
し

、
励

ま
し

の
言

葉
を

述
べ

る

1
2

カ
月

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
ま

と
め

（
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

）

ア
ン

ケ
ー

ト
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
発

表

3
月

2
日

（
月

）
講

堂
ま

た
は

大
会

議
室 1

3
:3

0
～

1
5

:0
0

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者
全

員

看
護

基
準

遵
守

の
基

本
的

姿
勢

を
再

認
識

す
る

看
護

基
準

の
再

確
認

ア
ン

ケ
ー

ト
1

0
月

7
日

（
火

）
1

3
:3

0
～

1
4

:3
0

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

看
護

基
準

遵
守

の
基

本
的

姿
勢

を
再

認
識

す
る

看
護

基
準

の
再

確
認

ア
ン

ケ
ー

ト
1

月
2

3
日

(金
）

9
:0

0
～

1
0

:0
0

大
会

議
室

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

新
人

教
育

担
当

者

医
療

安
全

入
職

1
年

目
の

看
護

師
は

心
身

と
も

に
健

康
に

成
長

す
る

患
者

の
安

全
の

た
め

の
基

準
遵

守
を

習
得

す
る

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

研
修

名
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ね
ら

い
目

標
内

容
評

価
日

程
対

象
講

師
等

印

看
護

管
理

Ⅰ
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
【

新
人

編
】

問
題

解
決

の
た

め
の

基
本

的
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る
自

ら
問

題
解

決
で

き
る

技
術

を
習

得
す

る

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

の
基

本
的

な
考

え
方

と
活

用
方

法
を

理
解

す
る

講
義

演
習

ア
ン

ケ
ー

ト
復

命
書

問
題

解
決

シ
ー

ト
の

作
成

・
実

施
・

評
価

(9
月

末
･
1

1
月

末
･
2

月
末

)

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

病
院

局
職

員
の

一
員

で
あ

る
こ

と
の

自
覚

を
深

め
る

と
共

に
、

同
期

入
職

し
た

新
人

看
護

職
員

と
3

カ
月

間
の

経
験

や
情

報
を

共
有

し
、

自
身

の
果

た
せ

る
役

割
を

見
出

す

病
院

局
経

営
戦

略
課

の
業

務
と

県
立

病
院

の
職

員
と

し
て

働
く

こ
と

の
関

係
性

を
理

解
す

る
3

か
月

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
ア

ン
ケ

ー
ト

復
命

書
令

和
7

年
度

4
月

新
規

採
用

者

自
部

署
で

経
験

で
き

な
い

看
護

を
中

心
に

、
知

識
や

技
術

を
習

得
す

る
入

院
か

ら
退

院
ま

で
の

患
者

の
一

連
の

流
れ

を
知

り
、

今
後

の
実

践
に

活
か

す

自
部

署
で

は
経

験
で

き
な

い
看

護
を

体
験

す
る

入
院

か
ら

退
院

ま
で

の
一

連
の

流
れ

を
知

る
各

部
署

で
の

計
画

に
沿

っ
た

研
修

ア
ン

ケ
ー

ト
1

1
月

～
1

2
月

の
間

令
和

7
年

度
4

月
新

規
採

用
者

各
部

署
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

4 病 院 合 同

7
月

1
1

日
（

金
）

9
:0

0
～

1
7

:1
5

県
庁

教
育

担
当

看
護

師
長

研
修

名

17



教育計画
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研
修

N
O

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

1
看

護
倫

理
研

修
Ⅰ

（
倫

理
的

視
点

を
　

養
う

）

師
長

推
薦

倫
理

的
な

視
点

を
養

う
倫

理
原

則
を

知
る

倫
理

的
な

問
題

に
気

付
き

言
葉

に
出

せ
る

倫
理

原
則

と
は

身
近

な
事

例
か

ら
倫

理
的

な
問

題
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

を
行

う

＊
臨

床
実

践
＊

臨
床

倫
理

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
倫

理
の

気
付

き
レ

ポ
ー

ト
提

出

6
月

2
0

日
（

金
）

1
3

::3
0

～
1

5
:0

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

認
定

看
護

師
会

2
せ

ん
妄

の
予

防
と

看
護

必
須

と
師

長
推

薦

せ
ん

妄
患

者
の

看
護

に
必

要
な

基
本

的
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る

せ
ん

妄
の

症
状

や
原

因
な

ど
、

特
徴

を
理

解
す

る
せ

ん
妄

の
評

価
方

法
と

予
防

・
改

善
に

向
け

た
介

入
を

理
解

す
る

せ
ん

妄
患

者
の

事
例

を
も

と
に

、
実

践
と

結
び

つ
け

た
看

護
を

考
え

る

せ
ん

妄
と

は
（

せ
ん

妄
の

定
義

や
臨

床
で

の
特

徴
）

せ
ん

妄
の

因
子

（
準

備
・

誘
発

・
直

接
）

せ
ん

妄
の

看
護

せ
ん

妄
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ア

患
者

加
算

と
は

G
W

（
入

院
患

者
の

せ
ん

妄
予

防
、

せ
ん

妄
改

善
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

）

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
せ

ん
妄

予
防

の
介

入
を

行
い

、
看

護
記

録
に

残
し

提
出

す
る

6
月

2
日

（
月

）
9

:0
0

～
1

2
:3

0
中

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

2
年

目
看

護
師

は
必

須

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

安
本

至
一

3
認

知
症

患
者

の
看

護
必

須
と

師
長

推
薦

認
知

症
患

者
の

看
護

に
必

要
な

基
本

的
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る

認
知

症
者

の
視

点
を

持
ち

、
認

知
症

者
の

思
い

を
理

解
す

る
認

知
症

者
の

不
安

や
混

乱
を

軽
減

す
る

方
法

を
理

解
す

る
身

体
拘

束
が

及
ぼ

す
、

身
体

的
・

精
神

的
な

苦
痛

を
理

解
し

、
身

体
拘

束
の

解
除

に
向

け
た

介
入

を
考

え
る

認
知

症
患

者
の

事
例

を
も

と
に

、
実

践
と

結
び

つ
け

た
看

護
を

考
え

る

認
知

症
と

は
（

認
知

症
っ

て
ど

ん
な

病
気

、
特

徴
的

な
症

状
、

認
知

症
者

の
目

線
に

な
っ

て
考

え
る

）
認

知
症

ケ
ア

加
算

に
つ

い
て

認
知

症
と

せ
ん

妄
の

違
い

認
知

症
の

看
護

（
ど

の
よ

う
な

介
入

や
ア

プ
ロ

ー
チ

法
が

効
果

的
か

）
R

O
（

見
当

識
訓

練
）

に
つ

い
て

G
W

（
認

知
症

の
入

院
生

活
へ

の
介

入
を

考
え

て
み

よ
う

）

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
R

O
（

見
当

識
訓

練
）

を
実

践
し

た
場

面
や

患
者

の
反

応
を

記
載

し
提

出
す

る

7
月

2
日

（
水

）
9

:0
0

～
1

2
:3

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

2
年

目
看

護
師

は
必

須

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

安
本

至
一

必
須

と
師

長
推

薦

患
者

の
看

護
過

程
展

開
に

必
要

な
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る

個
別

性
の

あ
る

看
護

計
画

を
立

案
す

る
事

例
を

ま
と

め
る

た
め

の
知

識
を

習
得

す
る

自
力

で
受

持
ち

患
者

の
看

護
過

程
を

展
開

す
る

事
前

準
備

：
学

研
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
看

護
研

究
コ

ー
ス

（
文

章
の

書
き

方
、

よ
り

よ
い

看
護

ケ
ア

の
た

め
の

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
、

倫
理

的
配

慮
の

基
本

）
視

聴
を

推
奨

個
別

性
の

あ
る

看
護

過
程

の
展

開
（

O
J
T

で
の

実
践

）
事

例
の

ま
と

め
方

（
書

面
配

布
）

書
面

と
指

導
：

目
的

・
ま

と
め

方
・

注
意

事
項

等
の

説
明

を
教

育
担

当
者

が
実

施
す

る

＊
臨

床
実

践
4

つ
の

力
＊

研
究

＊
臨

床
倫

理

O
J
T

：
指

導
を

受
け

な
が

ら
看

護
過

程
を

展
開

し
、

1
事

例
を

振
り

返
る

計
画

的
に

O
J
T

で
実

施

【
O

J
T

】
看

護
師

長
副

看
護

師
長

教
育

担
当

者
等

必
須

と
師

長
推

薦

受
持

ち
患

者
の

看
護

事
例

を
通

し
て

自
己

の
看

護
を

客
観

的
に

振
り

返
る

た
め

の
知

識
・

技
術

を
学

ぶ

ケ
ー

ス
レ

ポ
ー

ト
を

通
し

て
自

己
の

看
護

を
振

り
返

る
事

例
発

表
会

＊
臨

床
実

践
4

つ
の

力
＊

研
究

＊
臨

床
倫

理

ケ
ー

ス
レ

ポ
ー

ト
提

出

1
2

月
2

日
（

火
）

1
4

:3
0

～
1

5
:3

0
講

堂
教

育
担

当
者

5
令

和
7

年
度

プ
リ

セ
プ

タ
ー

研
修

必
須

と
師

長
推

薦

後
輩

を
育

て
る

こ
と

の
意

味
を

習
得

す
る

新
人

看
護

師
と

の
関

係
構

築
方

法
を

習
得

す
る

新
人

看
護

職
員

研
修

に
お

け
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
基

本
的

な
役

割
を

習
得

す
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

役
割

を
述

べ
る プ

リ
セ

プ
タ

ー
に

必
要

な
ス

キ
ル

を
1

つ
以

上
述

べ
る

「
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
理

解
す

る
研

修
体

制
と

研
修

計
画

を
理

解
す

る

最
近

の
若

者
の

特
徴

（
学

生
時

代
を

コ
ロ

ナ
禍

で
過

ご
し

た
学

生
を

含
む

）
プ

リ
セ

プ
タ

ー
の

役
割

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

後
輩

看
護

師
と

の
関

係
構

築
や

支
援

方
法

研
修

体
制

と
計

画
の

概
要

、
新

人
看

護
職

員
到

達
度

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
や

目
標

評
価

の
記

載
方

法
等

＊
教

育
＊

役
割

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

5
月

1
2

日
（

月
）

9
:0

0
～

1
1

:4
5

 大
会

議
室

は
じ

め
て

プ
リ

セ
プ

タ
ー

を
実

施
す

る
者

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

し
た

い
者

令
和

７
年

度
プ

リ
セ

プ
タ

ー
で

研
修

を
希

望
す

る
者

副
看

護
師

長

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

レ
ベ

ル
Ⅱ

）

4

看
護

の
振

り
返

り

～
自

己
の

看
護

実
践

を
振

り
返

る
～

「
こ

れ
か

ら
の

看
護

実
践

に
向

け
て

」

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

す
る

者
2

年
目

看
護

師
は

必
須 他

、
希

望
者

18



研
修

N
O

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

必
須

と
師

長
推

薦

自
身

が
指

導
を

受
け

た
経

験
か

ら
、

自
分

が
目

指
す

プ
リ

セ
プ

タ
ー

像
を

導
き

出
す

プ
リ

セ
プ

タ
ー

実
施

す
る

上
で

の
自

己
の

課
題

を
言

葉
や

文
字

で
表

現
で

き
る

G
W

指
導

を
受

け
た

今
ま

で
の

経
験

か
ら

、
よ

い
指

導
者

、
悪

い
指

導
者

の
イ

メ
ー

ジ
像

を
話

し
合

い
、

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
あ

る
べ

き
姿

を
導

き
出

す
。

ま
た

、
「

指
導

力
チ

ェ
ッ

ク
表

」
で

自
己

の
指

導
力

の
強

み
弱

み
を

知
り

、
今

の
問

題
を

考
え

る 3
0

分
フ

リ
ー

時
間

（
シ

ー
ト

作
成

）

＊
教

育
＊

役
割

6
月

 4
日

（
水

）
1

3
:4

5
～

1
5

:1
5

  
中

会
議

室
教

育
担

当
者

必
須

と
師

長
推

薦

問
題

解
決

の
取

り
組

み
の

実
際

を
共

有
し

、
参

考
と

な
る

取
り

組
み

を
述

べ
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

と
し

て
の

自
己

の
指

導
力

を
知

り
、

弱
い

部
分

を
強

化
す

る
方

法
を

導
き

出
す

G
W

悩
み

や
課

題
を

共
有

し
、

自
己

の
問

題
解

決
プ

ラ
ン

シ
ー

ト
を

追
加

修
正

す
る

「
指

導
力

チ
ェ

ッ
ク

表
」

で
指

導
力

を
再

確
認

し
、

問
題

解
決

を
話

し
合

う

＊
教

育
＊

役
割

9
月

2
日

（
火

）
1

4
:3

0
～

1
5

:3
0

 大
会

議
室

教
育

担
当

者

6
令

和
7

年
度

プ
リ

セ
プ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修

プ
リ

セ
プ

タ
ー

同
士

の
情

報
交

換
か

ら
あ

る
べ

き
姿

と
問

題
を

共
有

し
、

問
題

解
決

を
図

る

事
前

学
習

：
５

月
1

2
日

の
プ

リ
セ

プ
タ

ー
研

修
受

講
（

は
じ

め
て

の
プ

リ
セ

プ
タ

ー
以

外
は

任
意

で
受

講
）

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
の

作
成

・
実

施
・

評
価

令
和

7
年

度
新

人
プ

リ
セ

プ
タ

ー
必

須
新

人
以

外
の

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
参

加
希

望
者

（
指

導
力

向
上

を
目

指
す

者
）

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

レ
ベ

ル
Ⅱ

）
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研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

7
臨

床
推

論
・

臨
床

判
断

患
者

の
症

状
・

徴
候

を
正

し
く

捉
え

る
た

め
に

師
長

推
薦

思
考

過
程

を
言

語
化

し
、

臨
床

推
論

・
臨

床
判

断
能

力
を

高
め

る
経

験
や

直
感

に
頼

る
だ

け
で

な
く

、
根

拠
に

基
づ

い
た

判
断

を
行

い
、

適
切

な
行

動
に

つ
な

げ
る

臨
床

推
論

・
臨

床
判

断
を

理
解

す
る

実
際

の
事

例
か

ら
、

自
身

の
思

考
過

程
を

言
語

化
し

、
他

者
と

共
有

す
る

こ
と

で
臨

床
判

断
で

き
る

臨
床

推
論

・
臨

床
判

断
の

考
え

方
を

学
ぶ

臨
床

所
見

や
検

査
値

な
ど

必
要

な
情

報
の

見
方

や
看

護
へ

の
活

か
し

方
実

際
事

例
か

ら
考

え
方

や
判

断
の

方
法

を
学

ぶ

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
思

考
過

程
の

用
紙

の
提

出

7
月

2
3

日
（

水
）

1
3

:0
0

～
1

5
:0

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

教
育

担
当

者
サ

ポ
ー

ト
：

集
中

ケ
ア

認
定

看
護

師
感

染
管

理
認

定
看

護
師

8

看
護

過
程

の
展

開
～

看
護

展
開

を
振

り
返

り
患

者
に

合
っ

た
看

護
実

践
が

で
き

る
よ

う
に

な
ろ

う
！

～
「

個
別

性
の

あ
る

看
護

計
画

立
案

を
目

指
す

」

師
長

推
薦

看
護

過
程

の
展

開
に

必
要

な
知

識
を

習
得

す
る

習
得

し
た

知
識

を
使

い
ス

タ
ッ

フ
指

導
を

す
る

個
別

性
の

あ
る

看
護

計
画

を
立

案
す

る
事

例
を

通
し

自
分

の
考

え
る

看
護

実
践

の
意

見
を

述
べ

る
研

修
で

の
学

び
を

も
と

に
、

ス
タ

ッ
フ

へ
指

導
す

る

自
部

署
の

症
例

、
看

護
計

画
を

持
ち

寄
り

共
有

し
、

討
議

を
行

う
こ

と
で

患
者

に
あ

っ
た

個
別

性
の

あ
る

看
護

計
画

の
立

案
を

考
え

る

＊
臨

床
実

践
4

つ
の

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
個

別
性

の
あ

る
看

護
過

程
の

展
開

を
提

出

9
月

1
2

日
（

金
）

９
:0

0
～

1
1

:0
0

大
会

議
室

9
月

2
9

日
（

月
）

９
:0

0
～

1
2

::0
0

大
会

議
室

1
2

月
3

日
（

水
）

1
3

:4
5

～
1

5
:1

5
中

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
を

取
得

す
る

者

副
看

護
師

長
2

名
教

育
担

当
者

2
名

9

看
護

倫
理

研
修

Ⅱ
（

や
っ

て
み

よ
う

看
護

倫
理

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
）

師
長

推
薦

倫
理

的
問

題
に

対
し

、
最

善
な

看
護

を
導

く
た

め
の

手
段

を
習

得
し

、
倫

理
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
活

用
す

る

倫
理

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

必
要

な
理

由
を

述
べ

る
倫

理
的

問
題

に
対

し
、

情
報

を
整

理
す

る
た

め
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

践
す

る

講
義

・
G

W
事

例
を

通
し

て
倫

理
問

題
を

考
え

る
4

分
割

法
な

ど
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
、

倫
理

的
問

題
を

考
え

る

＊
臨

床
実

践
４

つ
の

力
＊

臨
床

倫
理

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

記
録

提
出

1
1

月
1

0
日

（
月

）
9

:0
0

～
1

1
:0

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
～

Ⅴ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

認
定

看
護

師
会

1
0

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
を

理
解

し
よ

う
必

須
と

師
長

推
薦

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
な

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・

技
術

・
態

度
を

習
得

す
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

学
び

、
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
す

る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

は
何

か
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

必
要

な
能

力
を

述
べ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

を
述

べ
る

リ
ー

ダ
ー

業
務

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

注
意

点
を

述
べ

る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

は
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

必
要

な
能

力
と

は
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

リ
ー

ダ
ー

業
務

の
際

に
注

意
す

べ
き

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

ポ
イ

ン
ト

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
行

う
上

で
の

課
題

を
話

し
合

い
、

小
さ

な
課

題
か

ら
取

り
組

む
（

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

を
活

用
）

フ
リ

ー
時

間
（

3
0

分
）

＊
病

棟
で

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
シ

ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

を
し

て
か

ら
参

加

＊
教

育
＊

役
割

＊
管

理
＊

社
会

性

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
作

成
・

実
施

・
評

価

9
月

2
4

日
（

水
）

1
3

:4
5

～
1

5
:1

5
大

会
議

室
副

看
護

師
長

1
1

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

体
験

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

～
体

験
を

振
り

返
り

、
理

想
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
目

指
す

～

必
須

と
師

長
推

薦

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

同
士

の
情

報
共

有
か

ら
問

題
を

共
有

し
、

解
決

を
図

る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

実
施

後
の

自
己

の
問

題
や

課
題

を
述

べ
る

問
題

解
決

に
向

け
た

今
後

の
取

り
組

み
を

述
べ

る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

体
験

を
振

り
返

る
問

題
解

決
プ

ラ
ン

シ
ー

ト
の

達
成

度
の

共
有

新
た

な
課

題
を

明
ら

か
に

し
、

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

を
追

加
・

修
正

ま
た

は
再

立
案

し
実

践
す

る
3

月
に

問
題

解
決

プ
ラ

ン
シ

ー
ト

を
提

出
フ

リ
ー

時
間

（
3

0
分

）
＊

師
長

、
副

師
長

、
教

育
委

員
は

現
場

支
援

を
す

る

＊
教

育
＊

役
割

＊
管

理
＊

社
会

性

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
作

成
・

実
施

・
評

価

1
月

3
0

日
（

金
）

1
3

:4
5

～
1

5
:1

5
大

会
議

室
副

看
護

師
長

教
育

担
当

者

1
2

多
職

種
連

携
に

必
要

な
ア

サ
ー

シ
ョ

ン
技

術
を

学
ぼ

う

師
長

推
薦

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

活
用

し
、

多
職

種
連

携
を

円
滑

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
す

る
明

日
か

ら
実

践
に

活
か

す
、

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

コ
ツ

を
１

つ
以

上
述

べ
る

動
画

視
聴

・
G

W
学

研
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

「
困

っ
た

時
に

も
役

立
つ

ア
サ

ー
シ

ョ
ン

の
実

際
」

を
視

聴
し

、
個

人
ワ

ー
ク

や
G

W
を

行
う

＊
臨

床
実

践
協

働
す

る
力

＊
管

理
＊

社
会

性
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

2
月

2
日

（
月

）
1

3
:3

0
～

1
5

:0
0

大
会

議
室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

教
育

担
当

者

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

レ
ベ

ル
Ⅲ

）

は
じ

め
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
を

実
施

す
る

者
、

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
を

取
得

す
る

者
は

必
須

期
間

を
開

け
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
再

開
す

る
看

護
師

で
希

望
す

る
者

他
、

希
望

者

20



研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

9

看
護

倫
理

研
修

Ⅱ
（

や
っ

て
み

よ
う

看
護

倫
理

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
）

師
長

推
薦

倫
理

的
問

題
に

対
し

、
最

善
な

看
護

を
導

く
た

め
の

手
段

を
習

得
し

、
倫

理
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
活

用
す

る

倫
理

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

必
要

な
理

由
を

述
べ

る
倫

理
的

問
題

に
対

し
、

情
報

を
整

理
す

る
た

め
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

践
す

る

講
義

・
G

W
事

例
を

通
し

て
倫

理
問

題
を

考
え

る
4

分
割

法
な

ど
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
、

倫
理

的
問

題
を

考
え

る

＊
臨

床
実

践
４

つ
の

力
＊

臨
床

倫
理

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

記
録

提
出

1
1

月
1

0
日

（
月

）
9

:0
0

～
1

1
:0

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
～

Ⅴ
を

取
得

す
る

者
認

定
看

護
師

会

1
3

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
師

長
推

薦

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

円
滑

か
つ

有
意

義
な

議
論

に
導

く
た

め
の

技
術

を
習

得
す

る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

の
議

論
が

な
ぜ

必
要

か
述

べ
る

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

な
ぜ

必
要

か
述

べ
る フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
必

要
な

ス
キ

ル
を

述
べ

る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

意
義

を
学

ぶ
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
な

ぜ
必

要
か

学
ぶ

事
例

か
ら

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

４
大

ス
キ

ル
「

場
づ

く
り

」
「

対
話

力
」

「
構

造
化

」
「

合
意

形
成

」
つ

い
て

学
ぶ

＊
管

理
＊

社
会

性
＊

役
割

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

1
0

月
2

2
日

（
水

）
1

3
:3

0
～

1
5

:0
0

大
会

議
室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅳ
～

Ⅴ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

副
看

護
師

長

1
4

必
須

と
師

長
推

薦

他
部

署
研

修
や

自
己

評
価

表
で

自
己

を
振

り
返

り
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
の

新
た

な
課

題
を

発
見

す
る

他
部

署
研

修
　

O
J
T

熟
練

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

同
行

し
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

人
材

育
成

や
看

護
管

理
に

対
す

る
考

え
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

方
法

な
ど

を
意

図
的

に
学

ぶ
他

部
署

研
修

の
前

後
で

自
己

評
価

表
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

自
己

の
課

題
を

整
理

す
る

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
他

部
署

研
修

の
レ

ポ
ー

ト
提

出
、

自
己

評
価

表
チ

ェ
ッ

ク

下
記

ど
ち

ら
か

1
日

1
0

月
1

0
日

（
金

）
1

0
月

2
0

日
（

月
）

部
署

は
エ

ン
ト

リ
ー

後
決

定

部
署

担
当

者
（

熟
練

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

1
5

必
須

と
師

長
推

薦

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
の

自
己

の
課

題
を

明
確

に
し

、
課

題
解

決
に

取
り

組
む

G
W

問
題

や
課

題
を

明
ら

か
に

し
、

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

を
作

成
し

取
り

組
む

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
の

作
成

・
実

施
・

評
価

自
己

評
価

表
チ

ェ
ッ

ク

1
1

月
1

4
日

（
金

）
1

4
:3

0
～

1
5

:3
0

大
会

議
室

看
護

師
長

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

レ
ベ

ル
Ⅳ

-
Ⅴ

）

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

研
修

～
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

考
え

て
い

る
人

の
た

め
に

～

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
自

己
の

傾
向

と
課

題
を

把
握

し
、

課
題

克
服

に
必

要
な

知
識

、
技

術
、

態
度

を
習

得
す

る

＊
教

育
＊

管
理

＊
社

会
性

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅳ
を

取
得

す
る

者
ま

た
は

看
護

師
長

に
よ

り
推

薦
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研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

1
6

2
年

目
看

護
師

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

6
年

度
採

用
者

）
必

須

思
い

を
表

出
し

、
不

安
や

ス
ト

レ
ス

を
解

消
す

る
２

年
目

看
護

師
の

課
題

を
明

確
化

し
、

問
題

解
決

に
取

り
組

む

２
年

目
看

護
師

と
な

っ
た

今
の

不
安

を
言

語
化

す
る

２
年

目
看

護
師

と
し

て
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

を
明

確
に

す
る

不
安

や
悩

み
を

言
語

化
し

、
解

決
方

法
を

考
え

る
（

2
年

目
と

し
て

後
輩

へ
の

関
わ

り
方

な
ど

）
先

輩
看

護
師

か
ら

助
言

を
も

ら
う

フ
リ

ー
ト

ー
ク

も
含

む

＊
社

会
性

＊
役

割
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

G
W

の
内

容
提

出

5
月

1
6

日
（

金
）

1
4

:3
0

～
1

5
:3

0
中

会
議

室

令
和

6
年

度
採

用
者

教
育

担
当

者

1
7

2
年

目
看

護
師

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

6
年

度
採

用
者

）
必

須

成
功

体
験

や
失

敗
体

験
を

語
り

、
看

護
観

を
見

つ
め

直
す

こ
と

で
、

や
り

が
い

を
も

っ
て

看
護

実
践

で
き

る

成
功

体
験

や
失

敗
談

を
語

り
、

看
護

業
務

に
対

す
る

日
頃

の
思

い
を

整
理

で
き

る
自

己
の

体
験

を
振

り
返

り
、

看
護

観
を

明
確

に
し

、
課

題
を

整
理

す
る

不
安

や
悩

み
は

解
消

さ
れ

て
い

る
か

、
成

功
体

験
や

失
敗

体
験

を
振

り
返

る
看

護
の

や
り

が
い

、
看

護
観

、
事

例
の

取
り

組
み

状
況

を
語

り
、

課
題

を
整

理
す

る
先

輩
看

護
師

か
ら

助
言

を
も

ら
う

フ
リ

ー
ト

ー
ク

も
含

む

＊
社

会
性

＊
役

割
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

G
W

の
内

容
提

出

9
月

1
9

日
（

金
）

1
4

:3
0

～
1

5
:3

0
大

会
議

室

令
和

6
年

度
採

用
者

教
育

担
当

者

1
8

2
年

目
看

護
師

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

6
年

度
採

用
者

）
必

須
２

年
目

看
護

師
と

し
て

の
課

題
を

達
成

し
、

３
年

目
看

護
師

に
向

け
た

準
備

が
で

き
る

自
己

の
課

題
達

成
状

況
を

振
り

返
り

、
３

年
目

に
な

る
ま

で
に

行
う

こ
と

を
整

理
で

き
る

今
の

思
い

や
不

安
を

語
り

、
気

持
ち

を
整

理
す

る

自
己

の
課

題
に

対
す

る
振

り
返

り
を

行
う

重
症

患
者

を
看

る
視

点
や

後
輩

へ
の

関
わ

り
な

ど
わ

か
ら

な
い

こ
と

や
不

安
を

語
る

先
輩

看
護

師
か

ら
助

言
を

も
ら

う
フ

リ
ー

ト
ー

ク
も

含
む

＊
社

会
性

＊
役

割
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

G
W

の
内

容
提

出

1
月

2
7

日
（

火
）

1
0

:3
0

～
1

1
:3

0
5

階
会

議
室

令
和

6
年

度
採

用
者

教
育

担
当

者

1
9

3
年

目
看

護
師

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

5
年

度
採

用
者

）

必
須

自
ら

の
キ

ャ
リ

ア
（

将
来

的
な

目
標

）
に

関
す

る
意

識
を

高
め

、
知

識
や

技
術

を
習

得
す

る
た

め
の

行
動

が
と

れ
る

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
習

得
し

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

描
く

こ
と

が
で

き
る

自
分

に
必

要
な

ス
キ

ル
や

学
び

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
る

講
義

・
演

習
キ

ャ
リ

ア
形

成
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
つ

い
て

現
在

の
自

己
の

役
割

と
不

安
を

共
有

す
る

役
割

を
担

い
な

が
ら

、
自

分
ら

し
く

活
躍

す
る

方
法

を
考

え
る

フ
リ

ー
ト

ー
ク

（
3

0
分

）

＊
社

会
性

＊
役

割
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

G
W

の
内

容
提

出

6
月

2
5

日
（

水
）

1
3

:3
0

～
1

5
:1

5
大

会
議

室

令
和

5
年

度
採

用
者

教
育

担
当

者

2
0

3
年

目
看

護
師

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

5
年

度
採

用
者

）

必
須

チ
ー

ム
の

中
で

の
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

を
理

解
し

、
自

ら
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
作

り
に

取
り

組
め

る

チ
ー

ム
力

を
引

き
出

す
た

め
の

メ
ン

バ
ー

の
役

割
を

述
べ

る
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

た
め

の
対

人
関

係
が

分
か

る チ
ー

ム
で

よ
り

よ
い

看
護

を
行

う
た

め
に

明
日

か
ら

行
え

る
こ

と
を

1
つ

挙
げ

る

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
講

義
「

チ
ー

ム
の

一
員

に
な

る
た

め
の

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
」

を
受

講
す

る
（

●
●

分
）

G
W

：
学

び
を

話
し

合
い

、
明

日
か

ら
行

え
る

行
動

を
挙

げ
る

フ
リ

ー
ト

ー
ク

（
3

0
分

）

＊
社

会
性

＊
役

割
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

G
W

の
内

容
提

出

1
1

月
2

6
日

（
水

）
1

3
:3

0
～

1
5

:3
0

大
会

議
室

令
和

5
年

度
採

用
者

教
育

担
当

者

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
）
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研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

2
1

＜
基

礎
編

＞
人

工
呼

吸
器

装
着

中
の

患
者

の
看

護

～
基

本
を

学
び

実
際

に
呼

吸
器

を
触

っ
て

み
よ

う
！

～

師
長

推
薦

人
工

呼
吸

器
管

理
に

強
い

看
護

師
に

な
る

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

人
工

呼
吸

器
で

よ
く

使
う

モ
ー

ド
を

説
明

で
き

る
人

工
呼

吸
器

管
理

に
必

要
な

観
察

項
目

を
述

べ
る

呼
吸

器
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
項

目
が

な
ぜ

必
要

か
述

べ
る

臨
床

で
活

か
せ

る
人

工
呼

吸
器

装
着

患
者

の
看

護
の

ポ
イ

ン
ト

を
述

べ
る

呼
吸

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

人
工

呼
吸

器
管

理
が

必
要

と
な

る
病

態
生

理
、

人
工

呼
吸

器
の

モ
ー

ド
と

設
定

条
件

、
呼

吸
器

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
が

意
味

す
る

も
の

、
人

工
呼

吸
器

装
着

中
患

者
の

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
と

看
護

の
実

際

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

9
月

3
0

日
（

火
）

9
:0

0
～

1
1

:3
0

5
階

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

教
育

担
当

者
1

名
集

中
ケ

ア
認

定
看

護
師

1
名

2
2

＜
実

践
編

＞
人

工
呼

吸
器

装
着

中
の

患
者

の
看

護
（

O
J
T

研
修

）
～

実
際

の
患

者
の

ケ
ア

を
通

し
て

学
ぶ

～

師
長

推
薦

　 実
際

の
人

工
呼

吸
器

装
着

中
の

患
者

の
看

護
か

ら
、

臨
床

で
活

か
せ

る
安

全
な

看
護

を
習

得
す

る

実
際

の
人

工
呼

吸
器

装
着

中
の

患
者

の
状

況
か

ら
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
た

看
護

の
ポ

イ
ン

ト
を

述
べ

る
人

工
呼

吸
器

装
着

中
の

患
者

の
ト

ラ
ブ

ル
回

避
の

た
め

の
対

処
と

ア
ラ

ー
ム

の
 正

し
い

対
処

方
法

を
述

べ
る

実
際

の
人

工
呼

吸
器

装
着

中
患

者
の

看
護

を
経

験
す

る
。

・
病

態
に

合
わ

せ
た

呼
吸

の
観

察
、

呼
吸

ケ
ア

、
合

併
症

予
防

な
ど

を
IC

U
ス

タ
ッ

フ
と

実
践

す
る

。
実

際
の

ト
ラ

ブ
ル

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
か

ら
安

全
な

看
護

を
学

ぶ
・

ア
ラ

ー
ム

の
意

味
と

対
処

方
法

・
実

際
の

呼
吸

器
点

検
、

管
理

方
法

・
呼

吸
器

装
着

中
患

者
に

よ
く

あ
る

ト
ラ

ブ
ル

と
そ

の
対

処

＊
臨

床
実

践
４

つ
の

力

ア
ン

ケ
ー

ト
事

前
：

自
分

の
目

標
を

提
出

事
後

：
学

び
の

レ
ポ

ー
ト

場
所

：
IC

U
教

育
委

員
会

開
催

日
に

実
施

部
署

間
で

日
程

調
整

す
る

期
間

：
1

0
～

2
月

（
参

加
す

る
月

は
教

育
委

員
長

が
決

定
）

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
～

Ⅲ
を

取
得

す
る

者
他

、
希

望
者

基
礎

編
ま

た
は

M
E

機
器

研
修

、
外

部
の

呼
吸

器
研

修
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

IC
U

看
護

師
（

人
工

呼
吸

器
装

着
中

の
患

者
の

看
護

を
説

明
で

き
る

看
護

師
）

2
3

看
護

師
に

求
め

ら
れ

る
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
役

割

師
長

推
薦

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
基

礎
知

識
を

習
得

し
、

看
護

師
の

役
割

を
果

た
せ

る

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

目
的

と
効

果
を

述
べ

る
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

看
護

師
の

役
割

と
し

て
大

切
な

こ
と

を
１

つ
以

上
述

べ
る

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
念

、
目

的
、

構
成

要
素

、
効

果
に

つ
い

て
運

動
療

法
（

C
P

X
含

む
）

、
患

者
教

育
・

疾
病

管
理

に
必

要
な

知
識

な
ど

＊
臨

床
実

践
４

つ
の

力
O

J
T

研
修

日
に

１
時

間
程

度
実

施
全

看
護

職
員

希
望

者

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
士

蛭
沼

久
美

子

2
4

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
見

学
研

修
～

リ
ハ

ビ
リ

の
実

際
を

見
て

学
ぶ

～

師
長

推
薦

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
際

を
見

学
し

、
日

常
の

看
護

に
活

か
す

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

際
を

知
り

、
自

部
署

と
の

連
携

で
必

要
な

こ
と

を
述

べ
る

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

や
患

者
指

導
す

る
上

で
、

明
日

か
ら

活
か

せ
る

学
び

を
1

つ
以

上
述

べ
る

実
際

の
見

学
か

ら
学

ぶ
・

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

の
実

際
・

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

の
業

務
と

多
職

種
連

携
・

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

実
施

中
の

看
護

の
ポ

イ
ン

ト ・
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

や
患

者
指

導
で

大
切

に
し

て
い

る
こ

と
・

C
P

X
の

実
際

（
可

能
な

ら
見

学
）

＊
臨

床
実

践
４

つ
の

力

期
間

：
1

0
～

2
月

期
間

内
に

4
日

程
度

、
日

程
を

調
整

し
、

受
講

者
4

名
を

上
限

に
調

整
す

る

N
o
.2

3
の

研
修

と
合

わ
せ

て
研

修
時

間
は

1
日

を
予

定

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
以

上 他
、

希
望

者

心
リ

ハ
配

属
の

看
護

師

ア
ン

ケ
ー

ト
事

前
：

自
分

の
目

標
を

提
出

事
後

：
学

び
の

レ
ポ

ー
ト

学
び

の
レ

ポ
ー

ト

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

O
J
T

研
修

）
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研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

5
令

和
7

年
度

プ
リ

セ
プ

タ
ー

研
修

必
須

と
師

長
推

薦

後
輩

を
育

て
る

こ
と

の
意

味
を

習
得

す
る

新
人

看
護

師
と

の
関

係
構

築
方

法
を

習
得

す
る

新
人

看
護

職
員

研
修

に
お

け
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
基

本
的

な
役

割
を

習
得

す
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

役
割

を
述

べ
る プ

リ
セ

プ
タ

ー
に

必
要

な
ス

キ
ル

を
1

つ
以

上
述

べ
る

「
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
理

解
す

る
研

修
体

制
と

研
修

計
画

を
理

解
す

る

最
近

の
若

者
の

特
徴

（
学

生
時

代
を

コ
ロ

ナ
禍

で
過

ご
し

た
学

生
を

含
む

）
プ

リ
セ

プ
タ

ー
の

役
割

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

後
輩

看
護

師
と

の
関

係
構

築
や

支
援

方
法

研
修

体
制

と
計

画
の

概
要

、
新

人
看

護
職

員
到

達
度

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
や

目
標

評
価

の
記

載
方

法
等

＊
教

育
＊

役
割

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

5
月

1
2

日
（

月
）

9
:0

0
～

1
1

:4
5

 大
会

議
室

は
じ

め
て

プ
リ

セ
プ

タ
ー

を
実

施
す

る
者

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
を

取
得

し
た

い
者

令
和

７
年

度
プ

リ
セ

プ
タ

ー
で

研
修

を
希

望
す

る
者

副
看

護
師

長

必
須

と
師

長
推

薦

自
身

が
指

導
を

受
け

た
経

験
か

ら
、

自
分

が
目

指
す

プ
リ

セ
プ

タ
ー

像
を

導
き

出
す

プ
リ

セ
プ

タ
ー

実
施

す
る

上
で

の
自

己
の

課
題

を
言

葉
や

文
字

で
表

現
で

き
る

G
W

指
導

を
受

け
た

今
ま

で
の

経
験

か
ら

、
よ

い
指

導
者

、
悪

い
指

導
者

の
イ

メ
ー

ジ
像

を
話

し
合

い
、

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
あ

る
べ

き
姿

を
導

き
出

す
。

ま
た

、
「

指
導

力
チ

ェ
ッ

ク
表

」
で

自
己

の
指

導
力

の
強

み
弱

み
を

知
り

、
今

の
問

題
を

考
え

る 3
0

分
フ

リ
ー

時
間

（
シ

ー
ト

作
成

）

＊
教

育
＊

役
割

6
月

 4
日

（
水

）
1

3
:4

5
～

1
5

:1
5

  
中

会
議

室
教

育
担

当
者

必
須

と
師

長
推

薦

問
題

解
決

の
取

り
組

み
の

実
際

を
共

有
し

、
参

考
と

な
る

取
り

組
み

を
述

べ
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

と
し

て
の

自
己

の
指

導
力

を
知

り
、

弱
い

部
分

を
強

化
す

る
方

法
を

導
き

出
す

G
W

悩
み

や
課

題
を

共
有

し
、

自
己

の
問

題
解

決
プ

ラ
ン

シ
ー

ト
を

追
加

修
正

す
る

「
指

導
力

チ
ェ

ッ
ク

表
」

で
指

導
力

を
再

確
認

し
、

問
題

解
決

を
話

し
合

う

＊
教

育
＊

役
割

9
月

2
日

（
火

）
1

4
:3

0
～

1
5

:3
0

 大
会

議
室

教
育

担
当

者

1
0

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
を

理
解

し
よ

う

必
須

と
師

長
推

薦

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
な

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・

技
術

・
態

度
を

習
得

す
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

学
び

、
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
す

る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

は
何

か
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

必
要

な
能

力
を

述
べ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

を
述

べ
る

リ
ー

ダ
ー

業
務

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

注
意

点
を

述
べ

る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

は
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

必
要

な
能

力
と

は
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

リ
ー

ダ
ー

業
務

の
際

に
注

意
す

べ
き

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

ポ
イ

ン
ト

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
行

う
上

で
の

課
題

を
話

し
合

い
、

小
さ

な
課

題
か

ら
取

り
組

む
（

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

を
活

用
）

フ
リ

ー
時

間
（

3
0

分
）

＊
病

棟
で

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
シ

ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

を
し

て
か

ら
参

加

＊
教

育
＊

役
割

＊
管

理
＊

社
会

性

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
作

成
・

実
施

・
評

価

9
月

2
4

日
（

水
）

1
3

:4
5

～
1

5
:1

5
大

会
議

室
副

看
護

師
長

1
1

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

体
験

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

～
体

験
を

振
り

返
り

、
理

想
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
目

指
す

～

必
須

と
師

長
推

薦

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

同
士

の
情

報
共

有
か

ら
問

題
を

共
有

し
、

解
決

を
図

る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

実
施

後
の

自
己

の
問

題
や

課
題

を
述

べ
る

問
題

解
決

に
向

け
た

今
後

の
取

り
組

み
を

述
べ

る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

体
験

を
振

り
返

る
問

題
解

決
プ

ラ
ン

シ
ー

ト
の

達
成

度
の

共
有

新
た

な
課

題
を

明
ら

か
に

し
、

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

を
追

加
・

修
正

ま
た

は
再

立
案

し
実

践
す

る
3

月
に

問
題

解
決

プ
ラ

ン
シ

ー
ト

を
提

出
フ

リ
ー

時
間

（
3

0
分

）
＊

師
長

、
副

師
長

、
教

育
委

員
は

現
場

支
援

を
す

る

＊
教

育
＊

役
割

＊
管

理
＊

社
会

性

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
作

成
・

実
施

・
評

価

1
月

3
0

日
（

金
）

1
3

:4
5

～
1

5
:1

5
大

会
議

室
副

看
護

師
長

教
育

担
当

者

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

役
割

別
）

は
じ

め
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
を

実
施

す
る

者
、

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
を

取
得

す
る

者
は

必
須

期
間

を
開

け
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
再

開
す

る
看

護
師

で
希

望
す

る
者

他
希

望
者

6
令

和
7

年
度

プ
リ

セ
プ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修

プ
リ

セ
プ

タ
ー

同
士

の
情

報
交

換
か

ら
あ

る
べ

き
姿

と
問

題
を

共
有

し
、

問
題

解
決

を
図

る

事
前

学
習

：
５

月
1

2
日

の
プ

リ
セ

プ
タ

ー
研

修
受

講
（

は
じ

め
て

の
プ

リ
セ

プ
タ

ー
以

外
は

任
意

で
受

講
）

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
問

題
解

決
プ

ラ
ン

作
成

シ
ー

ト
の

作
成

・
実

施
・

評
価

令
和

7
年

度
新

人
プ

リ
セ

プ
タ

ー
必

須
新

人
以

外
の

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
参

加
希

望
者

（
指

導
力

向
上

を
目

指
す

者
）
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研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

2
5

令
和

7
年

度
学

生
指

導
者

研
修

必
須

看
護

学
生

の
特

徴
を

理
解

し
、

実
習

目
標

が
達

成
で

き
る

よ
う

支
援

で
き

る

e
－

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

活
用

し
、

臨
地

実
習

指
導

で
活

か
せ

る
学

び
を

1
つ

以
上

述
べ

る

学
研

e
－

ラ
ー

ニ
ン

グ
　

7
月

～
開

始
予

定
の

「
看

護
学

生
の

学
習

意
欲

を
引

き
出

す
臨

地
実

習
の

ヒ
ン

ト
～

主
体

的
な

参
加

を
促

す
働

き
か

け
を

考
え

よ
う

～
」

を
分

割
で

視
聴

し
、

学
び

を
共

有
す

る

＊
教

育
＊

役
割

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

7
月

以
降

の
学

生
指

導
者

会
で

企
画

す
る

令
和

7
年

度
学

生
指

導
者

必
須

教
育

担
当

看
護

師
長

2
6

令
和

7
年

度
教

育
担

当
者

研
修

①
必

須

教
育

担
当

者
と

し
て

の
役

割
を

自
覚

し
、

自
部

署
の

人
材

育
成

へ
の

取
り

組
み

を
工

夫
し

て
実

践
す

る

教
育

担
当

者
・

新
人

教
育

担
当

者
の

役
割

を
認

識
す

る
教

育
担

当
者

・
新

人
教

育
担

当
者

と
し

て
の

今
年

度
の

取
り

組
み

を
再

考
す

る

看
護

部
の

教
育

方
針

と
し

て
強

化
し

て
ほ

し
い

こ
と

看
護

部
と

し
て

、
教

育
担

当
者

・
新

人
教

育
担

当
者

に
望

む
こ

と

＊
教

育
＊

役
割

各
部

署
の

教
育

計
画

4
月

8
日

（
火

）
1

4
:0

0
～

1
4

:1
5

 大
会

議
室

令
和

7
年

度
教

育
担

当
者

・
新

人
教

育
担

当
者

必
須

副
看

護
部

長

2
7

令
和

7
年

度
新

規
教

育
担

当
者

研
修

②
研

修
の

企
画

・
実

施
・

評
価

必
須

と
師

長
推

薦

新
人

看
護

職
員

研
修

や
院

内
教

育
に

お
け

る
教

育
担

当
者

の
役

割
を

理
解

し
、

新
人

看
護

師
お

よ
び

ス
タ

ッ
フ

へ
の

指
導

や
精

神
的

支
援

が
で

き
る 研

修
企

画
の

基
本

的
知

識
を

習
得

し
、

院
内

教
育

計
画

に
そ

っ
て

運
営

で
き

る

教
育

担
当

者
・

新
人

教
育

担
当

者
の

役
割

を
述

べ
る

「
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
理

解
す

る
成

人
学

習
者

を
理

解
し

、
生

涯
学

習
支

援
の

重
要

性
を

を
述

べ
る

当
院

の
教

育
計

画
の

方
向

性
を

述
べ

る
研

修
企

画
書

を
作

成
す

る
講

義
資

料
を

作
成

す
る

研
修

計
画

書
を

作
成

す
る

教
育

担
当

者
の

役
割

に
つ

い
て

、
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
教

育
担

当
者

の
役

割
、

生
涯

学
習

支
援

、
O

J
T

に
つ

い
て

、
当

院
の

教
育

計
画

に
つ

い
て

、
研

修
企

画
書

の
作

成
、

講
義

資
料

作
成

・
資

料
収

集
方

法
、

ス
ラ

イ
ド

の
作

成
方

法
、

自
己

評
価

・
他

者
評

価
な

ど

＊
教

育
＊

役
割

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

O
J
T

：
実

際
の

研
修

企
画

書
・

研
修

報
告

書
の

作
成

5
月

3
0

日
（

金
 ）

9
:0

0
～

1
7

:0
0

中
会

議
室

新
規

の
教

育
担

当
者

必
須

希
望

者
（

教
育

的
立

場
に

あ
る

看
護

師
）

教
育

担
当

看
護

師
長

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

役
割

別
）
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令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

共
通

研
修

：
災

害
・

退
院

支
援

・
A

C
P

・
ト

ピ
ッ

ク
ス

）
研

修
N

o
研

修
名

条
件

ね
ら

い
目

標
内

容
学

べ
る

ラ
ダ

ー
項

目
評

価
・

O
J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

2
8

災
害

看
護

研
修

火
災

発
生

時
の

対
応

師
長

推
薦

災
害

に
備

え
た

準
備

が
で

き
る

火
災

発
生

時
の

状
況

を
イ

メ
ー

ジ
し

、
明

日
か

ら
取

り
組

め
る

災
害

に
備

え
た

行
動

を
一

つ
以

上
上

げ
る

未
定

情
報

を
得

て
内

容
を

検
討

す
る

＊
安

全
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
 1

0
月

1
日

（
水

）
1

3
:3

0
～

1
4

:3
0

中
会

議
室

全
看

護
職

員
希

望
者

任
意

教
育

担
当

者

2
9

防
災

訓
練

（
年

2
回

）
師

長
推

薦
災

害
に

備
え

た
準

備
が

で
き

る
災

害
訓

練
に

参
加

し
、

自
施

設
の

防
災

へ
の

取
り

組
み

を
理

解
す

る
＊

安
全

防
災

訓
練

年
2

回

新
規

採
用

者
全

職
員

部
署

内
で

交
替

で
参

加
す

る

3
0

病
院

経
営

～
病

院
の

経
営

状
況

～
師

長
推

薦

県
立

病
院

職
員

と
し

て
経

営
参

画
へ

の
必

要
な

知
識

を
習

得
す

る

病
院

経
営

の
現

状
に

つ
い

て
理

解
し

た
こ

と
を

述
べ

る
経

営
参

画
の

た
め

に
自

身
が

で
き

る
方

法
を

考
え

る

病
院

経
営

状
況

に
つ

い
て

　
収

入
と

支
出

の
状

況
　

経
営

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
な

ど

＊
管

理
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
1

2
月

8
日

（
月

）
1

4
:3

0
～

1
5

:1
5

大
会

議
室

全
看

護
職

員
希

望
者

任
意

経
営

課
長

3
1

A
C

P
の

基
礎

知
識

師
長

推
薦

A
C

P
を

理
解

し
、

意
思

決
定

支
援

に
必

要
な

情
報

収
集

が
で

き
る

A
C

P
の

必
要

性
を

述
べ

る
当

院
で

の
A

C
P

の
取

り
組

み
方

法
を

理
解

す
る

A
C

P
は

な
ぜ

必
要

か
、

A
C

P
の

定
義

当
院

で
の

A
C

P
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

（
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

の
活

用
、

質
問

用
紙

の
患

者
へ

の
説

明
方

法
な

ど
）

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

意
思

決
定

を
支

え
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

形
式

6
月

1
日

～
9

月
3

1
日

の
間

で
視

聴
全

看
護

職
員

副
看

護
師

長

3
2

循
環

器
病

院
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
と

A
C

P
師

長
推

薦

患
者

・
家

族
の

思
い

を
尊

重
し

た
意

思
決

定
支

援
が

行
え

る

A
C

P
に

お
け

る
看

護
師

の
役

割
で

必
要

な
ス

キ
ル

を
述

べ
る

自
施

設
で

の
意

思
決

定
支

援
と

A
C

P
の

実
践

を
考

え
る

A
C

P
に

お
け

る
看

護
師

の
役

割
と

ス
キ

ル
に

つ
い

て
当

院
で

の
意

思
決

定
支

援
介

入
方

法
と

実
践

例

G
W

当
院

で
活

か
す

た
め

に
事

例
か

ら
学

ぶ

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

意
思

決
定

を
支

え
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

1
月

2
8

日
（

水
）

1
3

:3
0

～
1

5
:0

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅲ
以

上
を

取
得

す
る

者 他
、

希
望

者

副
看

護
師

長

3
2

退
院

支
援

・
調

整
の

実
際

師
長

推
薦

退
院

支
援

・
退

院
調

整
の

実
際

の
流

れ
を

理
解

し
、

多
職

種
と

協
働

し
た

退
院

支
援

・
退

院
調

整
を

実
践

す
る

退
院

支
援

・
退

院
調

整
の

３
ス

テ
ッ

プ
を

理
解

し
、

看
護

師
が

実
践

す
る

こ
と

を
説

明
す

る
退

院
支

援
・

退
院

調
整

に
お

け
る

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
意

義
を

理
解

し
、

実
施

時
期

や
内

容
を

説
明

で
き

る

退
院

支
援

・
退

院
調

整
の

３
ス

テ
ッ

プ
に

つ
い

て 多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
時

期
や

話
し

合
う

内
容

に
つ

い
て

G
W

：
実

際
の

事
例

か
ら

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
必

要
な

情
報

収
集

、
受

容
や

自
立

支
援

、
退

院
調

整
の

た
め

の
連

携
を

３
ス

テ
ッ

プ
で

考
え

る

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

意
思

決
定

を
支

え
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

1
0

月
6

日
（

月
）

1
3

:3
0

～
1

5
:0

0
大

会
議

室

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

Ⅱ
以

上
を

取
得

す
る

者 他
、

希
望

者

入
退

院
支

援
セ

ン
タ

ー
副

看
護

師
長

3
3

ト
ピ

ッ
ク

ス

パ
ル

ス
フ

ィ
ー

ル
ド

A
B

L
任

意
＜

講
義

　
Z

O
O

M
＞

＊
臨

床
実

践
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
未

定

26



研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

3
4

感
染

症
看

護
に

お
け

る
臨

床
推

論
～

事
例

を
用

い
て

考
え

る
～

任
意

感
染

症
看

護
に

お
け

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

思
考

過
程

を
理

解
し

、
実

践
に

活
か

す

感
染

症
患

者
の

観
察

項
目

が
分

か
る

事
例

を
通

じ
て

、
感

染
症

看
護

に
関

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る

講
義

感
染

症
患

者
の

事
例

を
も

と
に

、
ど

の
よ

う
に

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

か
考

え
る

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

と
簡

易
テ

ス
ト

1
月

2
1

日
（

水
）

1
7

:3
0

～
1

8
:3

0
大

会
議

室

全
看

護
師

対
象

感
染

管
理

認
定

看
護

師

3
5

認
知

症
患

者
の

看
護

「
B

P
S

D
を

み
ん

な
で

考
え

よ
う

」
任

意

B
P

S
D

の
発

症
起

因
や

要
因

を
様

々
な

視
点

か
ら

検
討

す
る

ス
キ

ル
を

養
い

、
実

践
に

活
か

す

認
知

症
者

の
目

線
で

B
P

S
D

発
症

要
因

を
考

え
、

そ
の

対
処

方
法

を
１

つ
以

上
述

べ
る

講
義

・
G

W
B

P
S

D
っ

て
な

に
？

B
P

S
D

の
要

因
と

原
因

認
知

症
者

目
線

で
B

P
S

D
を

考
え

る

＊
臨

床
実

践
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
1

1
月

4
日

（
火

）
1

7
:3

0
～

1
8

:3
0

中
会

議
室

全
看

護
職

員
希

望
者

任
意

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

安
本

至
一

3
6

心
不

全
患

者
の

看
護

～
事

例
を

用
い

て
考

え
る

～
任

意

心
不

全
患

者
の

看
護

に
お

け
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
思

考
過

程
を

理
解

し
、

実
践

に
活

か
す

心
不

全
患

者
の

看
護

を
理

解
す

る
事

例
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
振

り
返

り
、

患
者

把
握

方
法

を
理

解
す

る

講
義

・
G

W
心

不
全

分
類

（
L
V

E
F

分
類

、
N

Y
H

A
分

類
、

ス
テ

ー
ジ

分
類

）
、

薬
物

療
法

、
胸

部
レ

ン
ト

ゲ
ン

事
例

か
ら

看
護

に
つ

な
げ

る
考

え
方

＊
臨

床
実

践
４

つ
の

力
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
9

月
1

7
日

（
水

）
1

7
:3

0
～

1
8

:3
0

大
会

議
室

全
看

護
職

員
希

望
者

任
意

＊
心

不
全

の
基

礎
知

識
を

学
ん

で
参

加
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

学
研

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

A
B

2
5

0
2

推
奨

慢
性

心
不

全
看

護
認

定
看

護
師

柴
朋

子

3
7

摂
食

嚥
下

障
害

患
者

の
看

護

＜
実

践
編

＞
口

腔
ケ

ア
任

意

摂
食

嚥
下

障
害

患
者

に
対

す
る

感
染

予
防

・
口

腔
機

能
維

持
の

た
め

の
口

腔
ケ

ア
の

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

院
内

の
口

腔
ケ

ア
の

均
て

ん
化

を
図

る

摂
食

嚥
下

障
害

患
者

の
口

腔
状

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
摂

食
嚥

下
障

害
患

者
の

口
腔

ケ
ア

方
法

の
ポ

イ
ン

ト
を

述
べ

る

講
義

・
演

習
口

腔
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

O
H

A
T

等
）

ス
ケ

ー
ル

を
活

用
し

、
例

題
か

ら
点

数
を

付
け

評
価

す
る 摂

食
嚥

下
障

害
患

者
の

口
腔

ケ
ア

方
法

に
関

す
る

講
義

を
受

け
、

演
習

で
体

感
す

る

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

と
演

習
内

容
の

評
価

1
1

月
1

9
日

（
水

）
1

7
:3

0
～

1
8

:3
0

大
会

議
室

全
看

護
職

員
希

望
者

任
意

摂
食

・
嚥

下
障

害
看

護
認

定
看

護
師

森
島

香
木

3
8

看
護

の
現

場
で

活
か

す
レ

ン
ト

ゲ
ン

所
見

任
意

レ
ン

ト
ゲ

ン
所

見
を

、
日

常
の

看
護

実
践

で
活

か
す

方
法

を
習

得
す

る

レ
ン

ト
ゲ

ン
の

見
方

の
ポ

イ
ン

ト
を

述
べ

る
レ

ン
ト

ゲ
ン

所
見

に
合

わ
せ

た
看

護
ケ

ア
を

一
つ

以
上

述
べ

る

講
義

　
対

面
と

Z
o
o
m

レ
ン

ト
ゲ

ン
の

見
方

に
つ

い
て

レ
ン

ト
ゲ

ン
所

見
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト 実
際

の
レ

ン
ト

ゲ
ン

所
見

と
看

護
の

実
際

＊
臨

床
実

践
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

ケ
ア

す
る

力

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

7
月

1
6

日
（

水
）

1
7

:3
0

～
1

9
:0

0
リ

ハ
ビ

リ
棟

講
堂

Z
o
o
m

あ
り

全
看

護
職

員
希

望
者

任
意

集
中

ケ
ア

認
定

看
護

師
高

橋
重

雄

令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

共
通

研
修

：
認

定
看

護
師

が
行

う
研

修
）
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令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

共
通

研
修

：
教

育
・

研
究

、
外

部
講

師
共

通
研

修
）

研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

3
9

新
人

ス
タ

ッ
フ

の
個

性
を

活
か

す
学

び
伝

授
の

コ
ツ

師
長

推
薦

新
人

や
後

輩
指

導
・

育
成

に
必

要
な

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

、
現

場
の

指
導

に
活

か
す

新
人

世
代

の
特

徴
に

つ
い

て
説

明
す

る
新

人
や

後
輩

の
指

導
者

と
し

て
必

要
な

支
援

を
1

つ
以

上
上

げ
る

。
指

導
者

と
し

て
明

日
か

ら
取

り
組

む
行

動
を

1
つ

以
上

上
げ

る
こ

と
が

で
き

る

「
新

人
ス

タ
ッ

フ
の

個
性

を
活

か
す

学
び

伝
授

の
コ

ツ
」

学
研

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
受

講
す

る
（

約
1

5
分

×
3

項
目

　
4

5
分

）
G

W
：

学
び

を
話

し
合

い
、

明
日

か
ら

行
え

る
行

動
を

挙
げ

る

＊
社

会
性

＊
役

割
＊

教
育

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

G
W

の
内

容

6
月

1
0

日
（

火
）

9
:0

0
～

1
0

:3
0

大
会

議
室

プ
リ

セ
プ

タ
ー

な
ど

実
地

指
導

に
携

わ
る

看
護

師
各

部
署

で
相

談
の

上
参

加
を

決
定

す
る

教
育

担
当

者

4
0

外
部

講
師

の
研

修
未

定
・

検
討

中
師

長
推

薦
＊

社
会

性
＊

役
割

＊
教

育
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
検

討
中

4
1

看
護

研
究

発
表

会

研
究

者
は

師
長

推
薦

参
加

者
は

任
意

実
践

し
て

い
る

看
護

を
客

観
的

に
評

価
し

た
り

、
探

求
す

る
こ

と
で

、
看

護
の

質
向

上
を

図
る

看
護

研
究

を
実

施
し

、
看

護
に

お
け

る
疑

問
を

解
決

で
き

る
看

護
研

究
発

表
を

聞
く

こ
と

で
、

根
拠

に
基

づ
い

た
看

護
や

教
育

的
知

識
を

得
る

看
護

研
究

の
実

施
＊

各
部

署
で

看
護

研
究

グ
ル

ー
プ

を
設

け
、

2
年

間
を

目
安

に
看

護
研

究
を

ま
と

め
る

看
護

研
究

発
表

＊
看

護
研

究
委

員
会

と
教

育
委

員
会

で
協

力
し

て
発

表
会

を
実

施
す

る

＊
教

育
＊

研
究

発
表

会
：

ア
ン

ケ
ー

ト

3
月

1
2

日
（

木
）

1
7

:3
0

～
①

8
:0

0
リ

ハ
ビ

リ
棟

講
堂

全
看

護
職

員
看

護
研

究
委

員
教

育
担

当
者

28



令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

共
通

研
修

：
組

織
と

し
て

必
要

な
研

修
）

項
目

研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

学
べ

る
ラ

ダ
ー

項
目

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

4
2

看
護

補
助

者
の

活
用

必
須

看
護

補
助

者
の

制
度

的
位

置
づ

け
・

業
務

範
囲

を
理

解
し

、
チ

ー
ム

連
携

を
強

化
す

る 看
護

補
助

者
と

の
チ

ー
ム

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
お

互
い

の
業

務
の

効
率

化
や

患
者

の
安

全
性

を
高

め
る

看
護

補
助

者
と

の
協

働
の

必
要

性
を

理
解

す
る 看

護
補

助
者

の
制

度
的

位
置

づ
け

や
業

務
範

囲
を

理
解

す
る

看
護

補
助

者
と

の
関

わ
り

方
（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
）

を
理

解
す

る
自

施
設

に
お

け
る

看
護

補
助

者
に

係
る

規
定

や
運

用
方

法
を

知
る

5
項

目
に

沿
っ

た
内

容
の

学
習

ツ
ー

ル
、

e
-

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
る

習
得

看
護

補
助

者
と

の
（

イ
）

協
働

の
必

要
性

（
ロ

）
制

度
的

位
置

づ
け

（
ハ

）
協

働
す

る
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方
（

ニ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

ホ
）

自
施

設
に

お
け

る
規

定
及

び
運

用

＊
臨

床
実

践
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
研

修
受

講
後

の
練

習
問

題

日
程

や
実

施
方

法
は

後
日

検
討

す
る

必
須

内
容

が
変

更
に

な
っ

た
研

修
は

全
看

護
師

イ
～

ホ
の

研
修

を
受

け
た

こ
と

が
な

い
看

護
師

は
す

べ
て

受
講

看
護

師
長

4
3

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

必
須

日
々

の
看

護
評

価
を

正
し

く
記

録
す

た
め

の
知

識
を

習
得

す
る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

を
再

確
認

し
、

正
し

く
記

録
・

評
価

す
る

評
価

に
見

合
う

看
護

記
録

内
容

、
実

際
に

多
い

記
載

漏
れ

・
表

現
の

誤
り

を
理

解
し

正
し

く
記

録
す

る

重
症

度
・

医
療

看
護

必
要

度
の

評
価

方
法

と
考

え
方

、
記

録
の

仕
方

実
際

に
多

い
記

載
漏

れ
、

表
現

の
誤

り
等

学
習

ツ
ー

ル
や

電
子

カ
ル

テ
を

活
用

し
た

e
-

ラ
ー

ニ
ン

グ
で

学
ぶ

＊
臨

床
実

践
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
研

修
受

講
後

の
練

習
問

題

学
習

ツ
ー

ル
の

活
用

と
、

電
子

カ
ル

テ
を

活
用

し
た

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

形
式

6
月

1
日

～
3

0
日

の
間

で
視

聴

必
須

全
看

護
職

員
副

看
護

師
長

4
4

褥
瘡

予
防

対
策

必
須

＊
臨

床
実

践
研

修
：

ア
ン

ケ
ー

ト
研

修
受

講
後

の
練

習
問

題

7
月

中
旬

頃
か

ら
約

2
か

月
間

必
須

全
看

護
職

員

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
認

定
看

護
師

菊
池

恵
子

4
5

医
療

安
全

研
修

必
須

＊
臨

床
実

践
＊

安
全

ア
ン

ケ
ー

ト
年

2
回

必
須

医
療

安
全

管
理

室

4
6

感
染

対
策

必
須

＊
臨

床
実

践
＊

安
全

ア
ン

ケ
ー

ト
年

2
回

必
須

感
染

対
策

室

4
7

ア
ン

ケ
ー

ト
全

看
護

師
任

意
総

務
課

4
8

病
院

局
職

員
研

修

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

研
修

【
基

礎
編

】

必
須

問
題

解
決

型
リ

ー
ダ

ー
に

な
る

（
一

人
ひ

と
り

が
直

面
す

る
問

題
を

解
決

で
き

る
）

自
己

及
び

部
署

の
問

題
解

決
に

向
け

て
実

践
で

き
る

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

の
基

本
的

な
考

え
方

と
活

用
方

法
を

理
解

す
る

研
修

で
学

ん
だ

内
容

を
組

織
の

一
員

と
し

て
自

分
が

関
わ

る
ス

タ
ッ

フ
と

共
有

し
、

問
題

解
決

に
取

り
組

む

講
義

演
習

G
W

＊
研

修
参

加
の

復
命

書
、

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

作
成

・
実

施
・

評
価

は
各

病
棟

の
看

護
師

長
に

提
出

＊
臨

床
実

践
＊

管
理

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

の
作

成
・

実
施

・
評

価

【
基

礎
編

】
日

時
・

場
所

は
未

定
受

講
し

て
い

な
い

看
護

師

メ
デ

ィ
カ

ル
ア

ー
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

佐
藤

和
弘

氏

4
9

病
院

局
職

員
研

修

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

研
修

【
管

理
編

】

看 護 部 推 薦 者

管
理

職
に

求
め

ら
れ

る
人

材
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
、

各
県

立
病

院
（

自
組

織
）

の
人

材
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
問

題
解

決
に

向
け

て
実

践
で

き
る

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

人
材

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

「
採

用
」

「
配

置
」

「
評

価
」

「
報

酬
」

「
育

成
」

「
退

職
」

の
6

つ
の

仕
組

み
を

理
解

す
る

自
組

織
の

人
材

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
仕

組
み

に
関

す
る

問
題

解
決

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

人
材

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
仕

組
み

に
関

す
る

問
題

解
決

プ
ラ

ン
を

共
有

し
、

解
決

に
向

け
て

グ
ル

ー
プ

討
議

す
る

。
研

修
で

学
ん

だ
内

容
を

自
組

織
で

実
践

す
る

講
義

演
習

G
W

＊
管

理

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

問
題

解
決

プ
ラ

ン
作

成
シ

ー
ト

の
作

成
・

実
施

・
評

価

【
管

理
職

編
】

日
時

・
場

所
は

未
定

看
護

師
長

副
看

護
師

長

メ
デ

ィ
カ

ル
ア

ー
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

佐
藤

和
弘

氏

病 院 局 職 員 研 修

労
働

衛
生

委
員

会
主

催
研

修

＊
7

月
中

旬
ご

ろ
か

ら
約

2
か

月
間

の
間

に
電

子
カ

ル
テ

上
の

学
習

資
料

を
視

聴
す

る
。

医
療

安
全

管
理

室
よ

り
提

示

感
染

対
策

室
よ

り
提

示

院 内 研 修
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令
和

7
年

度
　

看
護

部
教

育
計

画
（

共
通

研
修

：
組

織
と

し
て

必
要

な
研

修
）

研
修

N
o

研
修

名
条

件
ね

ら
い

目
標

内
容

評
価

・
O

J
T

日
程

対
象

講
師

等
印

必
須

ア
：

医
療

制
度

の
概

要
及

び
病

院
機

能
と

組
織

の
理

解
・

医
療

制
度

の
概

要
・

病
院

・
看

護
部

・
病

棟
組

織
の

理
解

（
今

年
度

の
病

院
の

方
針

と
目

標
）

・
組

織
の

災
害

対
策

と
災

害
発

生
時

の
看

護
助

手
の

役
割

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

5
月

1
4

日
(水

)
1

0
:0

0
～

1
0

:3
0

5
階

会
議

室
5

月
 2

8
日

( 
水

 )
1

4
:0

0
～

1
4

:3
0

 5
階

会
議

室

看
護

助
手

必
須

副
看

護
部

長

必
須

イ
：

医
療

チ
ー

ム
及

び
看

護
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

の
看

護
補

助
者

業
務

の
理

解
・

医
療

チ
ー

ム
と

は
・

医
療

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

看
護

補
助

者
の

役
割

・
看

護
補

助
者

の
業

務
範

囲

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

7
月

9
日

(水
)

1
0

:0
0

～
1

0
:4

5
5

階
会

議
室

7
月

1
6

日
(水

)
1

4
:0

0
～

1
4

:4
5

 大
会

議
室

看
護

助
手

必
須

看
護

師
長

必
須

ウ
：

看
護

補
助

者
業

務
を

遂
行

す
る

た
め

の
基

本
的

な
知

識
・

技
術

・
暴

力
行

為
の

あ
る

患
者

へ
の

対
応

オ
：

守
秘

義
務

、
個

人
情

報
保

護
・

基
礎

知
識

・
事

例
か

ら
学

ぶ

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

9
月

3
日

(水
)

1
0

:0
0

～
1

0
:4

5
5

階
会

議
室

9
月

1
7

日
(水

)
1

4
:0

0
～

1
4

:4
5

大
会

議
室

看
護

助
手

必
須

看
護

師
長

必
須

カ
：

看
護

補
助

者
業

務
に

お
け

る
医

療
安

全
と

感
染

防
止

等
　

標
準

予
防

策
、

手
洗

い
の

実
際

、
　

防
護

具
の

正
し

い
装

着
と

実
技

、
　

清
潔

な
物

品
と

不
潔

な
物

品
の

管
理

、
　

汚
物

処
理

、
ゴ

ミ
の

分
別

等
、

演
習

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

1
1

月
1

2
日

(水
)

1
0

:0
0

～
1

0
:4

5
5

階
会

議
室

1
1

月
1

9
日

(水
)

1
4

:0
0

～
1

4
:4

5
大

会
議

室

看
護

助
手

必
須

感
染

管
理

認
定

看
護

師
小

野
雄

一
IC

T
メ

ン
バ

ー

必
須

エ
：

日
常

生
活

に
か

か
わ

る
業

務
・

日
常

生
活

上
の

皮
膚

損
傷

予
防

方
法

と
注

意
点

・
褥

瘡
予

防
マ

ッ
ト

の
管

理
上

の
注

意
点

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

1
月

2
1

日
(水

)
1

0
:0

0
～

1
0

:4
5

5
階

会
議

室
1

月
2

7
日

（
火

）
1

4
:0

0
～

1
4

:4
5

5
階

会
議

室

看
護

助
手

必
須

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
認

定
看

護
師

菊
池

恵
子

必
須

カ
：

看
護

補
助

者
業

務
に

お
け

る
医

療
安

全
と

感
染

防
止

等
・

医
療

安
全

研
修

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

年
2

回
必

須
医

療
安

全
管

理
室

必
須

カ
：

看
護

補
助

者
業

務
に

お
け

る
医

療
安

全
と

感
染

防
止

等
・

感
染

対
策

研
修

研
修

：
ア

ン
ケ

ー
ト

年
2

回
必

須
感

染
対

策
室

5
0

看
護

助
手

研
修

組
織

の
一

員
と

し
て

の
基

本
的

姿
勢

を
身

に
つ

け
る

看
護

助
手

に
必

要
な

基
本

的
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る

病
院

の
理

念
・

基
本

方
針

を
理

解
し

、
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

も
つ

看
護

部
の

理
念

・
教

育
方

針
を

理
解

し
、

看
護

助
手

に
必

要
な

知
識

・
技

術
を

身
に

つ
け

る

30



レベルⅠ
新人研修

　ラダーⅡ ラダーⅢ
ラダーⅣ
ラダーⅤ

月 日にち 時間 ラダーレベル等 場所 講師

4月 8日（火） 14:00～14:15

役割別
（新人）教育担

当者
大会議室 副看護部長

12日（月） 9:00～11:45
レベルⅡ・役割別
はじめてのプリセ

プターは必須
大会議室 副看護師長

14日（水） 10:00～10:30 看護助手 5階会議室 副看護部長

16日（金） 14:30～15:30 令和6年度採用者 中会議室 （新人）教育担当者

19日（月） 8:45～12:30 新人 中会議室 （新人）教育担当者

20日（火） 9:00～12:00
レベルⅠ
新人必須

中会議室 副看護師長

27日（火） 8:45～12:45
レベルⅠ
新人必須

大会議室 副看護師長

28日（水） 9:00～12:00
レベルⅠ
新人必須

中会議室 副看護師長

28日（水） 14:00～14:30 看護助手 5階会議室 副看護部長

29日（木） 8:45～12:00
レベルⅠ
新人必須

5F会議室 （新人）教育担当者

29日（木） 13:00～17:15
レベルⅠ
新人必須

5階会議室 （新人）教育担当者

30日（金） 9:00～17:00

役割別
新規（新人）教

育担当者
中会議室 教育担当看護師長

1日～30日 共通 副看護師長

6月1日～9
月31日

共通 副看護師長

2日（月） 9:00～12:30
レベルⅡ

2年目看護師は必
須

大会議室

認知症看護認定
看護師

安本至一

3日（火） 9:00～11:00
レベルⅠ
新人必須

大会議室 （新人）教育担当者

4日（水） 13:45～15:15

レベルⅡ・役割別
はじめてのプリセプ
ターと新人プリセプ

ターは必須

中会議室
新人教育担当者

副看護師長

10日（火） 9:00～10:30

共通
指導に携わる看

護師
大会議室 （新人）教育担当者

17日（火） 8:45～12:45
レベルⅠ
新人必須

大会議室 手術室教育担当者

17日（火） 13:45～15:15
レベルⅠ
新人必須

大会議室 新人教育担当者

2年目フォローアップ研修（令和6年度採用
者）

その他、共通

令和7年度新規教育担当者研修

看護記録

せん妄の予防と看護

令和7年度プリセプターフォローアップ研修

物品管理・コスト管理

6月

教育研修
新人スタッフの個性を活かす学び　伝授のコ
ツ

看護助手研修
ア：医療制度の概要及び病院機能と組織の理
解

重症度、医療・看護必要度（全体）
　eラーニングによる研修

ACPの基礎知識　e-ラーニングによる研修

令和7年度　看護部教育計画日程

5月

・研修の日程や場所は変更になる可能性があります。

研修名

令和7年度教育担当者研修

酸素療法

排泄技術
・尿道カテーテル
・浣腸・摘便

研修を受講することで達成できるレベル

重症度、医療・看護必要度（基礎）

看護助手研修
ア：医療制度の概要及び病院機能と組織の理
解

看護過程

令和7年度プリセプター担当者研修

カテーテル室での検査と治療

心電図の基礎　

リフレッシュ研修
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月 日にち 時間 ラダーレベル等 場所 講師

20日（金） 13:30～15:00 レベルⅡ 大会議室 認定看護師会

24日（火） 8: 45～12:45
レベルⅠ
新人必須

大会議室 集中ケア認定看護師

25日（水） 13:30～15:15 令和5年度採用者 大会議室 （新人）教育担当者

7月以降開始
役割別

学生指導者
5階会議室 教育担当看護師長

7月中旬～
約2か月間

共通
皮膚・排泄ケア認定

看護師
菊池恵子

未定
7月頃から
開始予定

共通 看護師長

1日（火） 8:45～12:45
レベルⅠ
新人必須

大会議室 集中ケア認定看護師

2日（水） 9:00～12:30
レベルⅡ

2年目看護師は必
須

大会議室

認知症看護認定
看護師

安本至一

8日（火） 9:00～10:30
レベルⅠ
新人必須

大会議室
副看護師長

（新人）教育担当者

9日（水） 10:00～10:45 看護助手 5階会議室 看護師長

11日（金）
レベルⅠ
新人必須

11日（金）
レベルⅠ
新人必須

●日（●）
未定

8:30～17:15
看護師長の推薦
研修未受講者

大会議室
または

健康セミ
ナー室

メディカルアート
ディレクター
佐藤和弘氏

16日（水） 14:00～14:45 看護助手 大会議室 看護師長

16日（水） 17:30～19:00 共通
リハビリ棟

講堂
ZOOM

集中ケア認定看護師
高橋重雄看護師

22日（火） 9:00～10:30
レベルⅠ
新人必須

大会議室
副看護師長
教育担当者

23日（水） 13:00～15:00 レベルⅢ 大会議室

教育担当者
集中ケア認定看護師
感染管理認定看護師

30日（水） 13:00～16:45
レベルⅠ
新人必須

大会議室

皮膚・排泄ケア認定
看護師

菊池恵子

30日（水） 16:45～17:15
レベルⅠ
新人必須

5階会議室 新人教育担当者

31日（木） 8:45～12:30
レベルⅠ
新人必須

大会議室 （新人）教育担当者

31日（木） 13:30～17:15
レベルⅠ
新人必須

5階会議室 （新人）教育担当者

3年目看護師フォローアップ研修
（令和5年度採用者）

看護助手研修
イ：医療チーム及び看護チームの一員として
の看護補助者業務の理解

看護助手研修
イ：医療チーム及び看護チームの一員として
の看護補助者業務の理解

看護倫理研修Ⅰ

臨床推論・臨床判断

リフレッシュ研修（フリートーク）

3カ月フォローアップ研修

6月

令和7年度学生指導者研修
7月から開始予定　学研e-ラーニング「看護学生の学習意欲を
引き出す臨地実習のヒント～主体的な参加を促す働きかけを考
えよう～」
＊委員会の時間で視聴する7月

看護の現場で活かすレントゲン所見

褥瘡予防対策
　電子カルテ上の学習資料を視聴する

研修名

9:00～17:15

看護管理Ⅰ　ノンテクニカル研修【新人編】

県庁
（未定）

教育担当看護師長

看護補助者の活用　　eラーニングによる研修
＊新規採用、異動者、未受講者はすべての研修項目を受講
＊内容に変更があれば、全看護師受講

7月

認知症患者の看護

病院局合同
ノンテクニカルスキル：基礎編

吸引技術

心電図不整脈
不整脈②

心電図不整脈
不整脈①

フィジカルアセスメント（循環・呼吸）

フィジカルアセスメント（脳神経・消化器）

医療安全
　褥瘡予防対策

いざ！という時の急変時の看護
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月 日にち 時間 ラダーレベル等 場所 講師

2日（火） 14:30～15:30

レベルⅡ・役割別
はじめてのプリセプ
ターと新人プリセプ

ターは必須

大会議室
副看護師長
教育担当者

3日（水） 10:00～10:45 看護助手 5階会議室 看護師長

3日（水） 13:30～15:45
レベルⅠ
新人必須

中会議室 新人教育担当者

3日（水） 15:45～17:15
レベルⅠ
新人必須

中会議室 新人教育担当者

12日（金） 9:00～11:00 レベルⅢ 大会議室
副看護師長
教育担当者

17日（水） 17:30～18:30 共通 大会議室

慢性心不全看護認定
看護師
柴朋子

17日（水） 14:00～14:45 看護助手 大会議室 看護師長

19日（金） 14:30～15:30 令和6年度採用者 大会議室 （新人）教育担当者

24日（水） 13:45～15:15

レベルⅢ・役割別
はじめてのコー

ディネーターは必
須

大会議室 副看護師長

29日（月） 9:00～12:00 レベルⅢ 大会議室
副看護師長
教育担当者

30日（火） 9:00～11:30 レベルⅡ 5階会議室
教育担当者

集中ケア認定看護師

レベルⅡ

レベルⅢ

レベルⅡ

レベルⅢ

レベルⅣ・Ⅴ

1日（水） 13:30～14:30 共通 中会議室 （新人）教育担当者

レベルⅡ

レベルⅢ

レベルⅣ・Ⅴ

7日（火） 13:30～14:30
レベルⅠ
新人必須

大会議室 新人教育担当者

7日（火） 14:30～17:00
レベルⅠ
新人必須

大会議室 新人教育担当者

10日（金）
または20日

（月）
1日体験 レベルⅣ・Ⅴ 各部署

各部署のコーディ
ネーターの熟練者

22日（水） 13:30～15:00 レベルⅣ・Ⅴ 大会議室 副看護師長

8:30～17:15 新人 各部署
新人教育担当者

教育担当者

2年目フォローアップ研修（令和6年度採用
者）

人工呼吸器研修（OJT研修前の講義）
人工呼吸器装着中の患者の看護＜基礎編＞

人工呼吸器研修（OJT研修）
人工呼吸器装着中の患者の看護＜実践編＞
＊実際を見て学ぶ

6日（月） 13:30～15:00 退院支援・退院調整の実際

看護過程の展開

10月～2月
までに体験

10月～2月
までに体験

11月～12月

研修名

9月

心臓リハビリテーション研修（OJT研修）
看護師に求められる心臓リハビリテーションの役割
心臓リハビリテーション見学研修　＊実際を見て学ぶ

ローテーション研修

災害看護研修
　火災発生時の対応

心不全患者の看護　～事例を用いて考える～

医療安全
　インシデント共有、KYT

コーディネーターレベルアップ研修（他部署体験）

看護過程の展開

コーディネーターの役割を理解しよう

令和7年度プリセプターフォローアップ研修

看護助手研修
ウ：看護補助者業務を遂行するための基本的
な知識技術
オ：守秘義務、個人情報保護

看護助手研修
ウ：看護補助者業務を遂行するための基本的
な知識技術
オ：守秘義務、個人情報保護

ファシリテーション

10月

リフレッシュ研修

フォローアップ
・看護基準の再確認

6カ月フォローアップ研修
　　（ポートフォリオ説明含む）

ICU ICU看護師

地下2階リハ
ビリ室 リハビリ看護師

大会議室 副看護師長
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月 日にち 時間 ラダーレベル等 場所 講師

4日（火） 17:30～18:30 共通 中会議室

認知症看護認定
看護師

安本至一

5日（水） 9:00～12:00
レベルⅠ
新人必須

大会議室 （新人）教育担当者

レベルⅢ

レベルⅣ・Ⅴ

12日（水） 10:00～10:45 看護助手 5階会議室

感染管理認定看護師
小野雄一

ICTメンバー

14日（金） 14:30～15:30 レベルⅣ・Ⅴ 大会議室 看護師長

19日（水） 14:00～14:45 看護助手 大会議室

感染管理認定看護師
小野雄一

ICTメンバー

19日（水） 17:30～18:30 共通 大会議室

摂食・嚥下障害看護
認定看護師
森島香木

26日（水） 13:30～15:30 令和5年度採用者 大会議室 （新人）教育担当者

●日（●） 8:30～17:15
看護師長

副看護師長
県庁予定

メディカルアート
ディレクター
佐藤和弘氏

2日（火） 14:30～15:30 レベルⅡ
リハビリ棟

講堂 教育担当者

3日（水） 13:45～15:15 レベルⅢ 中会議室
副看護師長
教育担当者

8日（月） 14:30～15:15 共通 大会議室 経営課長

17日（水） 13:30～17:15
レベルⅠ
新人必須

大会議室
GRM

新人教育担当全員

21日（水） 10:00～10:45 看護助手 5階会議室

皮膚・排泄ケア認定
看護師

菊池恵子

21日（水） 17:30～18:30 共通 大会議室
感染管理認定看護師

齋藤由貴

23日（金） 9:00～10:00
レベルⅠ
新人必須

大会議室 新人教育担当者

23日（金） 10:00～11:30
レベルⅠ
新人必須

大会議室 新人教育担当者

27日（火） 10:30～11:30 令和6年度採用者 5階会議室 （新人）教育担当者

27日（火） 14:00～14:45 看護助手 5階会議室

皮膚・排泄ケア認定
看護師

菊池恵子

看護助手研修
エ：日常生活にかかわる業務

3年目看護師フォローアップ研修
（令和5年度採用者）

看護助手研修
カ：看護補助者業務における医療安全と感染
防止等

看護助手研修
カ：看護補助者業務における医療安全と感染
防止等

看護助手研修
エ：日常生活にかかわる業務

10日（月） 9:00～11:00
看護倫理研修Ⅱ
やってみよう看護倫理カンファレンス

認知症患者の看護
「BPSDをみんなで考えよう」

11月
コーディネーターレベルアップ研修

12月

輸血療法

摂食嚥下障害患者の看護
＜実践編＞口腔ケア

医療安全
・多重課題、5S

病院局合同
ノンテクニカルスキル：管理編

看護の振り返り
・事例発表会

看護過程の展開

フォローアップ
・看護基準の再確認

リフレッシュ研修

感染症看護における臨床推論
～事例を用いて考える～

病院経営

1月

研修名

2年目フォローアップ研修（令和6年度採用
者）

大会議室 認定看護師会
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月 日にち 時間 ラダーレベル等 場所 講師

レベルⅢ

レベルⅣ・Ⅴ

30日（金） 13:45～15:15

レベルⅢ・役割別
はじめてのコー

ディネーターは必
須

大会議室
副看護師長
教育担当者

2月 2日（月） 13:30～15:00 レベルⅢ 大会議室 教育担当者

2日（月） 13:30～15:00
レベルⅠ
新人必須

リハビリ棟
講堂または
大会議室

新人教育担当者

12日（木） 17:30～19:00 共通
リハビリ棟

講堂
看護研究委員
教育担当者

共通
リハビリ棟

講堂 循環器内科医師

共通
リハビリ棟

講堂 教育担当者

研修名

コーディネーター研修
コーディネーター体験後フォローアップ研修

令和7年度　看護研究発表会

3月

日時
未定

トピックス
パルスフィールドアブレーション

外部講師による研修

多職種連携に必要なアサーション技術を学ぼ
う

1月

12カ月フォロー―アップ
まとめ（ポートフォリオ）

28日（水） 13:30～15:00 循環器病院における意思決定支援とACP 大会議室 副看護師長
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心臓血管センター
学研e-ラーニング・スキルアップ表



AA2551

AA2552

AA2504

AA2505

AA2508

AA2556  やさしく学ぶ疼痛管理～痛みを和らげるのは何のため？～　がん看護

BDA2501
BDA2502

AB2551

AB2555

AB2563

AB2509

AA2555

AA2558

AA2502

AA2510

CJ2502

CJ2555

BDB2502

BDB2551

AB2553

AB2504

AA2560
多重課題の波を乗りこなせ　～チームワークを

円滑にする整理術・連携術～

ALA2501

FAB2554

FAB2555

FAA2501

FAA2551

ALA2553

AB2502

ALA2554

AB2508

CJ2505

BDA2554

BDB2552

CD2501

CD2502

CD2503

CJ2557

AB2554

AB2502

困った時にも役立つアサーションの実際 ～多職種・患者・家族

との円滑なコミュニケーションをめざす～

基礎からわかるチーム医療

地域で暮らす慢性心不全患者を支える
～特定行為研修を修了した看護師の実践～

ADL維持・向上のために看護師ができること
～ICFの考え方からバーセルインデックス（BI）まで～

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

高齢者虐待のとらえ方と対応

意
思
決
定
を
支
え
る
力

本人主体のアドバンス・ケア・プランニング　～患者・家族の意思決定支援をする～

地域で暮らす慢性心不全患者を支える
～特定行為研修を修了した看護師の実践～

＜倫理編＞
認知症患者の日常ケアで生じる倫理的課題

高齢心不全患者の緩和ケア

立ち止まる臨床倫理のススメ

臨床倫理実践～患者の幸福をナラティヴから見つけ出す～

看護職のための倫理～人生の最終段階における意思決定を支える～

医療者として知っておきたい「患者の権利」～相互理解のためのコミュニケーション～

指導者としてフィジカルアセスメントを後輩に伝授する

～指導を通して後輩とともに製糖しよう～

狭心症・急性心筋梗塞の患者を守る看護のポイント

新人看護師のあなたが備えておきたい臨床判断能力

看護師が知っておきたい画像検査の読み解き方

こんな場面で使える！看護師のエコー活用～安全・確実な看護ケアの取り組み～

＜看護編1＞＜事例動画＞認知症患者に対するアセスメントとケア

実践！アセスメント力を高めるフィジカルイグザミネーション

心電図のいろは

基礎から学ぶ人工呼吸器の扱い方～苦手意識を持たないために～

初めての急変対応～チームの一員としてすべきこと～

心臓血管センター　学研e-ラーニング・スキルアップ表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
る
力
を
と
ら
え
る
力

・

チームの一員になるためのメンバーシップ～「伝える」から「伝わる」コミュニケーション～

Ⅴ

安全・安楽な食事介助について理解しよう

慢性閉塞性肺疾患（COPD）の日常生活をサポートしよう～急性増悪の予防～

ケ
ア
す
る
力

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

サルコペニア・フレイル予防のために看護師ができること

看護師が知っておきたい食事介助の心得

看護師ができる安全・安楽な気道管理

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

無菌捜査に強くなろう！
安全と患者心理に配慮した膀胱留置カテーテルの挿入

転倒・転落予防から考える患者安全
～あなたがすべきこと、できておきたいこと～

初めての褥瘡ケア　～予防・発見・悪化防止の基礎知識～

協
働
す
る
力

患者の自立支援につなげる！理学療法士との連携

早期離床・早期退院に向けたチームでの取り組み

患者のADLを高める！作業療法士との連携

一般急性期の現場における身体拘束を考える

医療従事者が知っておくべき身体拘束最小化の考え方

みんなが笑顔になれるアサーションの基本
～看護師として働く前に知っておきたいこと～
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CK2551

CK2552

CJ2556

ALA2501

AC2503

CK2553

CK2501

CJ2504

CA2501

CA2503

CA2504

CJ2503

CB2501

CB2502

CB2503

CH2502

ALA2551

ALA2552

ALB2501

ALB2502

ALB2551

ALB2552

ALB2553

ALB2555

BBH2501

BBH2502

BBH2503

BBH2504

BBH2505

BBH2506

BBS2501

BBS2502

BBS2503

BBS2504

BBS2505

BBS2506

BBS2507

BBS2508

BBS2509

BBS2510

BBS2511

BBS2512

BBS2513

BBS2514

BBS2515

BBS2516

院内発表につなげる気づき～気づきから臨床研究につなげるために～

文章の書き方～人に伝わる文章を書くコツ～

よりよい看護ケアのためのケーススタディ（事例研究）～実践につなげる研究とは～

倫理的配慮の基本

文献はなぜ読むの？ どう探すの？

院内発表で気をつけること
～パワーポイント作成のポイントと次の看護研究へつなげるために～

看護学生の学習意欲を引き出す臨地実習のヒント
～主体的な参加を促す働きかけを考えよう～

研究論文を作成するⅠ～研究結果を表現する～

コースオリエンテーション～看護研究をはじめるために～

看護研究とは？ どうして研究するの？

研究デザインを理解する

文献の読み方Ⅰ～量的研究のクリティーク～

働きがい向上のためのキャリアプランを立てよう

みんなでめざす「ハラスメントのない職場」とは

よくわかる個人情報保護の基本と取り扱い方～医療現場編～

意識を変える！ 医療機関のサイバーセキュリティ

研究論文を作成するⅡ～研究結果を考察する～

研究論文を作成するⅢ～論文にまとめる～

組
織
的
役
割
遂
行
力

教
育
・
研
究
能
力

研究計画書を作成する

研究活動を実施し、データを得る

量的データと質的データの分析

研究成果を発表するⅠ～演題応募と発表のタイプ～

共に成長する！　対応に配慮が必要な学習者との向き合い方

インストラクショナル・デザイン：知識編

インストラクショナル・デザイン：技術・態度編

研究成果を発表するⅡ～パワーポイントを活用する～

文献の読み方Ⅱ～質的研究のクリティーク～

研究テーマの絞り込み

研究にまつわる倫理的配慮

文献検索と文献検討を行う

教
育

明日からプリセプター！ 入門編～どうする？ どうやる？ 役割と心構え～

明日からプリセプター！ 実践編～どうする？ どうやる？ 実際のところ～

基本を再確認！ノロウイルス感染症対策

基本を再確認！インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症対策

災害に負けない病院づくりのポイント～実際の災害事例に学ぶ有事への備え～

安
全

医療安全文化の醸成～現在の課題を原点に戻って考えよう～

形骸化させない！ 安全確保につながる確認業務

医療安全文化醸成のための感性を磨く～TeamSTEPPS?・5Sのすすめ～

医療ガスの安全管理にかかわる基本的な考え方

基本を再確認！感染経路の理解

新人スタッフの個性を活かす学び伝授のコツ

これからのティーチング～基礎から実践のコツまで～

管
理

社
会
性 クレーム応対～二次クレームを予防するために～

リーダー・ファーストステップ
～メンバーの力を引き出すリーダーになる～

チームの一員になるためのメンバーシップ～「伝える」から「伝わる」コミュニケーション～
役
割

あいさつからはじまる接遇マナー

心臓血管センター　学研e-ラーニング・スキルアップ表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
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新人看護師研修到達目標 

 

 

 
 
       

 

 

 

 

 





 

 
新人看護職員研修到達目標の評価について 

 

１．新人看護職員到達度チェックリストの構成 

「基本的姿勢と態度」「技術的側面」「管理的側面」の３側面からなる。 

 

２．評価方法 

（１）新人看護職員到達度チェックリスト・見える化チャート使用による到達度の確認と課題の明確化 

（２）明らかになった課題を基に目標の立案、実施、評価 

 

３．評価基準 

「基本的姿勢と態度」 

１：未経験 or 言えない ２：指導の下でできる ３：一人でできる or 言える 

「技術的側面」 

１：できないもしくは見学のみ ２：演習でできる ３：指導・助言があればできる ４：できる 

「管理的側面」 

１：指導の下できる ２：できる 

 

【評価の判断指標】 

  「できる」・・・８割以上述べられたり、行動できたりしている 

  「指導の下でできる、指導助言があればできる」・・・実際に実施しているが見守りが必要 

  「演習でできる」・・・当院での方法で、数回練習している 

  「未経験、言えない、出来ないもしくは見学のみ」・・・聞いたり、見たりしただけで練習もしていない 

 

４．手順 

（１）新規採用者は、新人看護職員到達度チェックリストの自己評価を行う。 

① 入職時、１か月（5 月末）、３か月（7 月中旬）、６か月（10 月末）、１年（3 月上旬）の５回評価す

る。 

② 自己評価ができたら、プリセプターへ提出する。 

（２）プリセプターは、新人看護職員到達度チェックリストの他者評価を行う。 

１か月（5 月末）、３か月（7 月中旬）、６か月（10 月末）、１年（3 月上旬）と定期的に評価する。 

（３）新規採用者、プリセプター、教育担当者または新人教育担当者の 3 者面接を行う。自己・他者評価の違

った評価部分を中心に話し合い、評価を決定する。決定評価は、他者評価の右側に赤字で記入する。 

（４）新規採用者は、新人看護職員到達度チェックリストの結果や面接で話し合った内容、課題などを「整理

シート」に記入する。 

（５）新規採用者は、a～y の項目毎に平均値をだす。 

（６）新規採用者は。a～y の項目毎の平均値を「見える化チャート」のグラフ a～y に写し、入職時、１か

月、３か月、６か月、１年で指定された色を使って線で結ぶ。 

（７）新規採用者は、到達度や課題を「整理シート」「見えるかチャート」で可視化し客観的評価し、次の目標

の立案を行う。 
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目的：到達度の確認と課題の明確化

入職時

自己評価 自己評価 他者評価 自己評価 他者評価 自己評価 他者評価 自己評価 他者評価

月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

 １）日本看護協会の「看護者の倫理綱領」があることを知っている

 １）看護師の行動は保助看法に基づくものであることを知っている

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）情報収集は患者の身体面・心理面・社会的側面から得ることの具体例
をあげる
 ２）必要な患者情報を看護記録に記載している
 ３）必要な情報は、プリセプターかコーディネーターに報告している

 １）患者を尊重した経験を述べる
 ２）患者に接する際に必要な態度をとっている（受容的、共感的態度 ）

 １）相手に合わせたわかりやすい説明を行っている
 ２）同意を得ることの必要性を述べる

 １）必要時家族の意向を聞く等の家族への関わりの事例を述べる

 １）守秘義務について述べる

 １）看護は患者中心のサービスである事を認識している

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）病院の理念・基本方針を述べる
 ２）看護部の理念・基本方針を述べる  

 １）病院の組織図を知っている
 ２）看護部の組織図を知っている
 ３）看護体制・看護方式を述べる
 ４）病院で働く職種の役割を述べる

 １）チーム医療の構成員としての役割を述べる
 ２）他部門と連絡調整した事例を述べる

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）自己の学習課題を述べる（自己の長期目標と短期目標を述べる）

 ２）新人看護職員到達度チェックリストから自己の学習課題を述べる
    （1ヶ月、3か月、6か月、1年）

 １）課題の解決に向けて取り組んだ学習成果を述べる
 ２）課題の解決に向けて目標をもって業務に取り組んでいる

 １）自己学習の成果が自らの看護実践に活用した内容を述べる
#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

b　項目の決定評価の平均値
c．組織における役割・心構えの理解と適切な行動　◆

c　項目の決定評価の平均値
d．生涯にわたる主体的な自己学習の継続

d　項目の決定評価の平均値

２．課題の解決に向けて必要な情報を収集し解決に向けて行動する

３．学習の成果を自らの看護実践に活用する

新人看護職員研修到達目標チェックリスト

部署：　　　　　　　　　　　　氏名：

手順：①自己評価・他者評価（プリセプター）の実施②教育担当者を含めた3者による面接③決定の評価（相違時他者評価の横に赤字記入）

 ◆は夜勤業務に入る前までに、できるor指導の元できるを目指す項目

到達目標

1ヶ月（5月末） 3ヶ月（7月中旬） 6ヶ月（10月末） 1年（3月上旬）

師長印 師長印 師長印 師長印

教育担当者印 教育担当者印

４．家族の意向を把握し、家族にしか担えない役割を認識する

５．守秘義務を厳守し、プライバシーに配慮する

６．看護は患者中心のサービスであることを認識し、患者・家族に接する

　評価基準　3：１人でできるor言える　2：指導の下でできる　1：未経験or言えない

基本姿勢と態度
a．看護職員としての自覚と責任ある行動　　◆

a　項目の決定評価の平均値
b．患者の理解と患者・家族と良好な人間関係の確立　◆

 ２）いかなる場面においても患者の生命、人格、尊厳が守られることを基本とし、
行動している

 ２）看護行為が生命の危険を脅かすことのないように注意して行動している例
　をあげる

教育担当者印 教育担当者印

１．病院及び看護部の理念を理解する

２．病院及び看護部の組織と機能について理解する

３．チーム医療の構成員としての役割を理解し協働する

１．自己評価及び他者評価を踏まえた自己の学習課題を見つける

１．医療倫理・看護倫理に基づき、人間の生命・尊厳を尊重し患者の人権を擁護する

２．看護行為によって患者の生命を脅かす危険性もあることを認識し行動する

１．患者のニーズを身体・心理・社会的側面から把握する

２．患者を一個人として尊重し、受容的・共感的態度で接する

３．患者・家族が納得する説明を行い、同意を得る
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１．快適な病床環境を整える

 ２）ベッドやマットレス、寝具など患者にあった選択をする
 ３）転倒・転落の危険度に応じた病室・病床の環境を調整している
２．基本的なベッドメーキングを実施する
 １）シーツにしわ、たるみがないように作成・交換する

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）医師の指示に合った食事を確認して提供する
 ２）治療や疾患に応じた食事を指導する
 ３）症状や状態に応じた食事を指導する
２．食事介助を安全・安楽に実施する
 １）安全・安楽に食事摂取するよう患者・環境の準備を整える
 ２）嚥下障害のある患者の食事介助の留意点を述べる
 ３）臥床患者の食事介助の留意点を述べる
 ４）誤嚥に注意して食事介助する

 １）経管栄養剤の注入前にチューブの固定や位置を確認する
 ２）経管栄養剤の注入中・注入後は適切な体位をとる
 ３）経管栄養剤は前液の確認し適切な速度で注入する
 ４）カンガルーポンプの使用方法を述べる

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）排泄介助時どのように環境を整えるか述べる
　（プライバシーと安全に配慮）

 ２）排泄後速やかに陰部洗浄を実施する
 ３）排泄物や皮膚の状態の観察及び記録する
 ４）尿器、便器、ポータブルトイレを使用する患者、それぞれの状態を述べ
る
 ５）患者の状態に合わせて尿器、便器、ポータブルトイレを選択し、排泄介
助する
 ６）下痢など頻回の時は、かぶれ予防等の対策の必要性を上司に相談す
る
２．導尿を安全に実施する
 １）導尿が必要となる患者の状態を述べる。
 ２）導尿の方法を述べる
　（無菌操作、挿入の長さの基準、患者への声掛け等も含む）
 ３）基準に沿って導尿を実施する
 ４）排泄時の観察点を述べる（尿流出状態、尿の性状、患者の状態 ）
 ５）尿の性状や患者の状態を記録する
３．膀胱内留置カテーテルを安全に挿入し管理する　　◆
 １）膀胱内留置カテーテルが必要な患者の状態を述べる
 ２）膀胱内留置カテーテルの方法を述べる
　（無菌操作、挿入の長さの基準、患者への声掛け等も含む）
 ３）基準に沿って膀胱内留置カテーテルを実施する
 ４）男性の場合の注意点を述べる
 ５）女性の場合の注意点を述べる
 ６）排泄時の観察点を述べる（尿流出状態、尿の性状、患者の状態）
 ７）尿の性状や患者の状態を記録する
４．浣腸を安全に実施する
 １）浣腸による危険性を述べる
 ２）浣腸の方法を述べる
　（挿入の長さの基準、患者への声掛け、安全な体位等）
 ３）基準に沿って浣腸を実施する
 ４）観察点を述べる（便の状態、患者の状態 ）
 ５）便の性状や患者の状態を記録する
５．摘便を安全に実施する
 １）摘便による危険性を述べる
 ２）摘便の方法を述べる（腸の走行や粘膜を傷つけないためにゼリー
　を使用する、患者への声掛け等）
 ３）基準に沿って摘便を実施する
 ４）便の性状や患者の状態を記録する

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）歩行を見守る際の観察点を述べる（下肢の筋力、ふらつきの有無、足運
び、呼吸状態、循環動態の変動など）
 ２）歩行範囲の環境を整える

 ３）転倒の危険性の場面を述べる
 ４）患者が転倒せずに歩行できるよう介助する

f.食事援助技術

 １）病室での環境調整の必要性について述べる
（温度、湿度、換気、採光、照明、騒音、臭気、プライバシーの保護など）

f　項目の決定評価の平均値

h.活動・休息援助技術
１．安全に歩行を介助する（見守り・杖・歩行器）　　◆

評価基準　４：できる　　３：指導・助言があればできる　　２：演習でできる　　１：できない もしくは見学のみ

技術的側面（１）
e.環境調整技術　　◆

 ２）終了時、患者にｎ必要な環境を整えることを実施している。
　（ナースコールの位置、ベッドのストッパー、ベッドの高さを確認する等）

３．経管栄養を安全に実施する（経鼻・胃瘻・腸瘻：各部署で主に施行されているもの）

 ３）臥床患者のベッドメーキングで注意する点を述べる
　（呼吸、循環状態の観察、チューブやドレーン類に注意する等）

e　項目の決定評価の平均値

g　項目の決定評価の平均値

g.排泄援助技術
１．自然排尿・排便を援助する　　◆

１．食生活を支援する
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 １）移乗前に車椅子・ストレッチャーを点検する方法を述べる

 ３）衣類や寝具を調節する(保温に努める）

 ４）安楽な体位を保持して移送する

 6）患者の状態に合わせた移送手段の選択の例を述べる

 7）移動前中後と移乗後の呼吸状態と循環動態の変化を観察する

３．安全・安楽な体位変換を実施する　　◆
 １）ボディメカニクスの知識や技術について述べる
 ２）体位変換後の観察点を述べる
　（良肢位について、呼吸状態、循環動態、皮膚の状態、ルート類等）
 ３）患者の苦痛なく体位変換を実施する
 ４）患者に体位変換と保持に伴う苦痛の有無、安楽を確認する

４．自動・他動運動を援助する

 １）廃用症候群とは何か述べる
 ２）患者の状態・関節可動域に合わせた他動運動を実施する
 ３）患者の状態に合わせて自動運動を指導する
５．入眠・睡眠を援助する　　◆
 １）入眠や睡眠を助長するため、病室内の環境調整点を述べる
　（温度、湿度、換気、照明、騒音、臭気、プライバシーの保護など）
 ２）入眠や睡眠を助長する目的で、寝具・寝衣、冷罨法などの体感を
　調整する
 ３）身体状況（排泄・痛み）を観察する
６．体動・移動に注意が必要な患者を援助する　　◆
 １）ベッド柵が上がっているか確認する
 ２）ドレーン・チューブ類留置時、引っ張られないように注意する
 ３）体動・移動にどのような注意が必要か述べる

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）全身清拭の方法を述べる
　（患者の状態の把握やプライバシーの保護も含む ）
 ２）基準に沿って全身清拭を実施する
 ３）ドレーン・チューブ類留置中の留意点を踏まえて実施する
 ４）全介助を要する患者の清拭時の留意点を踏まえて実施する
２．安全・安楽に洗髪を実施する（洗髪台・洗髪車・ケリーパード）
 １）患者の状態に合わせた洗髪方法で実施する
 ２）洗髪時の注意点を述べる（水温など）
 ３）実施前中後の患者の状態を観察する
３．安全・安楽に口腔ケアを実施する　　◆
 １）口腔ケアの必要な患者の状態を述べる
 ２）口腔ケアの方法を述べる（口腔内の観察、必要物品も含む）
 ３）患者の状態に合わせた口腔ケアを実施する
 ４）全介助を要する患者の口腔ケア時の留意点を踏まえて実施する
４．安全・安楽な入浴を援助する（入浴・シャワー浴・機械浴時）
 １）入浴介助の注意点を述べる
　（プライバシーへの配慮、水温、転倒予防等 ）
 ２）患者の状態に合わせた入浴方法を選択する
 ３）適切な温度を確認し実施する
 ４）実施前中後の患者の状態を観察する
 ５）ドレーン・チューブ類留置中の入浴時の留意点を述べる
 ６）機械浴時の留意点を踏まえて実施する
５．安全・安楽に部分浴を実施する（手浴・足浴）
 １）実施前中後の患者の状態を観察する
 ２）患者の状態に合わせて必要物品を準備する
 ３）ドレーン・チューブ類留置中の部分浴時の留意点を踏まえて実施
　する
 ４）全介助を要する患者の部分浴時の留意点を踏まえて実施する
６．安全・安楽に陰部洗浄・オムツ交換を実施する　　◆
 １）羞恥心に配慮しプライバシーを保護する

 ２）適切な水温、室温を確認し実施する
 ３）実施前中後の患者の状態を観察する
 ４）膀胱内留置カテーテル留置中の陰部洗浄、オムツ交換の注意点
　を述べる
 ５）患者の状態に適したオムツ(テープ式、リハビリパンツ、尿取り
　パット）を選択し交換する
７．安全・安楽に寝衣交換を実施する　　◆
 １）実施前中後の患者の状態を観察する
 ２）患者の状態に合わせて必要物品を準備する

 ４）全介助を要する患者の寝衣交換時の留意点を踏まえて実施する
 ５）麻痺のある患者の寝衣交換時の留意点を踏まえて実施する

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

１．安全・安楽に全身清拭を実施する　　◆

h　項目の決定評価の平均値

 ３）ドレーン・チューブ類留置中の患者の寝衣交換時の留意点を踏まえて
　実施する

i　項目の決定評価の平均値

２．安全・安楽な移乗と移送を実施する（車椅子・ストレッチャー・ベッド）　　◆

 ２）移乗時、ベッド・車椅子・ストレッチャーのストッパーが止まっている
　か確認する

 ５）移送中、予測される状況を説明する
　（揺れる、曲がる、エレベーターに乗る等）

i.清潔・衣生活援助技術
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 １）低酸素血症について病態生理を述べる。
 ２）酸素吸入が必要な患者の例を述べる。

 ３）酸素吸入前中後を観察している
　（指示量、Spo2、皮膚色や温度、加湿）

 ４）酸素吸入の方法とそれぞれの長所・短所・注意点を理解し実施する
 （鼻腔カニューレ法・フェイスマスク法・リザーバー付フェイスマスク法）

 ５）酸素ボンベの取り扱いを述べる
 ６）酸素ボンベの残量を確認し必要時交換する
 ７）高濃度酸素の禁忌を述べる
２．一時吸引の必要性がわかり安全に実施する
　（口腔内・鼻腔内・気管内）

 １）吸引の適応を述べる

 ２）吸引時の観察項目を述べる
　（吸引圧、痰の性状、呼吸状態、循環動態、患者の苦痛等）

 ３）吸引時の注意点を述べる

 ４）基準に沿って吸引を実施する
３．ネブライザーの必要性がわかり安全に実施する

 １）ネブライザーの必要な患者の状態を述べる

 ２）ネブライザーの必要物品をもれなく準備する

 ３）実施前中後の患者の状態を観察する

 ４）基準に沿ってネブライザーを正しく使用する
 ５）効果的な体位を述べる
 ６）ネブライザー時の注意点を述べる（薬剤による副作用も含む）
４．体温を調整する　　◆
 １）体温調整の必要な患者の状態を述べる
 ２）室温・寝衣・寝具を調整する
 ３）対象に合わせた適切な冷罨法を実施する
５．体位ドレナージを実施する
 １）肺理学療法の必要性を述べる
 ２）呼吸音を聴取し効果的な体位ドレナージを実施する
 ３）実施前中後の患者の状態を観察する

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）患者確認の方法を述べる

 ２）点滴時は、患者確認カードと点滴ラベルの氏名・内容を電子カルテ
　で照合する
 ３）点滴、内服薬、麻薬、輸血時すべてにおいてダブルチェックしている
２．誤薬防止を手順に沿って実施する　　◆
 １）与薬準備前、与薬直前に、患者名、薬剤名、投与目的、投与量、
    投与方法、投与時間を確認する（6Rの確認をしている）
 ２）１患者１トレーを実施する
 ３）名称の類似した薬剤を例として挙げる
３．口頭指示メモの使用方法を理解する
 １）口頭指示メモの使用方法を述べる
４．転倒・転落防止策を実施する　　◆
 １）ベッドからの転落防止策を述べる
 ２）実施している転倒防止策を述べる
 ３）転倒転落アセスメントスコアシートの使用目的を述べる
 ４）転倒後の対策方法について述べる
５．薬剤・放射線の被曝防止を実施する
 １）放射線の被曝３原則を述べる

 ２）実施しているRI使用検査の排泄物の取り扱いを述べる

 ３）カテ室での治療時に照射線量が増加した際の注意点を述べる
６．ドレーン・チューブ類の事故防止策を実施する
 １）ドレーン・チューブ類の自然抜去や事故抜去防止の対策を述べる
 ２）ドレーン・チューブ類の閉塞や漏れ防止の対策を述べる

 ４）自己抜去する可能性のある患者の特徴を述べる
#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######k　項目の決定評価の平均値

k.安全確保の技術
１．患者誤認の防止を手順に沿って実施する　　◆

 ３）複数のドレーン・チューブ類がある場合の接続間違い防止への対策を
　述べる

j　項目の決定評価の平均値

j.呼吸・循環を整える技術
１．酸素吸入の必要性がわかり実施する　　◆
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 １）内服、注射それぞれの基準に基づいた与薬を実施する
 ２）薬の作用、副作用を理解して与薬する
 ３）与薬前中後の患者の状態を観察する
２．経口薬・外用薬・直腸内与薬を実施する　　◆
 １）経口薬を与薬する
 ２）外用薬（貼付剤）を与薬する
 ３）外用薬（点眼）を与薬する
 ４）直腸内与薬を実施する
 ５）患者が服用したか確認する方法を述べる
 ６）外用薬の観察内容を述べる（剥がれや皮膚症状 ）
 ７）直腸内与薬後、肛門外への薬剤が排出されていないか確認する
３．皮下注射・筋肉内注射・皮内注射を正しく実施する
 １）皮下注射を基準通りに実施する
 ２）筋肉内注射の方法を述べる
 ３）皮内注射の方法を述べる
４．静脈内注射を準備し実施する　　◆
 １）指示オーダーと注射箋を確認する
 ２）注射箋内容と薬剤を確認する
 ３）薬液を準備する
 ４）静脈内注射の適切な穿刺部位を述べる
 ５）実施中、実施後の患者の状態を観察する

５．点滴静脈注射の準備と挿入・管理をする　　◆

 １）指示オーダーと点滴ラベル、注射実施シートを確認する
 ２）点滴ラベル、注射実施シート内容と薬剤を確認する
 ３）輸液を準備する
 ４）点滴静脈注射の適切な部位を選択する
 ５）点滴実施中の観察点を述べる
（点滴速度、刺入部腫脹の有無、ルートの屈曲や抜去の有無等 ）

 ６）適切に針を固定する
 ７）実施中後の患者を観察する
６．中心静脈内注射の準備・介助・管理をする
 １）中心静脈内注射の目的を述べる

 ２）中心静脈挿入時の手順を述べる（指示オーダーと注射箋を確認す
　る、注射箋内容と薬剤を確認する、輸液を準備する、挿入部位を清
　潔にする（剃毛含む）、適切にチューブを固定する、点滴速度、
　チューブの屈曲や抜去の有無を確認する、実施中後の患者を観察）

 ３）挿入時の合併症を述べる
 ４）無菌操作で介助する
 ５)中心静脈内注射の閉塞してしまう流速を述べる
７．輸液ボンプ・シリンジボンプの準備と管理をする　　◆
 １）機器を正しく取り扱う
 ２）輸液ボンプ使用時の確認事項を述べる

 ４）シリンジポンプ使用時、プライミングを正しく実施する
 ５）薬液注入量、流量を基準に沿ってにチェックし、輸液ポンプ
　チェックシートに記入する
８．輸血の準備、輸血中と輸血後の観察、管理をする
 １）血液製剤の種類を述べる

 ３）ベッドサイドにおける確認方法を述べる
 ４）輸血の副作用を述べる
 ５）副作用の対処方法を述べる
 ８）適切な速度を述べる
 ６）開始後５分間の患者の状態を観察項目に沿って実施する
 ７）開始後１５分以内に再度観察観察項目に沿って実施する
 ８）輸血後の患者の状態を観察する
 10）使用血液製剤を記録する
 11）終了時に患者と輸血バックの氏名及び血液型を再照合する
 12）血液製剤の取り扱い方を述べる
 13）輸血の種類RCC、FFP、PC毎の取り扱いを述べる
９．抗菌薬、抗ウイルス薬等の用法の理解と副作用を観察する
 １）種類・用法を述べる
 ２）作用・副作用を述べる
 ３）患者に薬の作用を説明する
 ４）使用中後の患者の状態を観察する
10．インシュリンの種類・用法の理解と副作用を観察する　　◆
 １）種類・用法・単位数を述べる
 ２）作用・副作用を述べる
 ３）薬の作用、副作用について患者に説明する
 ４）使用中後の患者の状態を観察する（低血糖の数値を述べる）
11．麻薬の種類・用法の理解と主作用・副作用を観察する
 １）内服薬、注射薬の種類と投与方法を述べる
 ２）作用、副作用を述べる
 ３）使用中後の患者の状態を観察する
 ４）麻薬の取り扱い方法がわかる。
12．安定剤・向精神薬の理解と主作用・副作用を観察する　　◆
 １）内服薬、注射薬の種類と投与方法を述べる
 ２）作用、副作用を述べる
 ３）使用中後の患者の状態を観察する
 ４）安定剤の取り扱い方がわかる。

 ３）基準に沿って輸液ポンプ、シリンジポンプを使用する
　（正しいルートのセット、注入速度設定、予定量設定、
　　スタート後の目視の実施を含む）

技術的側面（２）
l.与薬の技術
１．原理原則に基いた与薬を実施する(与薬全般)　　◆

 ２）照合は２人で行う（患者氏名、ＩＤ、血液型、製剤の種類、使用量、
　ロット番号、輸血指示日、有効期限）
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13．薬剤等を管理する（麻薬・毒薬・劇薬）　　◆
 １）麻薬のアンプルや残量は破棄しないことを述べる
 ２）薬剤部に返却する薬剤を述べる
 ３）鍵管理の薬剤の取り扱いを基準沿って実施する

 ４）適切な速度で実施する

 ５）消毒薬の種類と作用、用途、取り扱いを述べる
14．薬剤について理解し看護ができる（注射薬）　　◆
 １）カテコラミン・血管拡張剤・抗凝固薬・心不全治療薬・鎮静剤・
　抗不整脈薬の作用、副作用が説明を述べる
 ２）IVできるもの、できないものの区別を述べる

 ３）カテコラミン・ニトログリセリン・ジルチアゼム・ノルアドレナリンの
   体重による投与量の違いがあることがわかる

 ４）配合禁忌の薬剤を確認する方法をがわかる
 ５）血管炎を起こす薬を述べる

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）ＪＣＳを知っている
２．呼吸状態を確認する　　◆
 １）呼吸状態の確認方法を述べる
 ２）呼吸状態の正常、異常を判断する
３．循環を確認する　　◆
 １）緊急時の脈拍の確認方法を述べる
４．気道確保の方法を理解し、実施する　　◆
 １）口腔内・気道の異物除去の方法を述べる
 ２）気道確保の方法を述べる
5．胸骨圧迫の方法を理解し、実施する　　◆
 １）方法を述べる

 ２）留意点を述べる
6．除細動器について理解する（AED・除細動器）
 １）目的を述べる
 ２）設置場所を述べる
 ３）AEDの使用方法を述べる（注意点を含める）
 ４）必要物品と使用期限を確認する
 ５）除細動器のチャージテストを実施する
 ６）同期・非同期の違いを述べる（何に同期するのか、どのような不整脈の
時に
　同期させるのか）
 ７）体表ペーシングの接続の仕方を述べる
 ８）体表ペーシングの使用方法を述べる
7．止血部位にあった止血方法を理解し、実施する　　◆
 １）静脈採血後の止血方法を述べる
 ２）カテーテル検査・治療後の穿刺部の出血の観察をする
8．スタッフに応援要請する　　◆

 １）応援要請を判断する
 ２）応援要請する方法を述べる（PHS、同室者、ナースコール等）
9．救急カートの設置場所と内容を把握する　　◆
 １）設置場所を述べる

 ２）救急カート内の物品と使用目的を述べる

 ３）緊急薬品の主な作用と取り扱い上の注意点を述べる

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

１．バイタルサイン（呼吸・脈拍・体温・血圧）の観察と解釈をする　　◆
 １）基準に沿って、呼吸・脈拍・心泊・体温・血圧を測定する
 ２）呼吸・脈拍・心拍・体温・血圧の正常・異常を述べる
 ３）呼吸音の聴取する順番を述べる

 ６）血圧の左右差を確認する場合の患者の状況を述べる
２．症状や病状の観察と解釈をする　　◆
 １）痛みをNRS・ﾌｪｲｽｽｹｰﾙで客観的に評価する
 ２）浮腫の観察方法を述べる
 ３）腹部の状態を観察する
 ４）腸蠕動音の正常・異常を判断する

 ５）検査結果を確認する

 ７）胸部レントゲン、腹部レントゲンを前回と比較して観察する
 ８）水分出納バランスを計算する
３．身長・体重を測定する　　◆
 １）患者の状態に合わせて測定機器を選択し、測定する
４．静脈血の採血と検体を取り扱う
 １）採血前に本人確認と検体ラベルを確認する
 ２）適切な採血部位を選択する
 ３）検査値に影響を与える採血時の留意点を述べる
 ４）スピッツに分注する順番を正しく実施する
 ５）抜針後の針刺し防止策を実施する
５．尿検査を取り扱う　　◆
 １）一般検尿の採取法を述べる
６．簡易血糖測定を実施する　　◆
 １）正常な基準値を述べる
 2）採血部位を述べる
 ３）簡易測定器による血糖を基準に沿って測定する

 ４）片麻痺・CAG後や腕の手術前後、シャント増設している患者など測定時の
　注意点を述べる（特に血圧測定や酸素飽和度測定時 ）

 ５）異常呼吸における呼吸パターンを述べる（チェーン・ストークス、
　　　ビオークスマウル、努力呼吸・尾翼呼吸・下顎呼吸・起座呼吸）

 ６）動悸の訴えがあった時は心電図モニターを装着し波形の正常・異常を
　　判断する

m　項目の決定評価の平均値

n.症状・生体機能管理技術

m.救命救急処置技術
１．意識レベルを把握する　　◆

l　項目の決定評価の平均値
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７．心電図モニター・12誘導心電図の装着、管理をする　　◆
 １）心電図モニターアラームが鳴った時の対応を述べる
 ２）送信機の携帯方法と注意点を患者に説明する
　（セントラルモニター、ベッドサイドモニター）
 ３）12誘導心電図の設置場所を述べる
 ４）誘導別に正しく装着する
 ５）ハムや筋電図の原因が分かり対処を述べる
 ６）記録時の注意点を述べる
 ７）波形の正常・異常を判断する
 8）必要な波形の選択をする
 9)セントラルモニターの操作をする
　（患者情報登録、履歴の確認、不整脈機能）
1０）記録のプリントをする
1１）ベッドサイドモニターの準備ができ、モジュールとコードの接続、
　血圧測定をする（自動、手動）
1２）ベッドサイドモニターの各画面の選択と操作方法がわかる
   （スタンバイ、オーバービュー、必要波形の選択と操作）

13）感度等の設定の操作をする
1４）モニター装着時、患者に目的や注意点を説明する
８．パルスオキシメーターによる測定を実施する　　◆
 １）適切な部位に正しく装着する
 ２）正常な基準値を述べる
 ３）患者の状態に合わせ、簡易測定器か持続測定器かを選択する
９．体外式ペースメーカーの安全な取り扱いをする
 １）本体と接続コードの装着方法を述べる
 ２）電源のON・OFFの方法を述べる
 ３）ペーシング条件の設定を確認する方法を述べる
 ４）ペーシング・センシングの確認方法を述べる
 ５）条件どおりに作動しているか確認する方法を述べる
 ６）装着中の注意点を患者に説明する
 ７）オーバードライブペーシングの目的を述べる
１０．超音波ドプラーの取り扱いができる
 １）使用方法を述べる
 ２）使用部位を述べる
 ３）基準に沿って血流音を確認する
１１．残尿測定器の取り扱いができる
 １）使用方法を述べる
 ２）使用部位、ジェルを塗る位置を述べる
 ３）プローブをゆっくり傾け測定する
１２．CTの検査を説明する
 １）検査の概要を述べる
 ２）検査方法・注意点・食事制限について患者に説明する
 ３）CTの造影剤の承諾書があることがわかり、同意書を確認する
１３．MRIの検査を説明する
 １）検査の概要を述べる
 ２）検査方法・注意点・食事制限について患者に説明する
 ３）検査前に外せる金属類を除去する
１４．心筋シンチの検査を説明する

 １）検査の概要を述べる

 ２）検査方法・注意点・食事制限について患者に説明する
 ３）排泄物の取り扱い方法を述べる
１５．心エコー検査の説明と実施後の管理をする
 １）検査の概要を述べる
 ２）検査方法・注意点・食事制限について患者に説明する
１６．肺機能検査を説明する
 １）検査の概要を述べる
 ２）検査方法・注意点について患者に説明する

１７．経食道エコー検査を説明する

 １）検査の概要を述べる
 ２）検査方法・注意点・食事制限について患者に説明する
 ３）鎮静が必要な患者の前・中・後の注意点を述べる
 ４）検査後の患者の観察の注意点を述べる
１８．ABI検査を説明する
 １）検査の概要を述べる
 ２）検査方法・注意点について患者に説明する
１９．腹部エコー検査を説明する

 １）検査の概要を述べる

 ２）検査方法・注意点・食事制限について患者に説明する
２０．CPXの準備と検査出し実施する
 １）必要物品を準備する
 ２）検査の合併症を述べる
 ３）検査後の患者の状態を観察する
 ４）検査結果を把握し観察・看護に活かす方法を述べる
２１．血液培養採血の準備と管理をする
 １）血液培養採血の方法を述べる（必要物品や採血部位、血液量等
　も含む）
 ２）基準に沿って検査を介助する

２２．胃チューブを管理する

 １）チューブ固定や位置を確認する
 ２）排液の量・性状を観察する
２３．術後ドレーンを管理する

 １）手術記録等からドレーン挿入部位を確認する

 ２）排液の量・性状を観察する
 ３）ドレーンの走行を考慮し、誤抜去防止のための固定を行う
 ４）ドレーンの走行を考慮し、適正にドレナージするよう固定する
 ５）ドレーンの固定状態を観察する
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 ６）胸腔ドレーンと心嚢ドレーンの違いを述べる
２４．HAMAサーボドレーンの取り扱いを管理する
 １）使用目的を述べる
 ２）排液の量・性状を観察する。
 ３）組み立てる際の注意点を述べる（専用ボトルのセット、水封線まで
    蒸留水を入れる、付属チューブを接続する）
 ４）HAMAサーボドレーン使用時の注意点を述べる

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）安楽な体位を保持するための留意点を述べる
　（半座位・仰臥位・側臥位・腹臥位・シムス位）
 ２）安楽な体位であるか患者自身に確認する
２．対象に合わせた適切な冷罨法を安全安楽に実施する
 １）冷罨法の方法を述べる（アイスノン、氷枕） ◆

 ２）氷枕作成時の注意点を述べる（適切な氷の量を入れ空気を抜いて
     作成する ）

◆

 ３）発熱時に冷やすと効果的な部位を述べる（鼠径部、腋窩部などの
    太い動脈部分）
 ４）低温熱傷を起こさないための方法を述べる ◆

３．患者に合わせたリラクゼーションを実施する
 １）リラクセーションでどのような効果が期待できるかを述べる
 ２）リラクセーション法の種類と方法を述べる
４．精神的安寧を援助する

 １）精神的状態をアセスメントする際に必要な情報を述べる
 ２）訴えを傾聴する

#DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

 １）適切な手洗い方法を述べる ◆

 ２）適切な手指消毒方法を述べる ◆

２．防護用具（手袋、マスク、ガウン、ゴーグルなど）の選択し使用する
 １）個人防護用具の使用時の留意点を述べる
 ２）使用目的にあった個人防護用具を選択し、使用する ◆

 ３）個人防護用具を適切に着脱する ◆

３．スタンダードプリコーション（標準予防策）を実施する
 １）スタンダードプリコーション（標準予防策）の概念を述べる ◆

４．洗浄、消毒、滅菌の適切な方法を選択し実施する

 １）滅菌、消毒の分類を述べる

 ２）汚染器材の処理方法に沿って処理する ◆

５．無菌操作を実施する

 １）滅菌物を無菌操作する方法を述べる ◆

６．医療廃棄物規定を遵守して適切に取り扱う
 １）感染性廃棄物の分類原則、分別・廃棄に注意を必要とする
    廃棄物を述べる
 ２）感染性廃棄物の表示の違いを理解し、適切に廃棄する ◆

 ３）一般廃棄物と産業廃棄物の分別を遵守して取り扱う ◆

７．針刺し切創、粘膜暴露等による職業感染防止対策を実施する

 １）血液・体液・空気感染暴露時に問題となる主な病原体を述べる

 ２）処置前の注意、準備、処置後の注意を遵守し予防対策を実施する ◆

８．針刺し切創、粘膜暴露等による事故後の対応を実施する
 １）血液・体液・空気感染暴露等による事故発生時の対応を述べる ◆

９．感染対策予防における隔離室の基本的な管理方法を実践する
 １）ゾーニングの考え方が分かる（レッドゾーン、イエローゾーン、グリーン
ゾーンを知っている）

◆

p　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######
q.創傷管理技術
１．創傷（手術創を含む）の観察と処置を実施する
 １）創部を観察する

 ２）所属部署の特徴的な創傷処置を実施する
 ３）処置に必要な準備・介助・後始末を実施する
 ４）記録する内容を述べる（創部の状態、処置の内容、患者の反応等）
２．褥瘡の予防ケアを実施する
 １）基本的なスキンケアを述べる
 ２）褥瘡の定義と発生要因を述べる
 ３）除圧を実施する
 ４）褥瘡予防を看護計画に沿って実施する

q　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

p.感染予防技術

n 項目決定評価の平均値

o.苦痛の緩和・安楽確保の技術

１．対象に合わせた安楽な体位を保持する

 ４）疼痛や浮腫のある部位を軽く擦るようにマッサージを行い、
　反応を観察する

 ５）不安が強い患者やせん妄のある患者に対し、落ち着くまでそばにいたり
　タッチングを用いたりする

１．手指衛生を実践する

 ６）対象にあわせてくつろげる環境を整える
　（好きな音楽をかけたり見える　ところに絵や写真を飾ったり、静かな環境や
　家族が付き添える環境を整える）

o　項目の決定評価の平均値

 ３）対象に合わせた気分転換活動(車椅子散歩など）を提供し、
　反応を観察する
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　評価基準　2：できる　　1：指導の下でできる
管理的側面

r.死亡時のケアに関する技術
１．死後のケアを理解する

 １）死後のケアの方法について基準を読んでいる

 ２）患者や家族への配慮について述べる（患者に拝礼・家族に目礼し、
　家族や親しい人だけの別れの時を過ごせるように配慮する等）

r　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######
ｓ．安全管理

 １）院内の医療事故対応防止マニュアルがあることを知っている ◆

 ２）院内の医療事故対応防止マニュアルを読み、医療安全管理体制を
   述べる

２．インシデント（ヒヤリ・ハット）事例や事故事例の報告を速やかに行う
 １）インシデント（ヒヤリ・ハット）事例や事故事例の発見・発生時は、
   直ちに上司に報告する

◆

 ２）インシデント（ヒヤリ・ハット）事例や事故事例の発見・発生時　ヒヤリ
   ハット報告書を記載することを知っている

◆

s　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

１．施設内の医療情報に関する規定を理解する
 １）電子カルテのパスワードを他者に教えない ◆

 ２）電子カルテのパスワードを決められた期間内に変更する ◆

 ３）電子カルテからの情報が見える状態で、電子カルテから離れない ◆

２．患者等に対し、適切な情報提供を行う
 １）患者や家族から個人情報に関わる情報提供の依頼を受けた場合
　は、プリセプターかコーディネーターに相談する

◆

 ２）情報提供する場合、正確な情報を伝える
３．プライバシーを保護して医療情報や記録物を取り扱う
 １）患者の情報を外部に持ち出さない ◆

 ２）患者の不必要な情報収集や個人的理由から医療情報を利用を
　しない

◆

 ３）プリセプターやコーディネーターに報告する際、適切な場所を選ぶ

４．看護記録の目的を理解し、看護記録を正確に作成する
 １）看護記録の目的を述べる ◆

 ２）実施した看護の記録は、基準に沿った方法で記載する ◆

t　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######
u.業務管理
１．業務の基準・手順に沿って実施する
 １）業務に関する基準・手順があることを知っている ◆

 ２）看護実践する際には、必ず基準・手順を確認する ◆

 ３）基準・手順の不明な点や心配な点は、必ずプリセプターか
    コーディネーター に相談する

◆

２．複数の患者の看護ケアの優先度を考えて行動する
 １）患者の状態を把握する方法を述べる ◆

 ２）手術や治療、検査、処置などの時間が決められているものは優先
     して行動する

◆

 ３）最優先されるものは患者の生命に関わることであり、重症度の高い
   患者や容態が変化する可能性のある患者は、頻繁に訪室し、
　バイタルサインの測定や観察を実施する
 ４）次に優先されるものは患者の安全に関わることであり、
　患者の状況を判断して行動する
 ５）患者の希望を取り入れ、看護を実施する
３．業務上の報告・連絡・相談を行う
 １）日常業務の中で、報告・連絡・相談を速やかに実施する ◆

 ２）他職種への報告・連絡・相談を適切に実施する ◆

４．決められた業務を時間内に実施するように調整する
 １）必要な情報には何があるか述べる ◆

 ２）必要な情報収集と申し送りを受けたら、情報やその日の患者の
　予定を整理し、一日のタイムスケジュールを作成する

u　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######
ｖ.薬剤などの管理

１．薬剤を適切に請求・受領・保管する（含、毒薬、劇薬、麻薬）
 １）必要時指示の薬剤、救急カート内の薬剤を使用した場合の
　請求方法を述べる
 ２）薬剤部がミキシングする薬剤の取り扱いを述べる
 ３）冷所管理が必要な薬剤は薬品保冷庫に入れることを知っている
 ４）薬品冷蔵庫内の適正温度を述べる
 ５）鍵管理が必要な薬剤は、手順に沿って保管する ◆

 ６）薬剤を破損した場合は速やかにコーディネーターに報告する
 ７）救急カート内の薬剤の期限を確認する

v　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

１．定期的な防災訓練に参加し、災害発生時（地震・火災・水害・停電
　等）は決められた初期行動を円滑に実施する
 １）防火訓練に参加する ◆

 ２）災害発生時（地震・火災・水害・停電等）は決められた初期行動を
　述べる
２．施設内の消火設備の定位置と避難ルートを把握し患者に説明する
 １）病棟にある消火器、防火扉、排煙口、火災報知器の場所を
　　述べる

◆

 ２）災害時避難誘導ルートを述べる ◆

 ３）入院時患者に避難ルートを説明する

ｗ.災害・防災管理

１．施設における医療安全管理体制について理解する

ｔ.情報管理
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３．緊急連絡体制について理解する
 １）大規模災害等対応マニュアルの場所を述べる ◆

 ２）火災発生時の連絡体制を述べる ◆

 ３）防火・防災体制　緊急連絡・動員連絡系統図があることを知っている
 ４）防火・防災体制　緊急連絡・動員連絡系統図の中の自分の役割
　　を述べる

w　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

１．規定に沿って適切に医療機器、器具を取り扱う
 １）必要な医療機器、器具を基準に沿って使用、返却する方法を述べる ◆

 ２）輸液ポンプ、シリンジポンプを基準に沿って適切に取り扱う ◆

 ３）ベッドサイド心電図モニターを基準に沿って適切に取り扱う ◆

 ４）基準どおりに準備し使用する
２．看護用品・衛生材料の準備・点検を行う
 １）看護用品・衛生材料の保管場所を知っている ◆

 ２）業務を遂行するために必要な看護用品・衛生材料を準備する
 ３）業務遂行後使用した看護用品・衛生材料を片付ける ◆

 ４）業務遂行に使用した看護用品・衛生材料は補充する
x　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ######

１．患者の負担を考慮し、物品を適切に使用する
 １）物品を大切に使用している例を述べる ◆

 ２）患者に合った適切な診療材料を使用する
２．費用対効果を考慮して衛生材料の物品を適切に選択する
 １）衛生材料の物品が分かる ◆

 ２）患者に合った適切な衛生材料を使用した例を述べる
 ３）電子カルテ上のコスト連携について理解し実施する

y　項目の決定評価の平均値 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

　　　　　　　　　　　　　令和3年3月改正　教育委員会

ｘ.物品管理

平成29年3月改正　教育委員会

y.コスト管理
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整理シート 

  基本姿勢と態度       技術的側面（１） 技術的側面（２） 管理的側面       
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新人看護職員研修到達目標達成状況：「見える化チャート」
１．評価後、各項目の平均値をだしレーダーチャートに指定の色で記入する
２．入職時・黒、１カ月・青、３カ月後・緑、６カ月後・赤、１年後・桃
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心臓血管センター  

キャリアラダー・クリニカルラダー・マネジメントラダーの 

考え方と評価手順 

                                     令和 7 年 3 月作成 

 

Ⅰ 心臓血管センターのキャリアラダーの考え方 

１． キャリアラダー、クリニカルラダー、マネジメントラダーの定義と構成 

1） キャリアラダー 

キャリアラダーは、看護師の専門的な能力の発達や開発、臨床実践能力ばかりではなく、管理

的な能力の段階や専門看護師・認定看護師・特定行為研修終了看護師としての段階等も含む。 

よって、当センターキャリアラダーは、クリニカルラダー（臨床実践能力+組織的遂行能力・教

育研究能力）とマネジメントラダーの両方を含む、キャリア開発システムのことと定義づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

キャリアラダー 

看護職のキャリア開発システム 

看護管理 

領域 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ラ
ダ
ー 

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー 

レベルⅠ 

副看護師長 

クリニカルラダーレベルⅣをクリアした看護師 

レベルⅣ 

看護部長 

レベルⅢ 

副看護部長 

レベルⅡ  

看護師長 

レベルⅠ（新人） 基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得て看護を実践する 

レベルⅡ（レベルⅠ） 標準的な看護計画に基づき自立して看護を実践する 

レベルⅢ（レベルⅡ） ケアの受け手に合う個別的な看護を実践する 

レベルⅣ（レベルⅢ） 幅広い視野で予測的判断をもち 

看護を実践する 

レベルⅤ（レベルⅣ） より複雑な状況において、 

ケアの受け手にとって最適な手段を 

選択し QOL を高めるための 

看護を実践する 

看護実践領域 

管理能力を発揮した 

研究および変革の 

推進者 

認定看護管理者 

看護管理 

実践 

モデル 

個々のキャリアを 

発揮した臨床実践の 

魅力の発信者 

ジェネラリスト 

自律した 

看護実践 

モデル 

専門能力を発揮した 

看護実践および研究の 

推進者 
CN CNS 特定看護師 NP 

教育・研究等への進学 

専門看護 

実践 

モデル 

専門看護 

領域 

＊（）内は、JNA の新しいレベル表示 

県立病院は旧の表示を活用している 

Naiha  
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2） クリニカルラダー 

JNA 版クリニカルラダー（以後 JNA ラダーとする）は当初「看護実践能力の核として必要な

4 つの力」で構成されていた。しかし、2023 年から JNA は「看護実践能力の核として必要

な 4 つの力」を「臨床実践能力」とし、「専門的・倫理的・法的な実践能力」「リーダーシップ

とマネジメント能力」「専門性の開発能力」を含めて看護実践能力とした。また、JNA ラダー

を看護実践能力習熟度段階と提示している。 

そのため、当センターにおいても「組織的役割遂行能力」や「教育研究能力」を含め、クリニ

カルラダー（看護実践能力）と定義する。 

 

 

 

 

 

＜クリニカルラダー（臨床実践能力）について＞ 

① 当院のクリニカルラダー（臨床実践能力）は、JNA ラダー（現在は看護実践能力習熟度

段階）を活用し、看護実践能力の核として必要な 4 つの力（図 1）に基づいた評価表とし

た。レベルの定義、レベル毎の目標は、JNA ラダーを変更せずに活用している。（他院か

らの異動者でも活用しやすいため） 

 

② レベルの表示は、JNA は新人～Ⅳであるが、新人レベルが新人だけではないため、Ⅰ～

Ⅴの表示としている。 

③ JNA ラダーの実践例は、具体的でないため、当センターの行動目標を満たす内容として

いる。 

④ レベル毎の捉え方・考え方や影響を与える範囲について 

 レベル毎における当センターでのあるべき姿をイメージしやすいよう提示した。 

④ レベル承認後に担う役割とレベルをクリアするための要件 

 レベルクリアに必要な学習・経験要件（研修等）を提示した。 

⑤ 学習内容 

 JNA ラダーが提案している学習内容を基盤に、当センターの特徴に合わせて改訂した。 

 学習内容は、業務を通して「学び・育てる」ための OJT の視点を盛り込んでいる。 

JNA ラダーのレベルの定義、レベル毎の目標、行動目標の他に、「学習目標・実践（OJT）・

知識の例」を提示している。それぞれの意味合いや看護師個人と指導者側の活用の視点を

以下に示す。 

 

図 1：臨床実践能力 ＝ 看護実践能力の核として必要な力 

意思決定を支える力 

 ケアの受け手が立ち会う場面（治療、最期の迎え方

等）において、その人らしい選択ができるための意

思決定を支える 

ニーズをとらえる力 

 ケアの受け手をとらえ、判断し、その人

に適した方略を選択する 

協働する力 

 ケアの受け手を中心に、情報やデータを多職種間

で共有し、ケアの方向性を検討、連携する 

ケアする力 

 ケアの実施・評価を行う 

（PDCA サイクルや看護過程の展開） 

 

クリニカルラダー 

（看護実践能力） 

組織役割遂行能力・教育研究能力 

臨床実践能力 
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 学習目標：各レベルに到達するための学習における目標 

      実践（OJT）や知識の学習内容を包含した目標 

 実践（OJT）：各レベルに到達するために、業務を通して「学び・育てる」ための OJT の視点 

・看護師個人：実践の中で意識するポイント 振り返りのポイント 

・組織（指導側）：学習内容を活用した OJT 演習指導時のポイント 

         OJT における指導や振り返りのポイント 

 知識の例：実践（OJT）のために、獲得すべき知識や技術の例 

        ・看護師個人：研修選びの参考 

        ・組織（指導側）：自施設に応じた研修企画の検討 

                自己学習や研修受講の推奨 

 

＜クリニカルラダー（組織役割遂行能力・教育研究能力）について＞ 

① 「組織役割遂行能力（社会性、役割、管理、安全管理（安全、感染）」、「教育研究能力（教

育、研究）」の項目に整理した。 

② 看護研究のみ、大目標と小目標を設定した。〇の小目標から評価し、□の大目標がクリア

できたかを評価する内容としている。 

  

3） マネジメントラダー 

４病院共通の役職段階に応じた評価表である。 

県立病院の看護管理実践を担う役職（役割）に求められる目標を到達目標としている。 

看護管理実践に必要な能力を「目標管理」「合意形成力」「看護の質評価・改善」「教育・研究」

「看護倫理」の５つの領域で構成している。 

 

２． 心臓血管センターにおけるクリニカルラダー・マネジメントラダー活用の目的 

 クリニカルラダーは、看護師個々が、自己の看護実践能力を客観的に評価し、自己の課題に前

向きに取り組み、自己成長につなげるための評価ツールとして活用する。 

自己評価、他者評価の両面から、看護実践能力の教育的課題を明確にする。 

 マネジメントラダーは、役職（役割）応じた看護管理実践能力を客観的に評価し、自己の課題

を明確にして取り組むとともに、役職に応じて求められる管理実践能力を目指すためのツール

として活用する。 

 両者ともに、多様な教育背景や経験の中で、個々の特性に合わせたキャリア支援していくため

の教育的評価ツールとしても活用する。（上司、指導側の活用） 

 人事評価の能力評価や業績評価の基礎資料として活用する。 
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Ⅱ キャリアラダーの評価手順 

１． 対象者 

１） クリニカルラダーレベルⅠ   新卒者・既卒入職者 

２） クリニカルラダーレベルⅡ    ２年目以降、異動者 

３） クリニカルラダーレベルⅢ   

４） クリニカルラダーレベルⅣ 

５） クリニカルラダーレベルⅤ 

６） マネジメントラダーレベルⅠ   副主幹・主幹・副看護師長 

７） マネジメントラダーレベルⅡ   看護師長 

８） マネジメントラダーレベルⅢ   副看護部長 

９） マネジメントラダーレベルⅣ   看護部長 

＊マネジメントラダーレベルⅠ評価者は、クリニカルラダー（臨床実践能力）も評価する。 

 

２． レベルの承認 

1） クリニカルラダー（看護実践能力：臨床実践能力+組織役割遂行能力・教育研究能力）のレベル

は、最終評価者が、全ての項目を 100％承認したレベルを個々のレベルとする。（クリア型） 

 

３． 評価の期間と時期 

1） クリニカルラダーは、各部署で評価計画表を作成し、１年間を通して計画的に実施する。 

2） クリニカルラダーは、自己評価・他者評価、副看護師長・看護師長の面談を、１月３１日まで

に全員終了する。 

3） マネジメントラダーは、11 月に提出できるよう自己評価する。 

 

４． 評価の手順（クリニカルラダー：看護実践能力） 

１）自己評価 

① 評価表に氏名と評価日を記載する。 

② 自己評価は、全てレベルⅠから行う。記載する評価の数字は、算用数字でよい。 

③ 行動目標および実践例の下位の小項目である項目 1）、2）と示されている設問から順に、

○、△、×の記号を記載する。 

【評価基準】 

○：設問について「できる」・「実践している」と思うもの 

△：設問について「実践を始めているが、出来ると評価するには至らない」と思うもの 

×：設問について「できない」・「実践していない」と思うもの 

④ 下位の小項目すべてが○のときは、１、２と示されている上位の行動目標に○を記載する。 

下位の小項目に１つでも△や×がついた場合には、行動目標は達成されないため今後の課

題となる。 

⑤ 「組織役割遂行能力、教育研究能力」のコメント欄は、評価理由や次年度の課題など、必

要事項を記載する場合に活用する。 

⑥ すべての評価終了後、【本人コメント欄】に今回の評価で明確になった課題や今後の目標を

記載する。 
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⑦ 自己評価後、所属の副看護師長に評価申請し、クリニカルラダー評価表を提出する。 

２）他者評価者 

① 副看護師長（1 次評価者）、看護師長（2 次評価者）が他者評価者する。 

② 評価者は、個々のスタッフの日常における看護実践状況を把握しておき、面談前に他者評

価を実施しておく。（自己評価にとらわれないため。） 

③ 副看護師長と看護師長で、対象者に関する情報交換を行っておくとよい。 

④ 「組織役割遂行能力、教育研究能力」のコメント欄は、評価に必要なコメントを記載する

際に活用する。 

⑤ 評価に迷う時は、学習内容の実践（OJT）や知識の例も参考にしながら、日々の実践と照

らし合わせて評価する。 

⑥ 他者評価や面接では、自己評価の根拠となる場面や実績を確認しながら評価する。 

⑦ 評価の合意形成過程では、評価者は申請者に対して、評価の根拠を明らかにし、納得でき

るように説明する。前向きな課題が見いだせるようにする。 

３）副看護師長面接 

① 副看護師長は、クリニカルラダー評価申請した看護師と面接を実施する。面接では、評価

内容の確認と課題についての合意を得る。ラダーレベルを決定し評価欄に記載する。 

② 自己評価と副師長評価に相違があり面接で合意できたものは、評価欄に合意した評価数字

を赤字で記入し、合意理由を記載して看護師長に提出する。 

③ 面接終了後、【副看護師長コメント欄】に課題や今後の期待、励ましなどを記載する。 

４）看護師長面接 

① 看護師長は、副看護師長から提出された評価表に看護師長評価を記載し、面接を行う。 

② 看護師長面接では、副看護師長と行った面接で合意した課題を確認し、それをもとに目標

を立案し行動することを指導する。 

③ 面接終了後、【看護師長コメント欄】に課題や今後の期待や励まし等を記載する。 

  ５）合意形成 

① 自己評価と副看護師長評価が合意に至らないものや副看護師長評価と看護師長評価が異

なるものは、本人、副看護師長、看護師長の三者で面接を行い看護師長が決定をする。決

定した評価数字は、看護師長の評価数字の下に赤字で記入する。 

② 申請者の自己評価→副看護師長評価→合意形成→看護師長評価決定の順で評価を記入す

る。合意形成したものを看護部（副看護部長）へ提出する。 

６） 評価の総括 

① 総括は以下の順に行い看護部長に提出する。 

病棟総括（看護師長） → 看護部総括（副看護部長）→ 看護部長提出 

② 看護師長は、評価期間終了後、提出された評価を総括する。内容については、副看護師長

と協議し、結果および評価のまとめと部署の教育的課題についてＡ４用紙１枚にまとめ、

決められた期限までに副看護部長に提出する。 

③ 副看護部長は提出された各部署の総括と評価表をもとに、看護部門の教育責任者として看

護部門の課題を明確にした全体総括を作成し、看護部長に提出する。 

④ 看護部長は副看護部長から提出された看護部門の課題について確認し、看護師長会議で課

題達成に向けて協議する。 
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５． 評価手順（マネジメントラダー） 

1） 自己評価 

① エクセルデータで入力する。 

② 客観的な評価ができるように、評価用具や評価場面を参考に評価する。 

③ 具体的行動 → 行動目標 → 達成目標の順に評価する。「2：できる」「1：努力を要

する」の 2 段階で評価する。下位の評価で「1：努力を要する」の評価がある場合は、上

位評価も「1：努力を要する」となり、今後の課題となる。 

④ 評価表の備考を活用し、評価理由など必要なコメントを記載する。 

⑤ 今年度の重点課題の自己評価コメントと来年度の重点課題を入力する。 

2） 他者評価 

① 各レベルの評価者を以下にあげる。 

マネジメントラダーレベルⅠ  所属看護師長 

マネジメントラダーレベルⅡ  副看護部長 

マネジメントラダーレベルⅢ  看護部長 

マネジメントラダーレベルⅣ  他院の看護部長と協議 

② 評価者は、日常における看護管理実践状況を把握しておき、面談前に他者評価を実施し

ておく。 

3） 面接 

① 面接では、評価内容の確認と課題についての合意を得る。前向きな課題が見いだせるよ

うにする。 

② 面接後、評価者は他者評価コメント欄に今後の期待や励ましのコメントを入力する。 

                                    平成 27 年 4 月 

                                令和 4 年、令和 7 年 3 月改訂 
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令
和

4年
3月

作
成

 令
和

5年
3月

、
令

和
6年

3月
改

訂

氏
名

：
評

価
日

：
他

者
評

価
者

：
評

価
日

：
看

護
師

長
氏

名
：

評
価

日
：

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

基
本

的
な

看
護

手
順

に
従

い
、

必
要

に
応

じ
助

言
を

得
て

看
護

を
実

践
す

る
標

準
的

な
看

護
計

画
に

基
づ

き
自

立
し

て
看

護
を

実
践

す
る

ケ
ア

の
受

け
手

に
合

う
個

別
的

な
看

護
を

実
践

す
る

幅
広

い
視

野
で

予
測

的
判

断
を

も
ち

看
護

を
実

践
す

る
よ

り
複

雑
な

状
況

に
お

い
て

、
ケ

ア
の

受
け

手
に

と
っ

て
の

最
適

な
手

段
を

選
択

し
Q

O
Lを

高
め

る
た

め
の

看
護

を
実

践
す

る

【
レ

ベ
ル

毎
 

 
の

目
標

】

助
言

を
得

て
ケ

ア
の

受
け

手
や

状
況

（
場

）
の

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
る

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（

場
）

の
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
ケ

ア
の

受
け

手
や

状
況

（
場

）
の

特
性

を
ふ

ま
え

た
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
ケ

ア
の

受
け

手
や

状
況

（
場

）
を

統
合

し
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
ケ

ア
の

受
け

手
や

状
況

（
場

）
の

関
連

や
意

味
を

ふ
ま

え
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る

参
考

資
料

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅰ
の

実
践

（
O

JT
)、

知
識

の
例

参
照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅱ
の

実
践

（
O

JT
)、

知
識

の
例

参
照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅲ
の

実
践

（
O

JT
)、

知
識

の
例

参
照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅳ
の

実
践

（
O

JT
)、

知
識

の
例

参
照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅴ
の

実
践

（
O

JT
)、

知
識

の
例

参
照

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

に
必

要
な

身
体

的
、

精
神

的
、

 
 

社
会

的
、

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
な

側
面

か
ら

個
別

性
 

 
を

踏
ま

え
、

必
要

な
情

報
収

集
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

希
望

も

 
 

踏
ま

え
て

、
こ

れ
ま

で
の

生
活

習
慣

や
入

院
生

 
 

活
、

退
院

調
整

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
の

症
状

に
応

じ
て

、
ケ

ア
の

 
 

受
け

手
の

体
内

で
起

こ
っ

て
い

る
現

象
（

病
態

）
 

 
を

考
え

な
が

ら
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
観

察
が

 
 

で
き

る

 
□

3)
個

別
性

を
踏

ま
え

、
多

職
種

か
ら

の
情

報
を

 
 

得
て

ケ
ア

の
受

け
手

に
と

っ
て

必
要

な
情

報
収

集
 

 
が

で
き

る
 □

2.
得

ら
れ

た
情

報
か

ら
優

先
度

の
高

い
ニ

ー
ズ

を

 
 

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
正

確
な

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

で
き

る

 
□

2)
顕

在
・

潜
在

・
予

測
さ

れ
る

問
題

を
明

ら
か

に

 
 

で
き

る

 
□

3)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
に

関
す

る

 
 

社
会

背
景

の
問

題
を

明
ら

か
に

で
き

る

 
□

4)
情

報
収

集
を

も
と

に
、

総
合

的
に

ケ
ア

の

 
 

受
け

手
を

と
ら

え
、

優
先

度
の

高
い

ニ
ー

ズ
を

 
 

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

5)
ケ

ア
の

受
け

手
の

個
別

性
を

ふ
ま

え
た

 
 

看
護

計
画

の
立

案
・

看
護

記
録

が
で

き
る

 
□

6)
得

ら
れ

た
情

報
の

関
連

を
理

解
し

、
必

要
に

 
 

応
じ

て
観

察
項

目
や

計
画

の
追

加
修

正
が

で
き

る

 
□

7)
現

在
存

在
型

・
予

測
さ

れ
る

問
題

、
共

同
問

題

 
 

を
適

切
に

と
ら

え
、

決
定

根
拠

、
診

断
指

標
、

 
 

関
連

因
子

、
リ

ス
ク

因
子

が
記

載
で

き
る

□
1.

予
測

的
な

状
況

判
断

の
も

と
身

体
的

、
精

神
的

、

 
 

社
会

的
、

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
な

側
面

か
ら

必
要

な
 

 
情

報
収

集
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
の

予
後

や
、

治
療

の
影

響
を

 
 

予
測

し
た

う
え

で
、

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

 
 

人
々

の
希

望
も

ふ
ま

え
全

体
像

を
見

据
え

た
情

報
 

 
収

集
が

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
の

症
状

に
応

じ
て

、
原

因
と

し

 
 

て
あ

ら
ゆ

る
こ

と
を

想
定

し
て

、
意

図
的

に
観

察
 

 
で

き
る

 
□

3)
患

者
の

疾
患

の
予

測
や

、
退

院
後

の
生

活
等

の

 
 

状
況

を
予

測
し

、
必

要
な

情
報

収
集

が
で

き
る

□
2.

意
図

的
に

収
集

し
た

情
報

を
統

合
し

、

 
 

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
原

因
を

予
測

し
正

確
な

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ

 
 

ン
ト

が
で

き
る

 
□

2)
意

図
的

に
収

集
し

た
情

報
を

統
合

し
、

優
先

 
 

度
、

緊
急

度
の

高
い

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
る

こ
と

が
 

 
で

き
る

 
□

3)
幅

広
い

視
野

で
ケ

ア
の

受
け

手
を

と
ら

え
、

 
 

起
こ

り
う

る
課

題
や

問
題

に
対

し
て

、
予

測
的

・
 

 
予

防
的

に
看

護
計

画
の

立
案

が
で

き
る

 
□

4)
ケ

ア
の

受
け

手
の

変
化

に
応

じ
て

優
先

度

 
 

 
、

緊
急

度
を

踏
ま

え
た

看
護

計
画

の
追

加
 

 
 

、
修

正
が

で
き

る

 
□

5)
得

ら
れ

た
情

報
を

関
連

性
を

持
た

せ
て

整
理

し

 
 

 
簡

潔
に

記
録

で
き

る

□
1.

複
雑

な
状

況
を

把
握

し
、

ケ
ア

の
受

け
手

を
取

り

 
 

巻
く

多
様

な
状

況
や

ニ
ー

ズ
の

情
報

収
集

が
 

 
で

き
る

 
□

1)
複

眼
的

な
視

点
か

ら
迅

速
に

ケ
ア

の
受

け
手

の

 
 

状
況

を
と

ら
え

、
ケ

ア
の

受
け

手
を

取
り

巻
く

 
 

多
様

な
状

況
や

ニ
ー

ズ
の

情
報

収
集

が
で

き
る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
を

取
り

巻
く

多
様

な
人

々
が

 
 

持
つ

情
報

の
重

要
性

を
理

解
し

、
各

々
の

価
値

観
 

 
を

す
り

合
わ

せ
、

多
角

的
な

側
面

か
ら

情
報

収
取

 
 

が
で

き
る

□
2.

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
価

値
観

に
応

じ

 
 

た
判

断
が

で
き

る

 
□

1)
複

眼
的

な
視

点
か

ら
迅

速
に

ケ
ア

の
受

け
手

の

 
 

状
況

を
捉

え
て

判
断

し
、

必
要

な
看

護
問

題
を

 
 

明
ら

か
に

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

価
値

観
に

 
 

応
じ

た
判

断
が

で
き

る

 
□

3)
複

眼
的

な
視

点
か

ら
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
況

を

 
 

判
断

し
、

Q
O

Lを
高

め
る

た
め

の
看

護
計

画
の

 
 

立
案

・
看

護
記

録
が

で
き

る

 
□

4)
ケ

ア
の

受
け

手
の

複
雑

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る

 
 

た
め

、
あ

ら
ゆ

る
知

見
（

看
護

及
び

、
看

護
以

外
 

 
の

分
野

）
を

導
引

し
た

創
造

的
な

看
護

計
画

の
 

 
追

加
・

修
正

が
で

き
る

 
□

5)
複

眼
的

な
視

点
か

ら
得

ら
れ

た
情

報
を

整
理

 
 

し
、

的
確

に
簡

潔
に

記
録

で
き

る

令
和

7年
度

 
心

臓
血

管
セ

ン
タ

ー
  ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
 

臨
床

実
践

能
力

 
評

価
表

 
 

定 義

レ
ベ

ル

レ
ベ

ル
毎

の
定

義

看 護 の 核 と な る 実 践 能 力

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
る

力
（

ケ
ア

の
受

け
手

を
捉

え
、

判
断

し
、

そ
の

人
に

適
し

た
方

略
を

選
択

す
る

）

【
行

動
目

標
】

及
び

【
実

践
例

】
情

報
収

集
ア

セ
ス

メ
ン

ト
計

画
立

案

注
）

【
行

動
目

標
】

及
び

【
実

践
例

】
の

欄
は

、
太

字
が

行
動

目
標

、
１

）
、

２
）

…
は

実
践

例
、

実
践

例
か

ら
評

価
す

る

□
1.

助
言

を
受

け
な

が
ら

ケ
ア

の
受

け
手

に
必

要
な

 
 

身
体

的
、

精
神

的
、

社
会

的
、

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
な

 
 

側
面

か
ら

必
要

な
情

報
収

集
が

で
き

る

 
□

1)
受

持
ち

で
あ

る
ケ

ア
の

受
け

手
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

 
 

を
守

り
な

が
ら

必
要

な
情

報
を

助
言

を
受

け
な

が
ら

 
 

収
集

で
き

る

 
□

2)
電

子
カ

ル
テ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

項
目

に
つ

い
て

 
 

情
報

収
集

が
出

来
る

 
□

3)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
状

況
に

 
 

合
わ

せ
て

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
の

観
察

が
出

来
る

 
□

4)
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
況

や
緊

急
度

を
と

ら
え

、

 
 

助
言

を
受

け
な

が
ら

緊
急

度
に

応
じ

た
観

察
を

行
 

 
い

、
必

要
な

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る

 
□

5)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

入
院

時
・

退
院

時
の

 
 

各
書

類
の

項
目

に
つ

い
て

情
報

収
集

が
で

き
る

□
2.

ケ
ア

の
受

け
手

の
状

況
か

ら
緊

急
度

を

 
 

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
助

言
を

受
け

な
が

ら
得

ら
れ

た
情

報
の

 
 

正
常

・
異

常
の

判
断

が
で

き
、

緊
急

性
の

あ
る

異
常

 
 

を
発

見
で

き
る

 
□

2)
助

言
を

受
け

な
が

ら
科

学
的

情
報

や
基

準
に

照
ら

 
 

し
合

わ
せ

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

問
題

を
見

つ
け

る
こ

 
 

と
が

で
き

る

 
□

3)
当

院
の

看
護

過
程

の
捉

え
方

が
理

解
で

き
る

 
□

4)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

標
準

看
護

計
画

を
用

い
て

 
 

立
案

で
き

る

 
□

5)
助

言
を

受
け

な
が

ら
患

者
に

必
要

な
看

護
計

画
を

 
 

立
案

で
き

る

 
□

6)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

看
護

記
録

が
で

き
る

 

□
1.

自
立

し
て

ケ
ア

の
受

け
手

に
必

要
な

身
体

的
、

精
神

 
 

的
、

社
会

的
、

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
な

側
面

か
ら

必
要

 
 

な
情

報
収

集
が

で
き

る

 
□

1)
入

院
時

か
ら

診
療

記
録

上
の

情
報

を
確

認
し

、

 
 

 
電

子
カ

ル
テ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
項

目
に

つ
い

て
 

 
 

自
立

し
て

情
報

収
集

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
態

に
合

わ
せ

て
自

立
し

て

 
 

 
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
観

察
が

で
き

る

 
□

3)
受

持
ち

で
あ

る
ケ

ア
の

受
け

手
に

つ
い

て

 
 

 
必

要
な

情
報

を
自

立
し

て
収

集
で

き
る

□
2.

得
ら

れ
た

情
報

を
も

と
に

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

 
 

全
体

像
と

し
て

の
課

題
を

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
自

立
し

て
ケ

ア
の

受
け

手
と

関
わ

り
、

情
報

収
集

 
 

を
も

と
に

、
顕

在
化

し
て

い
る

身
体

的
、

精
神

的
、

 
 

社
会

的
、

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
な

側
面

か
ら

ケ
ア

の
 

 
受

け
手

の
課

題
を

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

2)
心

身
の

障
害

や
生

活
上

の
規

制
が

看
護

上
の

問
題

 
 

 
と

し
て

明
ら

か
に

で
き

る

 
□

3)
問

題
の

優
先

順
位

を
明

ら
か

に
で

き
る

 
□

4)
個

別
要

素
を

取
り

入
れ

、
自

立
し

て
看

護

 
 

 
計

画
を

立
案

で
き

る

 
□

5)
問

題
の

関
連

因
子

や
診

断
指

標
を

明
ら

か
に

 
 

で
き

る

 
□

6)
具

体
的

に
、

誰
も

が
実

践
で

き
る

表
現

で
立

案

 
 

で
き

る

 
□

7)
適

切
な

目
標

・
評

価
日

を
設

定
し

記
載

で
き

る

57



Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

基
本

的
な

看
護

手
順

に
従

い
必

要
に

応
じ

助
言

を
得

て
看

護
を

実
践

す
る

標
準

的
な

看
護

計
画

に
基

づ
き

自
立

し
て

看
護

を
実

践
す

る
ケ

ア
の

受
け

手
に

合
う

個
別

的
な

看
護

を
実

践
す

る
幅

広
い

視
野

で
予

測
的

判
断

を
も

ち
看

護
を

実
践

す
る

よ
り

複
雑

な
状

況
に

お
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

に
と

っ
て

の
最

適
な

手
段

を
選

択
し

Q
O

Lを
高

め
る

た
め

の
看

護
を

実
践

す
る

【
レ

ベ
ル

毎
 

 
の

目
標

】

助
言

を
得

な
が

ら
、

安
全

な
看

護
を

実
践

す
る

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（

場
）

に
応

じ
た

看
護

を
実

践
す

る
ケ

ア
の

受
け

手
や

状
況

（
場

）
の

特
性

を
ふ

ま
え

た
看

護
を

実
践

す
る

様
々

な
技

術
を

選
択

・
応

用
し

看
護

を
実

践
す

る
最

新
の

知
見

を
取

り
入

れ
た

創
造

的
な

看
護

を
実

践
す

る

参
考

資
料

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ケ

ア
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅰ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ケ

ア
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅱ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ケ

ア
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅲ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ケ

ア
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅳ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
ケ

ア
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅴ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

□
1.

指
導

を
受

け
な

が
ら

看
護

手
順

に
沿

っ
た

ケ
ア

が

 
 

実
施

で
き

る

 
□

1)
助

言
を

受
け

て
患

者
の

状
態

に
合

わ
せ

、
 手

順
を

 
 

も
と

に
ケ

ア
を

実
施

で
き

る

   
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
に

ケ
ア

等
を

実
施

す
る

場
合

は
、

 
 

助
言

を
受

け
な

が
ら

具
体

的
に

説
明

し
、

同
意

を
 

 
得

る
こ

と
が

で
き

る

□
2.

指
導

を
受

け
な

が
ら

ケ
ア

の
受

け
手

に

 
 

基
本

的
援

助
が

で
き

る

 
□

1)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

看
護

基
準

に
沿

っ
て

 
 

日
常

生
活

援
助

が
実

践
で

き
る

 
□

2)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

受
持

ち
で

あ
る

ケ
ア

の

 
 

受
け

手
の

看
護

計
画

に
沿

っ
て

看
護

ケ
ア

が
実

践
 

 
で

き
る

 
□

3)
助

言
を

受
け

な
が

ら
看

護
サ

マ
リ

ー
を

 作
成

 
 

で
き

る

□
3.

看
護

手
順

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

て

 
 

基
本

的
看

護
技

術
を

用
い

て
看

護
援

助
が

で
き

る

 
□

1)
根

拠
や

安
全

面
へ

の
助

言
を

受
け

な
が

ら
基

礎
的

 
 

看
護

技
術

が
基

準
に

沿
っ

て
実

践
で

き
る

 
□

2)
緊

急
時

は
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

指
示

さ
れ

た

 
 

 
行

動
が

で
き

る

 
□

3)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
に

 
 

沿
っ

て
看

護
を

実
践

で
き

る

 
□

4)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

看
護

計
画

に
沿

っ
て

ケ
ア

 
 

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

確
認

で
き

る

 
□

5)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

提
供

し
た

ケ
ア

に
対

す
る

 
 

ケ
ア

の
受

け
手

の
反

応
を

聴
く

こ
と

が
で

き
る

 
□

6)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

得
ら

れ
た

結
果

を
正

確
に

 
 

報
告

で
き

る

 
□

7)
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

得
ら

れ
た

結
果

を
正

確
に

 
 

記
載

で
き

る

 
□

8)
得

ら
れ

た
結

果
に

つ
い

て
疑

問
を

指
導

者
に

 
 

質
問

で
き

る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

の
個

別
性

を
考

慮
し

つ
つ

標
準

的
な

 
 

看
護

計
画

に
基

づ
き

ケ
ア

を
実

践
で

き
る

 
□

1)
看

護
計

画
に

沿
っ

て
ケ

ア
が

自
立

し
て

実
施

 
 

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
の

疾
患

に
基

づ
い

た
生

活
指

導
が

 
 

 
で

き
る

□
2.

ケ
ア

の
受

け
手

に
対

し
て

ケ
ア

を
実

践
す

る
際

に

   
   

必
要

な
情

報
を

得
る

事
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

て
ケ

ア
を

実
践

す

 
 

 
る

際
に

相
手

の
反

応
や

必
要

な
情

報
を

得
 

 
 

る
事

が
で

き
る

 
□

2)
看

護
サ

マ
リ

ー
に

必
要

な
情

報
を

得
て

看

 
 

 
護

の
視

点
で

作
成

で
き

る

□
3.

ケ
ア

の
受

け
手

の
状

況
に

応
じ

た
援

助
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
に

適
し

た
看

護
用

具
を

助
言

を

 
 

 
受

け
て

選
択

で
き

る

 
□

2)
重

症
患

者
や

医
療

依
存

度
の

高
い

ケ
ア

の
受

け
手

 
 

 
に

対
し

て
助

言
を

受
け

な
が

ら
ケ

ア
を

実
践

で
き

る

 
□

3)
緊

急
時

、
指

示
を

理
解

し
て

、
メ

ン
バ

ー
と

し
て

 
 

 
行

動
で

き
る

 
□

4)
緊

急
時

に
は

、
指

示
さ

れ
た

ケ
ア

が
責

任
を

持
ち

 
 

 
実

践
で

き
る

 
□

5)
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

て
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

に

 
 

 
沿

っ
た

看
護

を
自

立
し

て
実

践
で

き
る

 
□

6)
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
態

や
反

応
か

ら
、

ケ
ア

が

 
 

 
適

切
だ

っ
た

の
か

、
否

か
を

明
確

に
で

き
る

。

 
□

7)
ケ

ア
が

不
適

切
だ

っ
た

場
合

に
計

画
を

修
正

で
き

る

 
□

8)
実

施
し

た
看

護
の

結
果

を
評

価
で

き
る

 
□

9)
看

護
目

標
の

達
成

度
が

判
定

で
き

る

 
□

10
)結

果
は

優
先

度
を

考
慮

し
て

報
告

で
き

る

 
□

11
)結

果
が

簡
潔

に
記

載
で

き
、

評
価

で
き

る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

の
個

別
性

に
合

わ
せ

て

 
 

適
切

な
ケ

ア
を

実
践

で
き

る

 
□

1)
看

護
技

術
は

根
拠

に
基

づ
き

正
確

、
か

つ

 
 

 
ケ

ア
の

受
け

手
の

負
担

を
最

小
限

に
実

施
 

 
 

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
の

個
別

性
に

即
し

た
ケ

ア

 
 

 
を

選
択

し
、

実
践

で
き

る

 
□

3)
緊

急
時

に
は

落
ち

着
い

て
対

応
し

、
主

体

 
 

 
的

に
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
に

配
 

 
 

慮
す

る
こ

と
が

で
き

る

□
2.

ケ
ア

の
受

け
手

の
顕

在
的

・
潜

在
的

ニ

 
 

ー
ズ

を
察

知
し

ケ
ア

の
方

法
に

工
夫

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

て
指

導
す

る
場

合

 
 

 
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
生

活
習

慣
や

価
値

観
 

 
 

、
希

望
な

ど
を

考
慮

し
て

指
導

が
で

き
る

 
□

2)
複

数
の

ケ
ア

の
受

け
手

を
受

け
持

つ
中

で

 
 

 
ケ

ア
の

受
け

手
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
 

 
 

、
優

先
順

位
を

正
し

く
判

断
し

ケ
ア

を
実

 
 

 
践

で
き

る

 
□

3)
要

点
を

捉
え

た
看

護
サ

マ
リ

ー
が

作
成

で

 
 

 
き

る

□
3.

ケ
ア

の
受

け
手

の
個

別
性

を
と

ら
え

、

 
 

看
護

実
践

に
反

映
が

で
き

る

 
□

1)
提

供
し

た
看

護
技

術
の

適
否

を
評

価
で

き

 
 

 
ケ

ア
の

方
法

を
工

夫
で

き
る

。

 
□

2)
よ

り
よ

い
看

護
ケ

ア
の

方
法

を
看

護
計

画

 
 

 
に

追
加

・
修

正
が

で
き

る

 
□

3)
評

価
の

記
録

に
は

看
護

が
ど

の
よ

う
に

効

 
 

 
果

を
上

げ
、

目
標

達
成

で
き

た
か

を
記

載
 

 
 

が
で

き
る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

の
顕

在
的

・
潜

在
的

な

 
 

ニ
ー

ズ
に

こ
た

え
る

た
め

、
幅

広
い

選
 

 
択

肢
の

中
か

ら
適

切
な

ケ
ア

を
実

践
で

 
 

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

て
、

疾
患

の
予

後

 
 

 
と

治
療

に
よ

る
影

響
と

ケ
ア

の
受

け
手

の
 

 
 

生
活

を
考

慮
し

、
幅

広
い

選
択

肢
の

中
か

 
 

 
ら

適
切

な
ケ

ア
を

提
案

・
実

践
で

き
る

 
□

2)
看

護
チ

ー
ム

や
多

職
種

で
検

討
さ

れ
た

看

 
 

 
護

に
つ

い
て

評
価

で
き

る

□
2.

幅
広

い
視

野
で

ケ
ア

の
受

け
手

を
と

ら

 
 

え
、

起
こ

り
う

る
課

題
や

問
題

に
対

し
 

 
て

予
測

的
お

よ
び

予
防

的
に

看
護

実
践

 
 

が
で

き
る

 
□

1)
緊

急
時

、
起

こ
っ

た
事

態
の

状
況

が
判

断

 
 

 
で

き
、

今
後

を
予

測
し

た
行

動
が

で
き

る

 
□

2)
緊

急
時

に
は

、
原

因
や

今
後

の
展

開
を

予

 
 

 
測

し
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
 

 
 

人
々

へ
の

対
応

と
今

後
へ

の
準

備
が

で
き

 
 

 
る

 
□

3)
緊

急
時

、
必

要
に

応
じ

て
多

職
種

に
行

動

 
 

 
の

指
示

が
で

き
る

 
□

4)
看

護
チ

ー
ム

や
多

職
種

か
ら

得
ら

れ
た

情

 
 

 
報

を
も

と
に

、
起

こ
り

う
る

課
題

や
問

題
 

 
 

を
ス

タ
ッ

フ
に

説
明

で
き

る
。

 
□

5)
複

眼
的

な
視

点
で

情
報

収
集

し
、

要
点

を

 
 

 
捉

え
て

看
護

サ
マ

リ
ー

を
作

成
で

き
る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

の
複

雑
な

ニ
ー

ズ
に

対

 
 

応
す

る
た

め
あ

ら
ゆ

る
知

見
（

看
護

お
 

 
よ

び
看

護
以

外
の

分
野

）
を

動
員

し
、

 
 

ケ
ア

を
実

践
・

評
価

・
追

及
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
の

複
雑

な
ニ

ー
ズ

に
対

応

 
 

 
す

る
た

め
、

あ
ら

ゆ
る

知
見

を
用

い
ケ

ア
 

 
 

の
受

け
手

の
尊

厳
を

尊
重

し
、

患
者

の
Q

O
L

 
 

 
や

生
活

の
可

能
性

を
広

げ
る

ケ
ア

を
考

え
 

 
 

実
践

で
き

る

 
□

2)
看

護
チ

ー
ム

や
多

職
種

で
行

な
わ

れ
た

看

 
 

 
護

の
妥

当
性

と
効

果
に

つ
い

て
、

量
的

・
 

 
 

質
的

に
評

価
し

自
他

共
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

 
 

 
ク

で
き

る

 
□

3)
看

護
の

結
果

・
評

価
か

ら
、

次
の

看
護

へ

 
 

 
の

示
唆

を
見

出
す

こ
と

が
で

き
る

□
2.

複
雑

な
問

題
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

最

 
 

適
な

看
護

を
選

択
で

き
る

 
□

1)
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

に
優

れ
、

ケ

 
 

 
ア

の
受

け
手

に
最

適
な

対
応

が
で

き
る

 
□

2)
緊

急
時

、
起

こ
っ

た
事

態
の

状
況

判
断

を

 
 

 
短

時
間

で
行

い
、

今
後

を
予

測
し

た
行

動
 

 
 

が
で

き
る

 
□

3)
緊

急
時

に
、

慌
て

ず
迅

速
・

的
確

に
看

護

 
 

 
チ

ー
ム

や
多

職
種

に
具

体
的

に
行

動
を

指
 

 
 

示
し

協
力

を
仰

ぐ
こ

と
が

で
き

る

 
□

4)
緊

急
時

に
、

複
雑

な
病

態
の

ケ
ア

の
受

け

 
 

 
手

に
お

い
て

も
、

原
因

や
今

後
の

展
開

を
 

 
 

予
測

し
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

 
 

 
の

人
々

の
対

応
と

、
今

後
へ

の
準

備
が

で
 

 
 

き
る

看 護 の 核 と な る 実 践 能 力

ケ
ア

す
る

力
（

ケ
ア

の
実

施
・

評
価

を
行

う
：

PD
C

Aサ
イ

ク
ル

や
看

護
過

程
の

展
開

）

【
行

動
目

標
】

及
び

【
実

践
例

】
実

践
、

評
価

定 義

レ
ベ

ル

レ
ベ

ル
毎

の
定

義

58



Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

基
本

的
な

看
護

手
順

に
従

い
必

要
に

応
じ

助
言

を
得

て
看

護
を

実
践

す
る

標
準

的
な

看
護

計
画

に
基

づ
き

自
立

し
て

看
護

を
実

践
す

る
ケ

ア
の

受
け

手
に

合
う

個
別

的
な

看
護

を
実

践
す

る
幅

広
い

視
野

で
予

測
的

判
断

を
も

ち
看

護
を

実
践

す
る

よ
り

複
雑

な
状

況
に

お
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

に
と

っ
て

の
最

適
な

手
段

を
選

択
し

Q
O

Lを
高

め
る

た
め

の
看

護
を

実
践

す
る

【
レ

ベ
ル

毎
 

 
の

目
標

】

関
係

者
と

情
報

共
有

が
で

き
る

看
護

の
展

開
に

必
要

な
関

係
者

を
特

定
し

、
情

報
交

換
が

で
き

る
ケ

ア
の

受
け

手
や

そ
の

関
係

者
、

多
職

種
と

連
携

が
で

き
る

ケ
ア

の
受

け
手

を
取

り
巻

く
多

職
種

の
チ

カ
ラ

を
調

整
し

連
携

で
き

る
ケ

ア
の

受
け

手
の

複
雑

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
、

多
職

種
の

チ
カ

ラ
を

引
き

出
し

連
携

に
活

か
す

参
考

資
料

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
協

働
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅰ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
協

働
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅱ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
協

働
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅲ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
協

働
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅳ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
協

働
す

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅴ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

□
1.

助
言

を
受

け
な

が
ら

ケ
ア

の
受

け
手

を

 
 

看
護

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

情
報

が
 

 
何

か
を

考
え

、
そ

の
情

報
を

関
係

者
と

 
 

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
多

職
種

連
携

（
医

師
、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

 
 

検
査

技
師

、
放

射
線

技
師

、
栄

養
士

、
作

業
療

法
 

 
士

・
理

学
療

法
士

、
M

E、
M

SW
な

ど
の

職
種

と
 

 
の

連
携

、
N

ST
、

褥
瘡

対
策

チ
ー

ム
、

感
染

対
策

 
 

チ
ー

ム
な

ど
の

医
療

チ
ー

ム
）

の
役

割
を

理
解

 
 

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

思
い

や

 
 

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
出

来
る

□
2.

助
言

を
受

け
な

が
ら

チ
ー

ム
の

一
員

と

 
 

し
て

の
役

割
を

理
解

で
き

る

 
□

1)
看

護
チ

ー
ム

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
理

解

 
 

し
、

受
け

手
へ

の
日

々
の

ケ
ア

を
他

の
看

 
 

護
師

と
協

働
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

る

 
□

2)
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

 
 

に
参

加
し

、
自

ら
の

も
つ

情
報

を
発

言
で

き
る

□
3.

助
言

を
受

け
な

が
ら

ケ
ア

に
必

要
と

判
断

し
た

 
 

情
報

を
関

係
者

か
ら

収
集

す
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
に

必
要

と
判

断
し

た
情

報
を

関
係

者

 
 

か
ら

収
集

す
る

こ
と

が
で

き
る

□
4.

ケ
ア

の
受

け
手

を
取

り
巻

く
関

係
者

の

 
 

多
様

な
価

値
観

を
理

解
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
を

取
り

巻
く

関
係

者
の

多
様

な

 
 

価
値

観
を

理
解

で
き

る

□
5.

連
絡

・
報

告
・

相
談

が
で

き
る

 
□

1)
常

に
自

ら
の

持
つ

ケ
ア

の
受

け
て

に
関

す
る

 
 

情
報

を
他

の
看

護
師

に
報

告
・

連
絡

で
き

る
 

□
2)

ケ
ア

の
受

け
手

の
状

態
な

ど
の

情
報

を
他

の
 

 
看

護
師

に
報

告
し

、
判

断
で

き
な

い
こ

と
や

 
 

経
験

の
な

い
ケ

ア
や

処
置

に
対

し
て

相
談

で
き

る

レ
ベ

ル

レ
ベ

ル
毎

の
定

義

看 護 の 核 と な る 実 践 能 力

協
働

す
る

力
（

ケ
ア

の
受

け
手

を
中

心
に

情
報

や
デ

ー
タ

を
多

職
種

間
で

共
有

し
、

ケ
ア

の
方

向
性

を
検

討
、

連
携

す
る

）

定 義

【
行

動
目

標
】

及
び

【
実

践
例

】

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

を
取

り
巻

く
関

係
者

の

 
 

立
場

や
役

割
の

違
い

を
理

解
し

た
う

え
 

 
で

、
そ

れ
ぞ

れ
と

、
積

極
的

に
情

報
交

 
 

換
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
の

病
状

、
検

査
結

果
、

治
療

 
 

方
針

な
ど

を
担

当
医

に
確

認
が

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

思
い

や

 
 

病
状

に
つ

い
て

多
職

種
へ

情
報

提
供

で
き

る

□
2.

関
係

者
と

密
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

 
 

を
取

る
こ

と
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
に

関
わ

る
関

係
者

に
情

報

 
 

共
有

し
看

護
の

方
針

を
確

認
で

き
る

 
□

2)
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
参

加
し

積
極

的
に

発
言

 
 

で
き

る

□
3.

看
護

の
展

開
に

必
要

な
関

係
者

を
特

定
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
の

看
護

に
必

要
な

関
係

者

 
 

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
る

□
4.

看
護

の
方

向
性

や
関

係
者

の
状

況
を

把

 
 

握
し

、
情

報
交

換
で

き
る

 
□

1)
看

護
の

方
向

性
や

適
切

な
看

護
ケ

ア
を

導
く

 
 

た
め

に
必

要
な

関
係

者
と

情
報

交
換

が
出

来
る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

の
個

別
的

な
ニ

ー
ズ

に

 
 

対
応

す
る

た
め

に
、

そ
の

関
係

者
と

協
 

 
力

し
合

い
な

が
ら

多
職

種
連

携
を

進
め

 
 

て
い

く
こ

と
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
の

個
別

的
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

 
 

す
る

た
め

、
関

係
者

と
協

力
し

多
職

種
連

携
を

 
 

す
す

め
る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
の

現
在

あ
る

状
況

を
捉

え
、

 
 

必
要

な
職

種
が

わ
か

り
協

力
を

求
め

る
こ

と
 

 
が

で
き

る

□
2.

ケ
ア

の
受

け
手

と
ケ

ア
に

つ
い

て
意

見

 
 

交
換

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
に

提
供

す
る

看
護

（
看

護

 
 

計
画

）
を

説
明

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
に

意
見

を
聴

く
こ

と
が

 
 

で
き

る

□
3.

積
極

的
に

多
職

種
に

働
き

か
け

、
協

力

 
 

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

問
題

を

 
 

多
職

種
と

情
報

交
換

で
き

る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

問
題

解

 
 

決
の

た
め

に
必

要
な

職
種

に
協

力
を

求
め

る
 

 
こ

と
が

で
き

る

 
□

3)
必

要
な

タ
イ

ミ
ン

グ
を

見
極

め
て

、
他

職

 
 

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
を

提
案

す
る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

が
お

か
れ

て
い

る
状

況

 
 

（
場

）
を

広
く

捉
え

、
結

果
を

予
測

し
 

 
な

が
ら

多
職

種
連

携
の

必
要

性
を

見
極

 
 

め
、

主
体

的
に

多
職

種
と

協
力

し
合

う
 

 
こ

と
が

で
き

る

 
□

1)
今

後
の

状
態

を
予

測
し

必
要

な
多

職
種

を

 
 

見
極

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

 
□

2)
多

職
種

と
積

極
的

に
意

見
交

換
を

行
い

、

 
 

患
者

の
問

題
解

決
に

取
り

組
め

る

□
2.

多
職

種
間

の
連

携
が

機
能

す
る

よ
う

に

 
 

調
整

で
き

る

 
□

1)
多

職
種

連
携

に
お

い
て

は
、

各
職

種
が

 
 

役
割

を
効

果
的

に
発

揮
で

き
る

よ
う

役
割

を
 

 
明

確
に

し
、

ケ
ア

の
受

け
手

へ
の

か
か

わ
り

 
 

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

る

 
□

2)
院

外
の

医
療

機
関

の
調

整
や

社
会

資
源

の

 
 

活
用

な
ど

が
必

要
な

場
合

、
主

体
的

に
関

係
 

 
者

の
協

力
を

得
な

が
ら

多
職

種
間

の
連

携
が

 
 

行
え

る

□
3.

多
職

種
の

活
力

を
維

持
・

向
上

さ
せ

る

 
 

関
わ

り
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
に

対
し

、

 
 

起
こ

り
う

る
課

題
を

予
測

し
て

、
認

定
看

護
 

 
師

な
ど

の
専

門
家

の
関

わ
り

を
提

案
し

調
整

 
 

で
き

る

 
□

2)
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
お

い
て

は
連

携
が

 
 

促
進

さ
れ

る
よ

う
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
ト

す
る

 
 

こ
と

が
で

き
る

□
1.

複
雑

な
状

況
（

場
）

の
中

で
見

え
に

く

 
 

く
な

っ
て

い
る

ケ
ア

の
受

け
手

の
ニ

ー
 

 
ズ

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

に
、

自
律

 
 

的
な

判
断

の
も

と
関

係
者

に
積

極
的

に
 

 
働

き
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
複

雑
な

背
景

を
も

つ
ケ

ア
の

受
け

手
の

 
 

ニ
ー

ズ
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
に

、
各

 
 

職
種

が
役

割
を

効
果

的
に

発
揮

で
き

る
よ

 
 

う
中

心
的

に
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

2)
看

護
チ

ー
ム

内
で

そ
れ

ぞ
れ

の
看

護
師

が

 
 

自
己

の
役

割
を

効
果

的
に

発
揮

で
き

る
よ

う
 

 
調

整
で

き
る

□
2.

多
職

種
連

携
が

十
分

に
機

能
す

る
よ

う

 
 

そ
の

調
整

的
役

割
を

担
う

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
多

職
種

と
の

連
携

に
お

い
て

病
院

内
だ

け
で

 
 

な
く

、
病

院
外

の
複

雑
な

調
整

が
で

き
る

□
3.

関
係

者
、

多
職

種
間

の
中

心
的

役
割

を

 
 

担
う

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
複

雑
な

背
景

を
も

つ
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

、

 
 

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
お

い
て

中
心

と
 

 
な

っ
て

各
職

種
の

意
見

を
尊

重
し

な
が

ら
 

 
問

題
解

決
へ

導
く

こ
と

が
で

き
る

 
□

2)
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

開
催

計
画

 
 

を
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

□
4.

目
標

に
向

か
っ

て
多

職
種

の
活

力
を

 
 

引
き

出
す

こ
と

が
で

き
る

□
1)

自
施

設
に

不
足

し
て

い
る

機
能

に
気

づ
き

、

 
補

完
す

る
た

め
に

社
会

的
資

源
を

活
用

で
き

る
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Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

基
本

的
な

看
護

手
順

に
従

い
必

要
に

応
じ

助
言

を
得

て
看

護
を

実
践

す
る

標
準

的
な

看
護

計
画

に
基

づ
き

自
立

し
て

看
護

を
実

践
す

る
ケ

ア
の

受
け

手
に

合
う

個
別

的
な

看
護

を
実

践
す

る
幅

広
い

視
野

で
予

測
的

判
断

を
も

ち
看

護
を

実
践

す
る

よ
り

複
雑

な
状

況
に

お
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

に
と

っ
て

の
最

適
な

手
段

を
選

択
し

Q
O

Lを
高

め
る

た
め

の
看

護
を

実
践

す
る

【
レ

ベ
ル

毎
 

 
の

目
標

】

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

向
を

知
る

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

向
を

看
護

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

に
意

思
決

定
に

必
要

な
情

報
提

供
や

場
の

設
定

が
で

き
る

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

思
決

定
に

伴
う

ゆ
ら

ぎ
を

共
有

で
き

、
選

択
を

尊
重

で
き

る
複

雑
な

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

、
多

職
種

も
含

め
た

調
整

的
役

割
を

担
う

こ
と

が
で

き
る

参
考

資
料

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
意

思
決

定
を

支
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅰ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
意

思
決

定
を

支
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅱ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
意

思
決

定
を

支
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅲ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
意

思
決

定
を

支
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅳ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

JN
Aラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
到

達
の

た
め

の
学

習
内

容
意

思
決

定
を

支
え

る
力

・
レ

ベ
ル

Ⅴ
の

実
践

（
O

JT
）

、
知

識
の

例
参

照

定 義

レ
ベ

ル

レ
ベ

ル
毎

の
定

義

【
行

動
目

標
】

及
び

【
実

践
例

】

看 護 の 核 と な る 実 践 能 力

意
思

決
定

を
支

え
る

力
（

治
療

や
最

期
の

迎
え

方
な

ど
、

ケ
ア

の
受

け
手

が
立

ち
会

う
場

面
に

お
い

て
、

そ
の

人
ら

し
い

選
択

が
で

き
る

た
め

の
意

思
決

定
を

支
え

る
）

□
1.

助
言

を
受

け
な

が
ら

ケ
ア

の
受

け
手

や

 
 

周
囲

の
人

々
の

思
い

や
考

え
、

希
望

を
 

 
知

る
こ

と
が

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

思
い

や

 
 

考
え

に
沿

っ
て

看
護

す
る

こ
と

を
理

解
で

き
 

 
て

い
る

 
□

2)
助

言
を

受
け

な
が

ら
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

 
 

の
人

々
の

思
い

や
考

え
、

希
望

を
多

職
種

ま
た

 
 

は
リ

ー
ダ

ー
看

護
師

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

3)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

話
を

受
容

 
 

的
、

共
感

的
態

度
で

聴
く

こ
と

が
出

来
た

か
 

 
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
思

い

 
 

や
考

え
希

望
を

意
図

的
に

確
認

す
る

こ
 

 
と

が
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

希
望

を

 
 

意
図

的
に

確
認

し
、

そ
の

希
望

し
た

こ
と

の
 

 
背

景
や

理
由

、
価

値
観

に
つ

い
て

聴
く

こ
と

 
 

が
で

き
る

□
2.

確
認

し
た

思
い

や
考

え
、

希
望

を
ケ

ア

 
 

に
関

連
づ

け
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

入
院

か
ら

 
 

退
院

へ
向

け
て

の
思

い
や

考
え

、
希

望
を

踏
ま

え
、

 
 

看
護

計
画

が
立

案
で

き
る

 
□

2)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
を

対
象

と
し

 
 

た
指

導
計

画
を

実
践

で
き

る

 
□

3)
説

明
に

対
す

る
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々

 
 

の
認

識
と

医
療

者
と

の
認

識
の

ズ
レ

に
気

づ
き

 
 

追
加

説
明

な
ど

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

□
1.

適
切

な
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
、

ケ

 
 

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

意
思

決
 

 
定

プ
ロ

セ
ス

を
支

援
で

き
る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
が

自
ら

決
定

 
 

し
た

り
考

え
た

り
で

き
る

よ
う

に
積

極
的

に
 

 
踏

み
込

ん
で

関
わ

る
中

で
多

職
種

チ
ー

ム
を

 
 

動
か

し
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

を
支

援
で

き
る

 
□

2)
複

雑
な

意
思

決
定

場
面

に
お

い
て

、
ケ

ア

 
 

の
受

け
手

の
尊

厳
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

の
 

 
た

め
に

、
適

切
な

資
源

を
活

用
し

、
調

整
 

 
で

き
る

□
2.

法
的

お
よ

び
文

化
的

配
慮

な
ど

多
方

面

 
 

か
ら

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

を
 

 
擁

護
し

た
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
を

支
援

 
 

で
き

る

 
□

1)
法

的
、

文
化

的
配

慮
な

ど
多

方
面

か
ら

ケ
ア

 
 

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
権

利
や

尊
厳

を
 

 
擁

護
し

た
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
を

支
援

で
き

る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

思

 
 

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
看

護
職

の
立

場
で

参
 

 
加

し
、

適
切

な
看

護
ケ

ア
を

実
践

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

意
思

決
定

 
 

に
関

わ
る

ゆ
ら

ぎ
（

気
持

ち
が

揺
れ

動
き

、
 

 
判

断
が

変
わ

る
こ

と
）

に
継

続
的

に
 

 
寄

り
添

い
支

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
□

2)
複

雑
な

意
思

決
定

場
面

に
お

い
て

、
ケ

ア

 
 

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

を
尊

重
し

継
続

的
に

 
 

寄
り

添
い

支
え

る
こ

と
が

で
き

る

 
□

3)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
、

医
療

 
 

ス
タ

ッ
フ

の
意

向
が

異
な

る
場

合
に

お
い

て
、

 
 

異
な

る
原

因
を

と
ら

え
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
 

 
開

催
し

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

□
1.

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

思

 
 

決
定

に
必

要
な

情
報

を
提

供
で

き
る

 
□

1)
意

思
決

定
に

必
要

な
情

報
を

整
理

し
、

 
 

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

に
情

報
を

 
 

提
供

で
き

る

□
2.

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

向

 
 

の
違

い
が

理
解

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
が

重
要

で

 
 

あ
る

と
考

え
て

い
る

事
柄

に
つ

い
て

の
価

値
 

 
観

・
意

向
を

引
き

出
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

気
持

ち
 

 
を

聴
き

看
護

に
反

映
す

る
こ

と
が

で
き

る

□
3.

ケ
ア

の
受

け
手

や
周

囲
の

人
々

の
意

向

 
 

の
違

い
を

多
職

種
に

代
弁

で
き

る

 
□

1)
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
と

の
意

向

 
 

が
異

な
る

場
合

も
両

者
の

思
い

を
理

解
し

、
 

 
状

況
や

思
い

を
多

職
種

に
代

弁
す

る
こ

と
 

 
が

で
き

る
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令
和

4年
3月

作
成

氏
名

：
評

価
日

：
他

者
評

価
者

：
評

価
日

：
看

護
師

長
氏

名
：

評
価

日
：

ニ
ー

ズ
を

捉
え

る
力

ケ
ア

す
る

力
協

働
す

る
力

意
思

決
定

を
支

え
る

力

看
護

師
長

コ
メ

ン
ト

令
和

7年
度

 
心

臓
血

管
セ

ン
タ

ー
  ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
 臨

床
実

践
能

力
 

評
価

表

本
人

コ
メ

ン
ト

副
看

護
師

長
コ

メ
ン

ト

他
者

評
価

レ
ベ

ル

看
護

師
長

評
価

レ
ベ

ル

最
終

決
定

レ
ベ

ル

項
目

コ
メ

ン
ト

欄

自
己

評
価

レ
ベ

ル
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レ
ベ
ル
毎
の
捉
え
方
・
考
え
方
や
影
響
を
与
え
る
範
囲
に
つ
い
て

Ⅴ
レ
ベ
ル

Ⅳ
レ
ベ
ル

Ⅲ
レ
ベ
ル

Ⅱ
レ
ベ
ル

Ⅰ
レ
ベ
ル

ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル

複
雑
な
状
況
を
把
握
し
、
ケ
ア
の
受
け
手
に
と
っ
て
最
適
な

手
段
を
選
択
し
、
Q
O
Lを
高
め
る
看
護
を
提
供
す
る

創
造
的
看
護
を
実
践
し
問
題
解
決
す
る

（
創
造
的
と
は
、
新
し
い
も
の
を
初
め
て
つ
く
り
出
す
こ
と
。

創
造
的
思
考
と
は
、
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
で

斬
新
な
発
想
で
問
題
解
決
す
る
思
考
）

統
合
し
て
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、
様
々
な
技
術

を
選
択
・
応
用
し
看
護
を
実
践
す
る

予
測
的
判
断
を
持
っ
た
看
護
実
践
を
実
施
す

る

ケ
ア
の
受
け
手
の
特
性
を
ふ
ま
え
て
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

個
別
的
な
看
護
を
実
践
す
る

標
準
的
な
看
護
計
画
に
基
づ
き
自
立
し
た
看
護
を

実
践
す
る

ケ
ア
の
受
け
手
や
周
囲
の
人
々
の
意
向
を
踏
ま
え
、

看
護
実
践
に
活
か
す

助
言
を
得
な
が
ら
、
基
準
を
遵
守
し
、
安
全
な
看
護
を

実
践
す
る

＊
レ
ベ
ル
毎
の
捉
え
方
、
考
え
方

多
職
種
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
、
中
心
的
役
割
を

担
う

多
職
種
連
携
（
多
職
種
連
携
の
維
持

向
上
さ
せ
る
関
わ
り
）

多
職
種
連
携
（
意
見
交
換
、
協
力
を
求
め
る

進
言
す
る
）

多
職
種
連
携
（
多
職
種
に
情
報
を
提
供
す
る

質
問
す
る
）

看
護
チ
ー
ム
・
関
係
者
【
家
族
や
知
人
等
の
日
常
生
活
に

関
わ
る
人
達
ま
で
】

（
連
絡
・
報
告
・
相
談
す
る
。
情
報
収
集
す
る
。
）

＊
影
響
を
与
え
る
範
囲

レ
ベ
ル
認
定
後
に
担
う
役
割
と
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
要
件
（
参
考
）

Ⅴ
レ
ベ
ル

Ⅳ
レ
ベ
ル

Ⅲ
レ
ベ
ル

Ⅱ
レ
ベ
ル

Ⅰ
レ
ベ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

プ
リ
セ
プ
タ
ー
(実
地
指
導
者
)

基
本
的
看
護
の
自
立
を
目
指
す
者

新
規
入
職
者

自
立
に
向
け
た
支
援
を
必
要
と
す
る
者

（
既
卒
看
護
師
は
、
新
人
研
修
は
全
て
参
加
す
る
が

ラ
ダ
ー
は
経
験
に
合
わ
せ
て
評
価
す
る
）

レ
ベ
ル
認
定
後
に
役
割
を
担
う

担
う
役
割

対
象

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

看
護
過
程
の
展
開
（
シ
リ
ー
ズ
）

指
導
に
関
す
る
研
修

（
コ
ー
チ
ン
グ
、
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
）

プ
リ
セ
プ
タ
ー
研
修

急
変
時
の
対
応

事
例
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
急
性
呼
吸
不
全
）

人
工
呼
吸
器
装
着
中
の
看
護
（
基
礎
編
）

＊
実
践
は
O
JT
研
修

事
例
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
胸
痛
患
者
）

心
電
図
不
整
脈

入
職
時
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

新
人
研
修
（
年
間
）

急
変
時
の
対
応

人
工
呼
吸
器
装
着
中
の
看
護
（
基
礎
編
）

事
例
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
胸
痛
患
者
）

心
電
図
不
整
脈

年
間
教
育
計
画
内

ク
リ
ニ
カ
ル

ラ
ダ
ー
レ
ベ

ル
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
の

研
修

レ ベ ル を ク リ ア す る た め の 要 件

看
護
倫
理
研
修
Ⅱ
（
倫
理
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
運
用
）

看
護
倫
理
（
基
礎
：
入
職
時
）

看
護
倫
理
研
修
Ⅰ
（
倫
理
的
視
点
を
養
う
）

看
護
倫
理

退
院
調
整
の
基
礎
知
識

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
で
学
ぶ
）

退
院
調
整
と
退
院
支
援

集
合
研
修
実
施
後
の
病
棟
研
修
は
各
部
署
で
計
画
的
に
行
う

急
変
時
対
応
の
病
棟
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

新
人
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

O
JT
研
修

（
他
部
署
研
修
で
実
際
を
経
験
す
る

こ
と
も
含
む
）

eラ
ー
ニ
ン
グ

循
環
器
や
呼
吸
器
に
関
連
し
た
基
本
的
知
識
技
術
の
研
修
や

セ
ミ
ナ
ー

学
会
や
院
外
研
修
な
ど

研
修
受
講
状
況

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
Ⅴ
の
行
動
目
標
達
成

（
面
接
）

事
例
研
究
や
看
護
研
究
発
表
（
院
内
外
）

研
修
受
講
状
況

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
Ⅳ
の
行
動
目
標
達
成

（
面
接
）

事
例
研
究
や
看
護
研
究
発
表
（
院
内
外
）

研
修
受
講
状
況

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
Ⅲ
の
行
動
目
標
達
成
（
面
接
）

事
例
研
究
や
看
護
研
究
発
表
（
院
内
外
）

研
修
受
講
状
況

新
人
看
護
職
員
到
達
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

2年
目
看
護
師
個
室
夜
勤
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
Ⅱ
の
行
動
目
標
達
成
（
面
接
）

看
護
の
振
り
返
り
（
事
例
発
表
）

研
修
受
講
状
況

新
人
看
護
職
員
到
達
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
Ⅰ
の
行
動
目
標
達
成
（
面
接
）

評
価
方
法

Ⅴ
レ
ベ
ル

Ⅰ
レ
ベ
ル

Ⅱ
レ
ベ
ル

Ⅲ
レ
ベ
ル

Ⅳ
レ
ベ
ル

社
会
人
基
礎
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
チ
ン
グ
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

プ
リ
セ
プ
タ
ー

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際

リ
ー
ダ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

看
護
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
生
指
導
・
教
育
担
当
者
・
看
護
師
長
補
佐
的
役
割

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修

看
護
の
専
門
性
の
探
求

ス
ト
レ
ス
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

看
護
の
専
門
性
の
探
求

ス
ト
レ
ス
サ
ポ
ー
ト

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
心
リ
ハ
）

人
工
呼
吸
器
管
理
の
実
際
（
IC
U
）

中
堅
看
護
師
向
け
急
変
時
対
応
の
研
修
会
の
企
画
（
部
署
ご
と
に
実
施
）

自
部
署
の
教
育
的
課
題
達
成
の
た
め
に
、
現
場
で
行
え
る
研
修
を
計
画
す
る

個
々
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
各
自
が
支
援
を
受
け
な
が
ら
他
部
署
研
修
や
自
部
署
で
の

経
験
研
修
を
計
画
し
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

AC
Pを
含
む
意
思
決
定
支
援
と
退
院
支
援
・
退
院
調
整
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
参
加
、
退
院
調
整
の
実
際
を
経
験
（
O
JT
）

病
院
経
営

循
環
器
看
護
に
関
す
る
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
・
群
馬
県
看
護
協
会

各
種
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
・
医
療
安
全
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修
会
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
基

本
的

な
看

護
手

順
に

従
い

必
要

に
応

じ
助

言
を

得
て

看
護

を
実

践
す

る
レ

ベ
ル

Ⅰ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

身
体

面
（
疾

患
や

障
が

い
）

①
 ケ

ア
の

受
け

手
の

身
体

面
（
疾

患
や

障
が

い
）
に

関
す

る
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
以

下
を

実
施

す
る 　

ケ
ア

の
受

け
手

の
年

齢
や

状
況

に
応

じ
、

反
応

を
み

な
が

ら
訴

え
・
症

状
を

確
認

す
る

　
助

言
を

得
な

が
ら

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

し
、

リ
ー

ダ
ー

や
医

師
へ

報
告

を
す

る
　

記
録

や
報

告
・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

か
ら

既
往

歴
、

服
薬

内
容

・
医

療
的

処
置

・
疾

患
や

障
が

い
の

状
況

の
整

理
を

す
る

　
・
助

言
を

得
な

が
ら

、
入

院
時

、
退

院
時

の
各

書
類

の
入

力
項

目
に

つ
い

て
、

情
報

収
集

を
行

う
②

 身
体

面
に

つ
い

て
、

観
察

や
デ

ー
タ

に
基

づ
き

正
常

・
異

常
の

判
断

を
す

る
　

・
助

言
を

得
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
態

に
合

わ
せ

て
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
観

察
を

す
る

③
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
態

か
ら

緊
急

度
を

と
ら

え
、

支
援

・
援

助
を

受
け

な
が

ら
状

態
に

応
じ

た
観

察
を

し
、

必
要

な
情

報
を

得
る

①
 呼

吸
器

系
・
循

環
器

系
、

消
化

器
系

、
中

枢
神

経
系

の
解

剖
生

理
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
技

術
②

 新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

【
症

状
・
生

体
機

能
管

理
技

術
】

　
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
観

察
と

解
釈

　
身

体
計

測
　

静
脈

血
採

血
と

検
体

の
取

扱
　

採
尿

・
尿

検
査

の
方

法
と

検
体

の
取

扱
　

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
・
1
2
誘

導
心

電
図

の
装

着
・
管

理
　

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

の
測

定
③

 身
体

機
能

の
評

価
④

 意
識

レ
ベ

ル
の

評
価

・
脳

神
経

失
調

症
状

⑤
重

症
度

、
医

療
・
看

護
必

要
度

⑥
急

変
時

評
価

（
迅

速
評

価
、

一
次

評
価

、
二

次
評

価
）

身
体

面
(生

活
)

①
 身

体
面

（
生

活
）
に

関
す

る
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
、

以
下

を
実

施
す

る
　

ケ
ア

の
受

け
手

の
行

動
や

言
動

、
表

情
か

ら
、

安
全

・
安

楽
・
安

寧
の

状
況

に
つ

い
て

助
言

を
得

な
が

ら
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

生
活

に
関

す
る

基
本

的
な

ニ
ー

ズ
に

関
す

る
情

報
を

、
本

人
や

他
者

か
ら

得
る

　
記

録
や

報
告

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

か
ら

、
基

礎
情

報
を

得
る

②
 助

言
を

得
な

が
ら

、
疾

患
や

障
が

い
に

よ
る

日
常

生
活

上
の

留
意

点
を

挙
げ

る
③

 ケ
ア

の
受

け
手

を
生

活
者

と
し

て
と

ら
え

る
視

点
に

気
付

く

①
 日

常
生

活
自

立
度

　
・
転

倒
・
転

落
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

　
・
D

P
C

②
 以

下
の

日
常

生
活

行
動

に
関

す
る

基
本

的
な

ニ
ー

ズ
　

環
境

食
事

　
排

泄
　

活
動

・
休

息
　

清
潔

・
衣

生
活

援
助

　
呼

吸
・
循

環
　

苦
痛

・
安

楽
③

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

能
の

把
握

④
心

不
全

指
導

介
入

用
情

報
収

集
シ

ー
ト

精
神

面
①

 精
神

面
に

関
す

る
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
、

以
下

を
実

施
す

る
　

言
動

か
ら

認
知

機
能

を
評

価
す

る
　

言
動

や
表

情
か

ら
、

基
本

的
な

ニ
ー

ズ
に

関
す

る
情

報
を

得
る

　
記

録
や

報
告

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

か
ら

、
情

報
を

得
る

②
 ケ

ア
の

受
け

手
の

精
神

面
に

関
す

る
情

報
を

、
助

言
を

得
な

が
ら

整
理

す
る

③
 ケ

ア
の

受
け

手
自

身
の

現
状

に
対

す
る

認
識

を
把

握
す

る

①
 認

知
機

能
の

評
価

　
・
認

知
症

ケ
ア

加
算

に
関

わ
る

チ
ェ

ッ
ク

表
②

 精
神

面
の

ニ
ー

ズ
の

と
ら

え
方

の
視

点
　

健
康

状
態

・
疾

患
・
症

状
・
治

療
へ

の
理

解
　

精
神

的
に

不
安

定
な

反
応

や
症

状
　

性
格

　
・
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
に

関
わ

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

社
会

面
①

 社
会

面
に

関
す

る
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
、

以
下

を
実

施
す

る
　

本
人

や
家

族
に

確
認

し
な

が
ら

基
礎

情
報

を
得

る
　

記
録

や
報

告
・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

か
ら

、
基

礎
情

報
を

得
る

②
 ケ

ア
の

受
け

手
の

精
神

面
に

関
す

る
情

報
を

、
助

言
を

得
な

が
ら

整
理

す
る

③
助

言
を

得
な

が
ら

、
退

院
支

援
に

必
要

な
情

報
を

整
理

す
る

①
 社

会
的

ニ
ー

ズ
の

と
ら

え
方

の
視

点
　

家
族

構
成

・
家

族
関

係
・
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
　

家
族

サ
ポ

ー
ト

　
経

済
的

な
情

報
（
経

済
状

況
、

医
療

費
負

担
状

況
）

　
社

会
的

役
割

（
職

業
・
就

業
状

況
）

　
そ

の
他

他
者

と
の

関
係

・
交

流
②

入
退

院
支

援
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

シ
ー

ト

ニ ー ズ を と ら え る 力

助
言

を
得

て
ケ

ア
の

受
け

手
や

状
況

（
場

）
の

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
る

□
助

言
を

受
け

な
が

ら
ケ

ア
の

受
け

手
に

必
要

な
身

体
的

、
精

神
的

、
社

会
的

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
か

ら
必

要
な

情
報

収
集

が
で

き
る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
況

か
ら

緊
急

度
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る

1
. 
助

言
を

受
け

な
が

ら
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
安

全
・
安

楽
・
安

寧
に

関
す

る
視

点
が

理
解

で
き

る

2
. 
ケ

ア
の

受
け

手
に

必
要

な
情

報
収

集
の

4
つ

の
側

面
と

、
基

本
的

な
収

集
方

法
が

理
解

で
き

る 3
. 
生

命
の

危
機

的
状

態
を

把
握

す
る

た
め

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
方

法
が

理
解

で
き

る
。

正
常

、
異

常
の

判
断

が
で

き
る

。

4
. 
入

手
し

た
ケ

ア
の

受
け

手
の

情
報

に
つ

い
て

、
守

秘
義

務
の

遵
守

、
個

人
情

報
保

護
の

遵
守

の
も

と
、

取
り

扱
う

重
要

性
が

理
解

で
き

る
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レ
ベ

ル
Ⅰ

価
値

観
や

信
条

の
側

面
（
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
）

①
 価

値
観

や
信

条
の

側
面

に
関

す
る

情
報

収
集

方
法

に
つ

い
て

、
以

下
を

実
施

す
る

　
ケ

ア
の

受
け

手
の

生
活

状
況

や
生

活
史

、
家

族
背

景
、

病
状

経
過

を
知

る
　

言
動

や
表

情
か

ら
、

ケ
ア

の
受

け
手

が
大

切
に

し
て

い
る

も
の

に
関

す
る

情
報

を
得

る
　

記
録

や
報

告
・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

な
ど

か
ら

、
情

報
を

得
る

②
 ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
や

信
条

の
側

面
に

関
す

る
情

報
を

、
助

言
を

得
な

が
ら

整
理

す
る

①
 価

値
観

や
信

条
、

Q
O

L
の

側
面

の
ニ

ー
ズ

の
と

ら
え

方
の

視
点

　
趣

味
や

好
き

な
こ

と
　

大
切

に
し

て
い

る
も

の
　

価
値

観
や

習
慣

　
気

が
か

り
や

関
心

/
気

持
ち

の
状

態
　

こ
れ

ま
で

の
人

生
の

経
過

　
生

活
状

況
　

周
囲

と
の

関
係

性

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

①
 助

言
を

得
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

ニ
ー

ズ
を

身
体

的
・
精

神
的

・
社

会
的

・
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

面
の

4
側

面
で

整
理

す
る

②
 助

言
を

得
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

ニ
ー

ズ
の

う
ち

、
も

っ
と

も
ケ

ア
が

必
要

な
ニ

ー
ズ

を
挙

げ
る

③
 断

片
的

で
あ

っ
て

も
、

ケ
ア

の
受

け
手

に
置

か
れ

て
い

る
現

在
の

状
況

を
把

握
す

る
④

 ケ
ア

の
受

け
手

の
情

報
に

つ
い

て
、

守
秘

義
務

の
遵

守
、

個
人

情
報

の
遵

守
の

も
と

取
り

扱
う

⑤
助

言
を

得
な

が
ら

看
護

計
画

を
立

案
す

る

①
 身

体
的

・
精

神
的

・
社

会
的

・
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
に

含
ま

れ
る

要
素

と
そ

れ
ぞ

れ
の

関
係

性
【
用

語
の

定
義

】
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

：
身

体
的

、
心

理
的

、
社

会
的

因
子

を
包

含
し

た
人

間
の

「
生

」
。

そ
の

人
に

と
っ

て
生

き
て

い
る

意
味

や
信

念
、

価
値

を
も

っ
て

生
き

る
生

き
方

。
（
宗

教
的

と
同

じ
意

味
で

は
な

い
。

）

ニ ー ズ を と ら え る 力
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
標

準
的

な
看

護
計

画
に

基
づ

き
自

立
し

て
看

護
を

実
践

す
る

レ
ベ

ル
Ⅱ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

身
体

面
（
疾

患
や

障
が

い
）

①
身

体
的

（
疾

患
や

障
が

い
）
に

関
す

る
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
、

以
下

を
実

施
す

る
　

・
診

療
記

録
（
検

査
デ

ー
タ

や
画

像
デ

ー
タ

）
か

ら
疾

患
や

症
状

、
障

が
い

と
の

関
連

を
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

他
の

ス
タ

ッ
フ

へ
説

明
す

る
　

・
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
か

ら
、

疾
患

や
症

状
、

障
が

い
と

の
関

連
を

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
他

の
ス

タ
ッ

フ
へ

説
明

す
る

②
経

過
に

応
じ

た
疾

患
や

障
が

い
の

観
察

と
解

釈
を

す
る

③
比

較
的

安
定

し
て

い
る

状
態

に
対

し
て

、
正

確
な

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

適
時

性
の

あ
る

報
告

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
へ

行
う

④
身

体
的

情
報

か
ら

、
看

護
必

要
度

評
価

を
正

し
く
解

釈
す

る
⑤

異
常

な
状

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

緊
急

を
要

す
る

状
態

で
あ

る
時

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

へ
報

告
す

る

①
解

剖
生

理
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

再
確

認
②

検
査

デ
ー

タ
、

画
像

デ
ー

タ
と

疾
患

や
症

状
、

障
が

い
と

の
関

連 ③
臓

器
の

障
害

の
程

度
の

観
察

④
重

症
度

、
医

療
・
看

護
必

要
度

⑤
急

変
時

評
価

（
迅

速
評

価
、

一
次

評
価

、
二

次
評

価
）

身
体

面
(生

活
)

①
疾

患
や

障
が

い
に

よ
る

身
体

的
（
生

活
）
へ

の
影

響
に

関
す

る
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
、

以
下

を
実

施
す

る
　

・
本

人
や

家
族

、
多

職
種

か
ら

住
環

境
や

清
潔

習
慣

を
確

認
す

る
　

・
住

環
境

や
生

活
習

慣
に

応
じ

て
必

要
な

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

し
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
他

の
ス

タ
ッ

フ
へ

報
告

す
る

②
疾

患
や

障
が

い
に

よ
る

日
常

生
活

上
の

留
意

点
を

挙
げ

る
③

経
過

に
応

じ
た

疾
患

や
障

が
い

に
よ

る
日

常
生

活
行

動
の

変
化

を
挙

げ
る

④
ケ

ア
の

受
け

手
の

苦
痛

・
安

楽
の

視
点

か
ら

、
生

活
に

お
け

る
不

自
由

を
把

握
す

る

①
疾

患
や

障
が

い
を

持
つ

ケ
ア

の
受

け
手

の
日

常
生

活
支

援
の

た
め

の
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
・
運

動
・
感

覚
器

　
・
住

環
境

を
考

慮
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

・
生

活
習

慣
を

考
慮

し
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

精
神

面
①

精
神

状
態

の
変

化
に

よ
る

精
神

面
へ

の
影

響
に

関
す

る
情

報
を

、
本

人
や

家
族

、
多

職
種

か
ら

入
手

す
る

②
精

神
面

の
日

常
生

活
や

治
療

へ
の

影
響

に
つ

い
て

留
意

点
を

挙
げ

る
③

ケ
ア

の
受

け
手

の
精

神
面

に
お

け
る

課
題

を
整

理
す

る

①
健

康
状

態
の

変
化

に
伴

う
精

神
面

の
変

化
②

精
神

面
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

社
会

面
①

健
康

状
態

の
変

化
に

よ
る

社
会

面
へ

の
影

響
に

関
す

る
情

報
を

、
本

人
や

家
族

、
多

職
種

か
ら

入
手

す
る

②
ケ

ア
の

受
け

手
の

社
会

面
に

お
け

る
課

題
を

整
理

す
る

①
健

康
状

態
の

変
化

に
伴

う
ケ

ア
の

受
け

手
の

社
会

面
の

変
化

と
周

囲
の

人
々

へ
の

影
響

価
値

観
や

信
条

の
側

面
（
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
）

①
価

値
観

や
信

条
の

側
面

に
関

す
る

情
報

収
集

方
法

に
つ

い
て

、
以

下
を

実
施

す
る

　
・
疾

患
や

生
き

る
こ

と
の

と
ら

え
方

を
理

解
す

る
た

め
、

言
動

や
表

情
、

行
動

を
観

察
す

る
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

言
動

か
ら

、
つ

ら
さ

や
価

値
観

に
つ

い
て

気
づ

き
、

そ
の

言
動

を
記

録
す

る
②

ケ
ア

の
受

け
手

の
価

値
観

や
信

条
の

側
面

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

、
共

感
的

態
度

で
接

す
る

①
価

値
観

や
信

条
、

Q
O

L
の

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

・
疾

患
や

生
き

る
こ

と
の

と
ら

え
方

　
・
生

き
方

に
つ

い
て

の
希

望
　

・
将

来
へ

の
不

安
　

・
自

身
の

変
化

に
よ

る
つ

ら
さ

　
・
他

者
と

の
つ

な
が

り

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

①
特

に
全

体
像

を
と

ら
え

て
課

題
を

判
断

し
た

と
感

じ
る

ケ
ア

の
受

け
手

に
つ

い
て

、
以

下
の

点
か

ら
記

述
す

る
　

・
収

集
し

た
情

報
を

４
つ

の
側

面
で

整
理

　
・
整

理
し

た
情

報
の

関
連

　
・
全

体
像

の
要

約
　

・
多

職
種

か
ら

の
基

本
的

情
報

収
集

　
・
過

去
の

情
報

（
健

康
状

態
や

生
活

歴
な

ど
）
と

現
在

の
状

況
と

の
関

連
　

・
自

立
し

て
看

護
計

画
を

立
案

す
る

①
身

体
的

、
精

神
的

、
社

会
的

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
か

ら
の

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

の
要

約
②

ケ
ア

の
受

け
手

の
疾

患
や

障
が

い
に

よ
る

体
験

理
解

ニ ー ズ を と ら え る 力

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（
場

）
の

ニ
ー

ズ
を

自
ら

と
ら

え
る

□
自

立
し

て
ケ

ア
の

受
け

手
に

必
要

な
身

体
的

、
精

神
的

、
社

会
的

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
か

ら
必

要
な

情
報

収
集

が
で

き
る

□
得

ら
れ

た
情

報
を

も
と

に
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

と
し

て
の

課
題

を
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る

1
.情

報
収

集
の

4
つ

の
側

面
か

ら
ケ

ア
の

受
け

手
の

全
体

像
を

と
ら

え
る

た
め

に
、

看
護

上
の

問
題

を
把

握
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

整
理

す
る

方
法

が
理

解
で

き
る 1
)電

子
カ

ル
テ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

項
目

に
つ

い
て

自
立

し
て

情
報

収
集

で
き

る

2
.看

護
上

の
問

題
を

と
ら

え
る

た
め

に
、

 ケ
ア

の
受

け
手

の
情

報
を

収
集

す
る

内
容

お
よ

び
方

法
に

つ
い

て
理

解
で

き
る 3
. 
標

準
的

な
看

護
に

基
づ

い
た

看
護

過
程

が
理

解
で

き
る

1
）
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

統
合

し
た

患
者

の
全

体
像

を
文

章
化

す
る

2
）
ケ

ア
の

受
け

手
の

全
体

像
か

ら
、

看
護

援
助

を
必

要
と

す
る

課
題

を
判

断
す

る

4
.緊

急
を

要
す

る
問

題
で

あ
る

か
ど

う
か

判
断

で
き

る
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
ケ

ア
の

受
け

手
に

合
う

個
別

的
な

看
護

を
実

践
す

る
レ

ベ
ル

Ⅲ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

身
体

面
（
疾

患
や

障
が

い
）

①
発

達
段

階
や

病
期

お
よ

び
病

態
、

認
知

症
の

有
無

等
に

応
じ

た
情

報
収

集
か

ら
、

優
先

度
の

高
い

ニ
ー

ズ
を

判
断

し
、

健
康

状
態

全
般

に
応

じ
た

情
報

収
集

を
行

う
意

味
を

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
他

の
ス

タ
ッ

フ
へ

説
明

す
る

②
複

雑
な

状
況

（
例

：
複

数
疾

患
、

急
激

な
状

態
変

化
等

）
に

お
い

て
、

疾
患

や
障

が
い

の
経

過
に

応
じ

た
優

先
度

の
高

い
ニ

ー
ズ

を
判

断
し

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

他
の

ス
タ

ッ
フ

へ
説

明
す

る
③

呼
吸

不
全

/
心

不
全

に
対

し
て

、
状

況
や

優
先

度
に

応
じ

た
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

い
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
他

の
ス

タ
ッ

フ
へ

説
明

す
る

①
呼

吸
不

全
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

②
心

不
全

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
③

病
期

の
判

断
④

急
性

増
悪

の
判

断

身
体

面
(生

活
)

①
生

活
習

慣
や

生
活

の
変

化
等

を
踏

ま
え

た
セ

ル
フ

ケ
ア

能
力

向
上

に
向

け
た

ニ
ー

ズ
の

判
断

に
つ

い
て

、
事

例
を

用
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

他
の

ス
タ

ッ
フ

へ
説

明
す

る
②

ケ
ア

の
受

け
手

の
苦

痛
・
安

楽
・
安

寧
を

、
ス

ケ
ー

ル
等

を
用

い
て

評
価

し
、

生
活

に
お

け
る

不
自

由
さ

を
把

握
す

る

①
ケ

ア
の

受
け

手
の

セ
ル

フ
ケ

ア
能

力
向

上
に

向
け

た
ニ

ー
ズ

の
と

ら
え

方
　

・
セ

ル
フ

ケ
ア

支
援

の
た

め
の

看
護

師
の

役
割

　
・
病

状
理

解
の

確
認

　
・
セ

ル
フ

ケ
ア

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

・
行

動
の

動
機

づ
け

②
情

報
共

有
シ

ー
ト

③
疼

痛
ス

ケ
ー

ル
（
N

R
S
、

V
A

S
、

フ
ェ

イ
ス

ス
ケ

ー
ル

、
C

P
O

T
）

④
不

隠
や

鎮
静

評
価

（
R

A
S
S
　

S
A

S
）

⑤
せ

ん
妄

ス
ケ

ー
ル

（
C

A
M

-
IC

U
　

D
S
T
）

精
神

面
①

ケ
ア

の
受

け
手

の
精

神
面

に
お

け
る

状
況

や
課

題
を

、
意

図
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

把
握

し
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
説

明
す

る
①

言
語

的
・
非

言
語

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

社
会

面
①

ケ
ア

の
受

け
手

の
社

会
面

に
お

け
る

課
題

を
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
説

明
す

る
　

・
社

会
資

源

①
介

護
力

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
②

地
域

の
把

握
③

情
報

共
有

シ
ー

ト

価
値

観
や

信
条

の
側

面
（
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
）

①
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
・
信

念
・
信

条
・
思

い
を

意
図

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
把

握
す

る
②

ケ
ア

の
受

け
手

の
感

情
表

出
を

促
進

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

③
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
や

信
条

の
側

面
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
多

職
種

と
情

報
共

有
し

、
専

門
家

の
介

入
の

必
要

性
を

判
断

す
る

①
価

値
観

、
信

念
、

信
条

、
思

い
、

Q
O

L
を

尊
重

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方

法
・
傾

聴
・
共

感
・
沈

黙

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

①
個

別
性

を
踏

ま
え

た
判

断
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

を
説

明
す

る
　

・
収

集
し

た
情

報
を

４
つ

の
側

面
で

整
理

　
・
整

理
し

た
情

報
の

関
連

　
・
全

体
像

の
要

約
　

・
科

学
的

根
拠

と
優

先
順

位
に

基
づ

く
判

断
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
に

応
じ

た
ニ

ー
ズ

の
判

断
　

・
過

去
の

情
報

や
未

来
の

状
況

（
退

院
後

や
疾

患
の

経
過

）
に

関
す

る
時

間
軸

を
広

げ
た

情
報

収
集

　
・
退

院
調

整
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

か
ら

得
た

情
報

②
・
個

別
性

の
あ

る
看

護
計

画
を

立
案

す
る

　
・
看

護
計

画
を

立
案

し
た

根
拠

を
説

明
す

る
　

・
診

断
指

標
、

関
連

因
子

と
目

標
、

対
策

の
つ

な
が

り
を

説
明

す
る

①
身

体
的

、
精

神
的

、
社

会
的

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
の

情
報

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

総
合

　
・
看

護
理

論
の

理
解

　
・
退

院
・
転

院
サ

マ
リ

ー
　

・
退

院
調

整
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

②
院

内
研

修
「
看

護
過

程
の

展
開

」

ニ ー ズ を と ら え る 力

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（
場

）
の

特
性

を
ふ

ま
え

た
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る

□
ケ

ア
の

受
け

手
に

必
要

な
身

体
的

、
精

神
的

、
社

会
的

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
か

ら
個

別
性

を
踏

ま
え

必
要

な
情

報
収

集
が

で
き

る

□
得

ら
れ

た
情

報
か

ら
優

先
度

の
高

い
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る

1
.ケ

ア
の

受
け

手
の

健
康

状
態

全
般

（
発

達
段

階
や

病
期

お
よ

び
病

態
、

認
知

症
の

有
無

や
健

康
維

持
期

な
ど

）
に

応
じ

た
情

報
収

集
を

行
う

意
味

が
理

解
で

き
る

2
.ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
・
信

念
・
信

条
・
思

い
な

ど
を

尊
重

し
な

が
ら

よ
り

深
く
4
つ

の
側

面
か

ら
ケ

ア
の

受
け

手
を

と
ら

え
て

優
先

度
の

高
い

ニ
ー

ズ
を

判
断

す
る

方
略

が
理

解
で

き
る

3
.退

院
調

整
に

必
要

な
情

報
を

収
集

で
き

る

4
.緊

急
性

を
予

測
し

た
情

報
収

集
・
観

察
が

で
き

る
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
幅

広
い

視
野

で
予

測
的

判
断

を
も

ち
看

護
を

実
践

す
る

レ
ベ

ル
Ⅳ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

身
体

面
（
疾

患
や

障
が

い
）

①
複

雑
な

状
況

（
例

：
急

激
な

状
態

変
化

、
重

症
者

等
）
に

お
い

て
、

状
況

や
優

先
度

に
応

じ
た

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
い

、
現

在
の

状
況

判
断

お
よ

び
予

測
的

な
状

況
判

断
を

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

他
の

ス
タ

ッ
フ

へ
説

明
す

る
②

重
傷

者
や

多
重

課
題

・
緊

急
時

に
お

い
て

、
状

況
や

優
先

度
に

応
じ

た
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

い
、

現
在

の
状

況
判

断
お

よ
び

予
測

的
な

状
況

判
断

を
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

他
の

ス
タ

ッ
フ

へ
説

明
す

る

①
重

傷
者

や
多

重
課

題
・
時

間
切

迫
下

の
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

左
記

の
例

身
体

面
(生

活
)

①
疾

患
や

障
が

い
に

よ
る

生
活

の
変

化
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

説
明

す
る

　
・
現

在
の

ケ
ア

の
身

体
面

の
状

況
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

生
活

習
慣

　
・
生

活
の

中
で

起
こ

り
う

る
課

題
の

予
測

　
・
苦

痛
・
安

楽
の

程
度

の
評

価

精
神

面
①

ケ
ア

の
受

け
手

の
精

神
面

に
お

け
る

課
題

に
つ

い
て

、
事

例
を

用
い

て
以

下
の

点
か

ら
説

明
す

る
　

・
現

在
の

精
神

面
の

状
況

　
・
今

後
起

こ
り

う
る

精
神

面
の

課
題

の
予

測
　

・
意

図
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
ニ

ー
ズ

の
把

握

社
会

面
①

ケ
ア

の
受

け
手

の
社

会
面

に
お

け
る

課
題

に
つ

い
て

、
事

例
を

用
い

て
以

下
の

点
か

ら
説

明
す

る
　

・
現

在
の

社
会

面
の

状
況

　
・
今

後
起

こ
り

う
る

社
会

面
の

課
題

の
予

測
　

・
社

会
資

源
の

過
不

足

価
値

観
や

信
条

の
側

面
（
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
）

①
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
・
信

念
・
信

条
・
思

い
を

、
意

図
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

把
握

す
る

②
ケ

ア
の

受
け

手
の

感
情

表
出

を
促

進
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
③

ケ
ア

の
受

け
手

の
価

値
観

や
信

条
の

側
面

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
、

多
職

種
と

情
報

共
有

し
、

専
門

家
の

介
入

の
必

要
性

を
判

断
す

る

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

①
複

雑
な

状
況

（
例

：
情

報
収

集
が

困
難

、
意

思
表

示
が

困
難

、
服

罪
な

疾
患

や
障

害
な

ど
）
に

お
け

る
意

図
的

な
情

報
収

集
に

よ
る

ニ
ー

ズ
の

判
断

に
つ

い
て

、
事

例
を

用
い

て
以

下
の

点
を

説
明

す
る

　
・
収

集
し

た
情

報
を

４
つ

の
側

面
で

整
理

　
・
整

理
し

た
情

報
の

関
連

　
・
全

体
像

の
要

約
　

・
科

学
的

根
拠

　
・
早

期
か

ら
の

予
測

的
判

断
　

・
潜

在
的

・
顕

在
的

ニ
ー

ズ
の

抽
出

　
・
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
に

応
じ

た
ニ

ー
ズ

の
判

断
　

・
幅

広
い

知
識

や
資

源
の

活
用

　
・
看

護
倫

理
を

用
い

た
整

理
②

幅
広

い
視

野
で

ケ
ア

の
受

け
手

を
と

ら
え

、
起

こ
り

う
る

課
題

や
問

題
に

対
し

て
、

予
測

的
・
予

防
的

に
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

看
護

計
画

を
立

案
す

る

①
ケ

ア
の

受
け

手
の

全
体

像
の

倫
理

的
整

理
　

・
看

護
倫

理
の

活
用

ニ ー ズ を と ら え る 力

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（
場

）
を

統
合

し
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

る

□
予

測
的

な
判

断
の

も
と

身
体

的
、

精
神

的
、

社
会

的
、

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
な

側
面

か
ら

必
要

な
情

報
収

集
が

で
き

る

□
意

図
的

に
収

集
し

た
情

報
を

統
合

し
、

ニ
ー

ズ
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る

1
.ケ

ア
の

受
け

手
を

幅
広

い
視

野
か

ら
と

ら
え

、
現

在
の

状
況

及
び

予
測

的
な

状
況

を
論

理
的

に
整

理
す

る
方

略
が

理
解

で
き

る

２
．

患
者

の
疾

患
の

予
測

や
、

退
院

後
の

生
活

な
ど

状
況

を
予

測
し

、
必

要
な

情
報

収
集

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
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レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

身
体

面
（
疾

患
や

障
が

い
）

①
複

雑
な

状
況

（
例

：
複

雑
疾

患
の

バ
ラ

ン
ス

調
整

困
難

、
重

症
者

等
）
に

お
い

て
、

状
況

や
状

態
の

優
先

度
に

応
じ

て
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

い
、

そ
の

解
釈

を
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

説
明

す
る

②
複

雑
な

状
況

（
例

：
複

数
疾

患
の

バ
ラ

ン
ス

調
整

困
難

、
重

症
者

等
）
に

お
い

て
、

複
雑

な
状

態
に

あ
る

ケ
ア

の
受

け
手

の
症

状
か

ら
、

現
在

の
状

況
判

断
お

よ
び

予
測

的
な

状
況

判
断

を
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

説
明

す
る

身
体

面
(生

活
)

①
複

雑
な

状
況

（
例

：
急

激
な

状
態

変
化

、
社

会
面

や
精

神
面

の
課

題
が

大
き

い
場

合
等

）
に

お
け

る
疾

患
や

障
が

い
に

よ
る

生
活

の
変

化
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

で
説

明
す

る
　

・
現

在
の

身
体

面
の

状
況

　
・
ケ

ア
の

受
け

手
の

生
活

習
慣

　
・
生

活
の

中
で

起
こ

り
う

る
課

題
の

予
測

　
・
苦

痛
・
安

楽
の

程
度

の
評

価

精
神

面
①

複
雑

な
状

況
（
例

：
急

激
な

状
態

変
化

、
社

会
面

や
精

神
面

の
課

題
が

大
き

い
場

合
等

）
に

お
け

る
精

神
面

の
課

題
に

つ
い

て
事

例
を

用
い

て
以

下
の

点
か

ら
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

説
明

す
る

　
・
現

在
の

精
神

面
の

状
況

　
・
今

後
起

こ
り

う
る

精
神

面
の

課
題

の
予

測
　

・
意

図
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
ニ

ー
ズ

の
把

握

社
会

面
①

複
雑

な
状

況
（
例

：
急

激
な

状
態

変
化

、
社

会
面

や
精

神
面

の
課

題
が

大
き

い
場

合
等

）
に

お
け

る
社

会
面

の
課

題
に

つ
い

て
事

例
を

用
い

て
以

下
の

点
か

ら
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

説
明

す
る

　
・
現

在
の

社
会

面
の

状
況

　
・
今

後
起

こ
り

う
る

社
会

面
の

課
題

の
予

測
　

・
社

会
資

源
の

過
不

足

価
値

観
や

信
条

の
側

面
（
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
側

面
）

①
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
・
信

念
・
信

条
・
思

い
を

、
意

図
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

把
握

す
る

②
ケ

ア
の

受
け

手
の

感
情

表
出

を
促

進
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
③

ケ
ア

の
受

け
手

の
価

値
観

や
信

条
の

側
面

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
、

多
職

種
と

情
報

共
有

し
、

専
門

家
の

介
入

の
必

要
性

を
判

断
す

る

ケ
ア

の
受

け
手

の
全

体
像

①
複

雑
な

状
況

（
例

：
複

数
の

問
題

、
社

会
面

や
精

神
面

の
複

雑
な

背
景

等
）
に

お
け

る
ニ

ー
ズ

の
判

断
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

を
論

理
的

に
整

理
し

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

説
明

す
る

　
・
収

集
し

た
情

報
を

４
つ

の
側

面
で

整
理

　
・
整

理
し

た
情

報
の

関
連

　
・
全

体
像

の
要

約
　

・
多

様
な

情
報

収
集

　
・
複

雑
な

状
況

の
整

理
　

・
解

決
す

べ
き

内
容

の
明

確
化

　
・
早

期
か

ら
の

予
測

的
判

断
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

価
値

観
に

応
じ

た
ニ

ー
ズ

の
判

断
　

・
看

護
理

論
を

用
い

た
整

理
　

・
複

眼
的

な
視

点
か

ら
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
況

を
判

断
し

、
Q

O
L
を

高
め

る
た

め
の

看
護

計
画

の
立

案

ニ ー ズ を と ら え る 力

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（
場

）
の

関
連

や
意

味
を

ふ
ま

え
て

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
る

□
複

雑
な

状
況

を
把

握
し

、
ケ

ア
の

受
け

手
を

取
り

巻
く
多

様
な

状
況

や
ニ

ー
ズ

の
情

報
収

集
が

で
き

る

□
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
の

価
値

観
に

応
じ

た
判

断
が

で
き

る

1
.複

雑
な

背
景

や
困

難
な

状
況

に
お

い
て

も
、

ケ
ア

の
受

け
手

を
幅

広
い

視
野

か
ら

と
ら

え
、

現
在

の
状

況
及

び
予

測
的

な
状

況
を

論
理

的
に

整
理

す
る

方
略

が
理

解
で

き
る

心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
よ

り
複

雑
な

状
況

に
お

い
て

、
ケ

ア
の

受
け

手
に

と
っ

て
最

適
な

手
段

を
選

択
し

、
Q

O
L
を

高
め

る
た

め
の

看
護

を
実

践
す

る
  

  
  

レ
ベ

ル
Ⅴ
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
基

本
的

な
看

護
手

順
に

従
い

必
要

に
応

じ
助

言
を

得
て

看
護

を
実

践
す

る
レ

ベ
ル

Ⅰ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

ケ
ア

の
改

善
①

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

【
管

理
側

側
面

に
つ

い
て

の
到

達
目

標
】
に

基
づ

き
ケ

ア
を

実
施

す
る

②
自

身
の

実
施

し
た

ケ
ア

に
責

任
を

持
っ

て
ケ

ア
の

受
け

手
の

反
応

を
確

認
す

る
③

実
施

し
た

ケ
ア

の
過

不
足

や
問

題
点

を
見

出
す

④
看

護
記

録
の

目
的

・
意

義
を

理
解

の
上

助
言

を
得

な
が

ら
基

礎
情

報
、

看
護

計
画

、
計

画
記

録
、

看
護

サ
マ

リ
ー

を
記

載
す

る
⑤

実
施

し
た

ケ
ア

に
よ

り
得

ら
れ

た
結

果
を

正
確

に
報

告
・
記

録
す

る

①
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
　

　
【
管

理
的

側
面

に
つ

い
て

の
到

達
目

標
】

②
ケ

ア
の

記
録

ケ
ア

の
提

供
①

ケ
ア

を
実

施
す

る
場

合
は

、
助

言
を

受
け

な
が

ら
ケ

ア
の

受
け

手
に

具
体

的
に

説
明

し
、

同
意

を
得

る ②
基

本
的

な
日

常
生

活
援

助
技

術
を

、
助

言
を

得
な

が
ら

根
拠

に
基

づ
き

安
全

に
実

施
す

る
③

助
言

を
受

け
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

看
護

計
画

に
沿

っ
て

看
護

ケ
ア

を
実

践
す

る
④

ケ
ア

の
受

け
手

の
意

向
を

配
慮

し
て

、
基

本
的

な
日

常
生

活
援

助
技

術
を

実
施

す
る

⑤
助

言
を

得
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
症

状
・
生

体
機

能
管

理
技

術
<
※

>
を

実
施

す
る

⑥
記

録
や

口
頭

確
認

か
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
に

提
供

さ
れ

て
い

る
日

常
生

活
援

助
技

術
の

実
施

方
法

を
把

握
す

る
⑦

助
言

を
受

け
な

が
ら

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

に
沿

っ
て

看
護

を
実

践
す

る
⑧

助
言

を
受

け
な

が
ら

診
療

の
介

助
を

基
準

に
沿

っ
て

実
践

す
る

①
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
　

【
環

境
調

整
技

術
】

　
・
療

養
生

活
環

境
調

整
　

・
ベ

ッ
ド

メ
ー

キ
ン

グ
②

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

　
【
食

事
援

助
技

術
】

　
・
食

事
介

助
③

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

　
【
排

泄
援

助
技

術
】

　
・
自

然
排

尿
・
排

便
援

助
④

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

　
【
活

動
・
休

息
援

助
技

術
】

　
・
歩

行
介

助
・
移

動
の

介
助

・
移

送
　

・
体

位
変

換
⑤

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

　
【
清

潔
・
衣

生
活

援
助

技
術

】
　

・
清

拭
　

・
洗

髪
　

・
口

腔
ケ

ア
　

・
入

浴
介

助
　

・
部

分
浴

・
陰

部
ケ

ア
・
オ

ム
ツ

交
換

　
・
衣

生
活

支
援

・
整

容
⑥

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

　
【
呼

吸
・
循

環
を

整
え

る
技

術
】

　
・
酸

素
吸

入
療

養
　

・
吸

引
　

・
体

温
調

整
⑦

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
お

け
る

　
【
創

傷
管

理
技

術
】

　
・
褥

瘡
の

予
防

⑧
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
　

【
与

薬
の

技
術

】
　

・
経

口
薬

の
与

薬
、

外
用

薬
の

与
薬

、
直

腸
内

与
薬

⑨
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
　

【
苦

痛
の

緩
和

・
安

楽
確

保
の

技
術

】
　

・
安

楽
な

体
位

の
保

持
※

生
体

機
能

管
理

技
術

：
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

（
体

温
・
血

圧
・
脈

拍
・
呼

吸
・
意

識
）
を

測
定

・
管

理
す

る
た

め
の

技
術

ケ ア す る 力

助
言

を
な

が
ら

、
安

全
な

看
護

を
実

践
す

る
□

指
導

を
受

け
な

が
ら

、
看

護
手

順
に

沿
っ

た
ケ

ア
が

実
施

で
き

る

□
指

導
を

受
け

な
が

ら
、

ケ
ア

の
受

け
手

に
基

本
的

援
助

が
で

き
る

□
看

護
手

順
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
沿

っ
て

、
基

本
的

看
護

技
術

を
用

い
て

看
護

援
助

が
で

き
る

1
.ケ

ア
の

受
け

手
本

人
や

家
族

の
意

向
に

配
慮

し
な

が
ら

、
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

基
本

的
看

護
技

術
項

目
を

、
助

言
を

受
け

な
が

ら
安

全
に

正
確

に
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る

2
.ケ

ア
の

受
け

手
の

安
全

を
確

保
す

る
手

順
を

遵
守

す
る

た
め

の
基

本
的

な
行

動
が

で
き

る

3
.一

次
救

命
処

置
を

修
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

1
）
急

変
時

に
周

囲
へ

の
応

援
要

請
の

方
法

が
理

解
で

き
る

２
）
救

命
救

急
の

処
置

が
必

要
な

患
者

へ
の

ケ
ア

が
指

導
を

受
け

な
が

ら
実

施
で

き
る

4
.ケ

ア
提

供
に

責
任

を
も

っ
て

受
け

手
の

反
応

を
確

認
す

る

5
.記

録
に

ふ
さ

わ
し

い
正

し
い

用
語

や
適

切
な

表
現

が
理

解
で

き
る
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レ
ベ

ル
Ⅰ

安
全

①
よ

く
あ

る
事

故
事

例
か

ら
、

予
防

の
た

め
に

自
身

の
看

護
実

践
に

お
い

て
、

具
体

的
に

気
を

付
け

る
方

法
を

理
解

す
る

②
災

害
発

生
時

の
連

絡
体

制
に

つ
い

て
理

解
し

、
初

期
行

動
を

理
解

す
る

③
暴

言
・
暴

力
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

気
づ

き
報

告
す

る

①
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
　

【
安

全
確

保
の

技
術

】
　

・
誤

薬
防

止
の

手
順

に
沿

っ
た

与
薬

　
・
患

者
誤

認
防

止
策

の
実

施
　

・
転

倒
転

落
防

止
策

の
実

施
②

よ
く
起

こ
り

う
る

事
故

③
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
④

災
害

時
の

初
期

行
動

⑤
医

療
安

全
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
保

管
場

所
の

理
解

感
染

①
感

染
予

防
策

の
基

本
を

遵
守

す
る

　
・
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

適
切

な
方

法
に

よ
る

手
指

衛
生

を
遵

守
す

る
　

・
必

要
な

個
人

防
具

を
選

択
し

、
適

切
に

着
脱

、
廃

棄
す

る
　

・
血

液
・
体

液
暴

露
を

受
け

た
と

き
の

初
期

対
処

行
動

を
適

切
に

実
施

す
る

　
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
基

準
に

従
い

廃
棄

物
を

適
切

に
廃

棄
す

る
　

・
滅

菌
物

の
適

切
な

保
管

と
使

用
を

行
う

　
・
ケ

ア
の

受
け

手
の

環
境

整
備

を
行

う
②

感
染

が
疑

わ
れ

る
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

、
経

路
別

予
防

策
を

行
う

③
日

常
の

健
康

管
理

と
有

症
状

時
の

対
応

を
と

る

①
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
プ

リ
コ

ー
シ

ョ
ン

　
・
手

指
衛

生
（
W

H
O

：
手

指
衛

生
の

5
つ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

）
　

・
個

人
防

護
具

の
選

択
と

着
用

　
・
血

液
体

液
暴

露
予

防
策

と
暴

露
時

の
対

応
　

・
廃

棄
物

の
適

切
な

廃
棄

　
・
滅

菌
物

の
適

切
な

取
扱

　
・
環

境
整

備
②

感
染

経
路

別
予

防
策

　
・
接

触
予

防
策

　
・
飛

沫
予

防
策

　
・
空

気
予

防
策

③
自

身
の

感
染

予
防

行
動

（
健

康
管

理
）

病
態

把
握

①
助

言
を

得
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
の

病
態

を
理

解
す

る
②

助
言

を
得

な
が

ら
正

常
心

電
図

・
異

常
心

電
図

を
理

解
す

る
③

助
言

を
得

な
が

ら
該

当
病

棟
に

お
け

る
疾

患
を

理
解

す
る

①
５

大
疾

患
に

関
す

る
病

態
生

理
（
レ

ベ
ル

Ⅲ
到

達
ま

で
）

　
・
が

ん
　

・
糖

尿
病

　
・
脳

血
管

障
害

　
・
急

性
心

筋
梗

塞
　

・
認

知
症

②
以

下
に

関
す

る
病

態
生

理
（
レ

ベ
ル

Ⅲ
到

達
ま

で
）

　
心

不
全

（
関

連
す

る
心

疾
患

）
　

大
腿

骨
頸

部
骨

折
・
圧

迫
骨

折
　

腸
閉

塞
　

薬
剤

の
取

扱
①

よ
く
扱

う
薬

剤
の

基
礎

知
識

（
作

用
と

副
作

用
）
を

理
解

し
た

上
で

、
薬

剤
投

与
時

・
中

・
後

の
観

察
を

実
施

す
る

②
医

薬
品

管
理

の
留

意
点

を
理

解
し

て
、

安
全

に
薬

剤
を

投
与

す
る

③
輸

血
や

血
液

製
剤

の
使

用
方

法
、

観
察

の
視

点
を

理
解

し
、

助
言

を
得

な
が

ら
実

施
す

る

①
よ

く
扱

う
薬

剤
の

作
用

・
副

作
用

（
イ

ン
ス

リ
ン

、
降

圧
剤

・
昇

圧
剤

、
カ

リ
ウ

ム
な

ど
を

含
む

）
②

薬
の

安
全

な
取

扱
い

（
麻

薬
や

抗
精

神
薬

を
含

む
）

③
薬

剤
投

与
の

確
認

方
法

④
輸

血
　

（
血

液
製

剤
使

用
手

順
書

の
確

認
）

救
命

救
急

①
事

例
を

用
い

て
一

時
救

命
処

置
を

実
施

し
、

助
言

を
得

な
が

ら
そ

の
実

施
の

根
拠

を
説

明
す

る
②

生
命

の
危

機
的

状
況

を
発

見
し

た
際

の
連

絡
体

制
を

理
解

す
る

③
急

変
時

や
救

命
救

急
場

面
に

お
い

て
、

助
言

を
得

な
が

ら
、

指
示

さ
れ

た
行

動
を

す
る

①
新

人
看

護
職

員
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
　

【
救

命
救

急
処

置
技

術
】

　
・
意

識
レ

ベ
ル

の
把

握
　

・
気

道
確

保
　

・
人

工
呼

吸
②

一
時

救
命

処
置

③
急

変
時

対
応

研
修

④
ア

レ
ス

ト
コ

ー
ル

ケ ア す る 力
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
標

準
的

な
看

護
計

画
に

基
づ

き
自

立
し

て
看

護
を

実
践

す
る

レ
ベ

ル
Ⅱ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T
）

知
識

の
例

ケ
ア

の
改

善
①

基
礎

情
報

、
看

護
計

画
、

経
過

記
録

、
看

護
サ

マ
リ

ー
を

、
正

確
に

時
宜

を
得

て
記

載
す

る
②

状
況

に
応

じ
て

看
護

計
画

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
評

価
・
修

正
す

る
③

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
に

よ
り

、
自

身
の

実
施

し
た

ケ
ア

の
評

価
を

す
る

④
ケ

ア
の

受
け

手
の

身
体

の
障

害
や

生
活

上
の

規
制

と
看

護
計

画
と

の
ズ

レ
を

見
出

す
⑤

一
人

の
ケ

ア
の

受
け

手
に

提
供

さ
れ

て
い

る
ケ

ア
の

全
体

を
把

握
し

て
整

理
し

、
記

述
す

る
　

・
評

価
の

記
録

に
は

看
護

が
ど

の
よ

う
に

効
果

を
上

げ
、

目
標

達
成

で
き

た
か

を
記

載
を

す
る

⑥
結

果
は

優
先

度
を

考
慮

し
て

報
告

す
る

①
看

護
計

画
の

評
価

②
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

③
看

護
の

振
り

返
り

、
ケ

ー
ス

レ
ポ

ー
ト

ケ
ア

の
提

供
①

ケ
ア

の
提

供
方

法
を

確
認

し
、

ケ
ア

を
安

全
に

実
施

す
る

た
め

の
留

意
点

を
考

慮
し

て
、

情
報

を
入

手
す

る
②

ケ
ア

の
受

け
手

の
状

況
に

応
じ

て
ケ

ア
の

選
択

や
実

施
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

説
明

す
る

③
ケ

ア
の

受
け

手
が

、
受

け
る

ケ
ア

を
選

択
し

や
す

い
よ

う
に

情
報

を
提

供
す

る
④

ケ
ア

の
受

け
手

の
意

向
を

大
切

に
し

、
ケ

ア
の

受
け

手
と

話
し

合
い

な
が

ら
ケ

ア
を

提
供

す
る

⑤
看

護
計

画
に

沿
っ

て
、

自
立

し
て

正
確

に
基

本
的

な
看

護
技

術
を

実
施

す
る

⑥
ケ

ア
の

受
け

手
に

適
し

た
看

護
用

具
を

選
択

す
る

⑦
ケ

ア
の

受
け

手
の

苦
痛

や
安

楽
・
安

寧
を

確
認

し
な

が
ら

、
基

本
的

な
看

護
技

術
を

実
施

す
る

⑧
M

E
機

器
装

着
患

者
に

対
し

、
助

言
を

得
な

が
ら

、
正

し
く
M

E
機

器
管

理
を

行
い

、
安

全
・
安

楽
な

援
助

を
実

践
す

る
⑨

重
症

患
者

や
医

療
依

存
度

の
高

い
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

、
助

言
を

得
な

が
ら

ケ
ア

を
選

択
し

実
践

す
る

⑩
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

て
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
に

沿
っ

た
看

護
を

自
立

し
て

実
践

す
る

①
基

本
的

看
護

技
術

の
再

確
認

②
ケ

ア
リ

ン
グ

③
M

E
機

器
マ

ニ
ュ

ア
ル

安
全

①
事

故
事

例
か

ら
、

以
下

の
点

を
理

解
す

る
　

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

視
点

か
ら

、
自

身
の

日
々

の
実

践
で

安
全

を
確

保
す

る
方

法
　

・
安

全
な

看
護

を
実

践
す

る
た

め
の

優
先

順
位

　
・
事

故
発

生
時

の
看

護
記

録
（
経

時
記

録
）

②
災

害
発

生
時

を
想

定
し

た
初

期
行

動
を

実
施

す
る

③
暴

言
・
暴

力
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
か

ら
自

分
の

身
を

守
る

方
法

を
理

解
す

る

①
事

故
発

生
時

の
看

護
記

録
（
経

時
記

録
）

②
職

業
暴

露
防

止
対

策
③

暴
言

・
暴

力
・
ク

レ
ー

ム
等

へ
の

対
応

　
 イ

エ
ロ

ー
コ

ー
ル

④
災

害
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
保

管
場

所
の

理
解

感
染

①
ケ

ア
の

受
け

手
や

実
践

の
場

に
お

け
る

感
染

リ
ス

ク
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

看
護

計
画

を
立

案
・
実

施
す

る
①

一
般

的
に

感
染

ハ
イ

リ
ス

ク
と

さ
れ

る
ケ

ア
の

受
け

手
、

部
署

、
処

置
②

医
療

関
連

感
染

と
そ

の
予

防
策

③
感

染
対

策
上

問
題

と
な

る
微

生
物

④
経

路
別

予
防

策
が

必
要

な
疾

患
と

そ
の

対
策

病
態

把
握

①
ケ

ア
の

受
け

手
の

病
態

理
解

に
基

づ
い

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

①
５

大
疾

患
に

関
す

る
病

態
生

理
（
レ

ベ
ル

Ⅲ
到

達
ま

で
）

　
・
が

ん
　

・
糖

尿
病

　
・
脳

血
管

障
害

　
・
急

性
心

筋
梗

塞
　

・
認

知
症

②
以

下
に

関
す

る
病

態
生

理
（
レ

ベ
ル

Ⅲ
到

達
ま

で
）

　
心

不
全

（
関

連
す

る
心

疾
患

）
　

大
腿

骨
頸

部
骨

折
・
圧

迫
骨

折
　

腸
閉

塞

ケ ア す る 力

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（
場

）
に

応
じ

た
看

護
を

実
践

す
る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

個
別

性
を

考
慮

し
つ

つ
標

準
的

な
看

護
経

過
に

基
づ

き
ケ

ア
を

実
践

で
き

る

□
ケ

ア
の

受
け

手
に

対
し

て
ケ

ア
を

実
践

す
る

際
に

必
要

な
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

状
況

に
応

じ
た

援
助

が
で

き
る

1
．

自
立

し
て

安
全

に
ケ

ア
を

実
施

で
き

る
た

め
に

、
状

況
や

場
に

応
じ

た
必

要
な

ケ
ア

が
理

解
で

き
る

2
．

ケ
ア

実
践

に
必

要
な

情
報

の
種

類
と

内
容

、
入

手
方

法
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

3
．

基
本

的
な

看
護

技
術

に
つ

い
て

、
安

全
・
安

楽
・
安

寧
な

ケ
ア

を
理

解
し

安
全

な
看

護
を

提
供

す
る

た
め

の
方

略
が

理
解

で
き

る

4
．

状
況

に
合

わ
せ

て
立

案
し

た
看

護
計

画
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

評
価

・
修

正
で

き
る
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レ
ベ

ル
Ⅱ

薬
剤

の
取

扱
①

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

剤
の

基
本

知
識

(作
用

・
副

作
用

）
を

理
解

し
た

う
え

で
、

薬
剤

投
与

時
・
中

・
後

の
観

察
を

実
施

す
る

②
事

例
を

用
い

て
、

主
要

な
薬

物
に

つ
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
年

齢
に

よ
る

特
性

に
応

じ
た

留
意

点
を

説
明

す
る

①
ハ

イ
リ

ス
ク

薬
剤

、
配

合
禁

忌
薬

②
主

要
な

薬
物

の
薬

理
作

用
・
副

作
用

③
特

に
注

意
す

べ
き

薬
剤

（
カ

リ
ウ

ム
、

ア
ン

カ
ロ

ン
な

ど
）

救
命

救
急

①
実

践
ま

た
は

事
例

（
心

肺
停

止
以

外
）
を

用
い

て
一

時
救

命
処

置
を

実
施

し
、

そ
の

根
拠

を
説

明
す

る ②
実

践
ま

た
は

事
例

を
用

い
て

、
救

急
・
急

変
時

の
看

護
記

録
を

記
載

す
る

③
急

変
時

や
救

命
救

急
場

面
に

お
い

て
、

指
示

を
得

な
が

ら
自

立
し

て
行

動
す

る
④

急
変

時
や

救
命

救
急

場
面

に
お

い
て

、
指

示
を

理
解

し
て

メ
ン

バ
ー

と
し

て
行

動
す

る
⑤

急
変

時
や

救
命

救
急

場
面

に
お

い
て

、
指

示
さ

れ
た

ケ
ア

に
責

任
を

持
ち

実
施

す
る

①
救

急
・
急

変
時

の
看

護
記

録
②

急
変

時
対

応
研

修
③

ア
レ

ス
ト

コ
ー

ル

ケ ア す る 力
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
ケ

ア
の

受
け

手
に

合
う

個
別

的
な

看
護

を
実

践
す

る
レ

ベ
ル

Ⅲ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

ケ
ア

の
改

善
①

ケ
ア

の
改

善
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

説
明

す
る

。
看

護
を

論
理

的
に

評
価

し
、

よ
り

よ
い

方
法

を
導

い
て

い
る

。
　

・
根

拠
に

基
づ

く
自

律
的

な
評

価
　

・
デ

ー
タ

の
活

用
　

・
エ

ビ
デ

ン
ス

の
活

用
　

・
ケ

ア
の

改
善

に
向

け
た

適
切

な
資

源
の

活
用

　
・
ケ

ア
の

再
構

築
②

複
数

の
ケ

ア
の

受
け

手
に

提
供

さ
れ

て
い

る
ケ

ア
の

全
体

を
把

握
し

た
上

で
、

ケ
ア

の
優

先
度

を
判

断
し

、
説

明
す

る
③

評
価

で
は

、
提

供
し

た
看

護
が

ど
の

よ
う

に
効

果
を

上
げ

、
目

標
達

成
で

き
た

か
を

記
録

す
る

①
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く
ケ

ア
　

・
エ

ビ
デ

ン
ス

の
活

用
　

・
研

究
成

果
の

実
践

へ
の

反
映

②
最

善
の

ケ
ア

（
徳

の
倫

理
、

原
則

の
倫

理
、

ケ
ア

の
倫

理
の

理
解

）

ケ
ア

の
提

供
①

ケ
ア

の
受

け
手

の
顕

在
的

・
潜

在
的

ニ
ー

ズ
の

ケ
ア

の
反

映
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

セ
ル

フ
ケ

ア
能

力
の

向
上

支
援

を
説

明
す

る
。

②
個

別
性

を
ふ

ま
え

た
看

護
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

説
明

す
る

　
・
療

養
生

活
の

安
定

支
援

あ
る

い
は

早
期

在
宅

復
帰

支
援

の
点

か
ら

個
別

性
を

ふ
ま

え
た

看
護

の
計

画
・
実

施
・
評

価
　

・
苦

痛
の

緩
和

の
点

か
ら

、
個

別
性

を
ふ

ま
え

た
看

護
の

計
画

・
実

施
・
評

価
③

看
護

技
術

は
根

拠
に

基
づ

き
、

正
確

か
つ

ケ
ア

の
受

け
手

の
負

担
を

最
小

限
に

実
施

す
る

④
看

護
の

要
点

を
と

ら
え

た
看

護
サ

マ
リ

ー
を

作
成

す
る

⑤
M

E
機

器
装

着
患

者
に

対
し

、
正

し
く
M

E
機

器
管

理
を

行
い

、
安

全
・
安

楽
な

援
助

を
実

践
す

る

①
セ

ル
フ

ケ
ア

能
力

の
向

上
支

援
　

・
病

状
理

解
と

生
活

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
支

援
　

・
重

症
化

予
防

へ
の

支
援

②
療

養
生

活
の

安
定

支
援

③
早

期
在

宅
復

帰
支

援
④

苦
痛

の
緩

和
（
安

全
・
安

楽
・
安

寧
の

確
保

）

安
全

①
日

常
の

看
護

提
供

場
面

に
お

け
る

事
故

発
生

の
リ

ス
ク

に
気

づ
き

、
解

決
策

を
立

案
す

る
②

暴
言

・
暴

力
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

対
し

て
対

応
・
防

止
す

る
③

事
故

事
例

を
用

い
て

、
事

故
発

生
の

要
因

を
分

析
し

、
解

決
策

を
立

案
す

る

①
事

故
要

因
分

析
の

手
法

(イ
ン

シ
デ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

・
問

題
解

決
プ

ラ
ン

シ
ー

ト
、

R
C

A
分

析
、

Im
S
A

F
E
R

な
ど

）
②

暴
言

・
暴

力
・
ク

レ
ー

ム
等

へ
の

対
応

　
 イ

エ
ロ

ー
コ

ー
ル

感
染

①
感

染
発

生
状

況
や

動
向

を
把

握
し

て
、

感
染

対
策

実
施

状
況

を
評

価
す

る
②

感
染

発
生

時
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
基

準
に

沿
っ

て
感

染
拡

大
防

止
の

対
応

を
実

施
し

、
そ

の
情

報
を

共
有

す
る

③
適

切
な

感
染

リ
ス

ク
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
対

策
の

推
進

の
た

め
に

、
ハ

イ
リ

ス
ク

な
ケ

ア
の

受
け

手
に

関
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
企

画
す

る

①
感

染
発

生
時

の
拡

大
予

防
策

②
最

新
の

感
染

対
策

や
感

染
症

に
係

る
情

報

病
態

把
握

①
病

態
理

解
に

基
づ

い
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

か
ら

、
症

状
緩

和
あ

る
い

は
悪

化
し

な
い

た
め

の
ケ

ア
を

実
施

し
、

説
明

す
る

①
５

大
疾

患
に

関
す

る
病

態
生

理
（
レ

ベ
ル

Ⅲ
到

達
ま

で
）

　
・
が

ん
　

・
糖

尿
病

　
・
脳

血
管

障
害

　
・
急

性
心

筋
梗

塞
　

・
認

知
症

②
以

下
に

関
す

る
病

態
生

理
（
レ

ベ
ル

Ⅲ
到

達
ま

で
）

　
心

不
全

（
関

連
す

る
心

疾
患

）
　

大
腿

骨
頸

部
骨

折
・
圧

迫
骨

折
　

腸
閉

塞

薬
剤

の
取

扱
①

薬
物

の
作

用
を

考
慮

し
た

ケ
ア

を
実

施
し

、
説

明
す

る
②

ケ
ア

の
受

け
手

の
症

状
や

副
作

用
か

ら
、

薬
物

の
使

用
有

無
や

増
減

等
の

検
討

の
必

要
性

を
提

案
す

る

①
主

要
な

薬
物

の
相

互
作

用
②

複
雑

な
状

況
に

お
け

る
ハ

イ
リ

ス
ク

薬
剤

の
使

用
　

・
が

ん
に

お
け

る
麻

薬
の

扱
い

救
命

救
急

①
実

践
ま

た
は

事
例

を
用

い
て

、
呼

吸
、

循
環

、
意

識
の

状
態

か
ら

、
急

変
を

予
測

し
て

説
明

す
る

②
実

践
ま

た
は

事
例

を
用

い
て

、
救

命
救

急
場

面
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

て
対

応
す

る
③

実
践

ま
た

は
事

例
を

用
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
家

族
や

周
囲

の
人

々
に

配
慮

し
な

が
ら

対
応

す
る ④

実
践

ま
た

は
事

例
を

用
い

て
、

S
B

A
R

で
報

告
を

す
る

①
急

変
の

予
測

　
・
呼

吸
、

循
環

、
意

識
の

評
価

②
救

命
救

急
場

面
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

③
救

命
救

急
時

の
心

理
的

支
援

④
S
B

A
R

ケ ア す る 力

ケ
ア

の
受

け
手

や
状

況
（
場

）
の

特
性

を
ふ

ま
え

た
看

護
を

実
践

す
る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

個
別

性
に

合
わ

せ
て

、
適

切
な

ケ
ア

を
実

践
で

き
る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

顕
在

的
・
潜

在
的

ニ
ー

ズ
を

察
知

し
ケ

ア
の

方
法

に
工

夫
が

で
き

る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

個
別

性
を

と
ら

え
、

看
護

実
践

に
反

映
が

で
き

る

１
．

ケ
ア

の
受

け
手

の
望

む
安

楽
や

状
況

に
合

わ
せ

た
安

全
・
安

寧
を

確
保

す
る

方
略

を
理

解
で

き
る

２
．

ケ
ア

の
受

け
手

の
顕

在
的

・
潜

在
的

ニ
ー

ズ
を

ど
の

よ
う

に
ケ

ア
に

生
か

す
の

か
事

例
を

用
い

て
説

明
で

き
る

３
．

ケ
ア

の
受

け
手

の
個

別
性

を
反

映
さ

せ
た

看
護

実
践

と
は

何
か

に
つ

い
て

、
ケ

ア
の

全
体

を
把

握
し

て
整

理
し

、
事

例
を

用
い

て
説

明
で

き
る
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心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
幅

広
い

視
野

で
予

測
的

判
断

を
も

ち
看

護
を

実
践

す
る

レ
ベ

ル
Ⅳ

レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

ケ
ア

の
改

善
①

ケ
ア

の
改

善
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

説
明

す
る

　
・
問

題
抽

出
と

分
析

　
・
解

決
策

の
実

行
と

そ
の

評
価

　
・
ケ

ア
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
予

測
的

判
断

　
・
ケ

ア
の

受
け

手
や

周
囲

の
人

々
か

ら
の

評
価

　
・
指

標
を

用
い

た
ケ

ア
の

評
価

　
・
ケ

ア
の

改
善

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

②
複

数
の

ケ
ア

の
受

け
手

に
提

供
さ

れ
て

い
る

ケ
ア

の
全

体
を

把
握

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ケ
ア

の
状

況
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
て

把
握

す
る

③
看

護
チ

ー
ム

や
多

職
種

で
検

討
さ

れ
た

看
護

の
妥

当
性

に
つ

い
て

評
価

す
る

①
ケ

ア
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

②
問

題
解

決
思

考
・
過

程
③

看
護

の
質

評
価

　
・
サ

ー
ビ

ス
の

経
済

性
　

・
標

準
化

へ
の

取
り

組
み

  
（
指

標
・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
理

論
・
枠

組
み

の
活

用
）

ケ
ア

の
提

供
①

顕
在

的
・
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
幅

広
い

視
野

か
ら

の
看

護
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

説
明

す
る

　
・
幅

広
い

選
択

肢
の

中
か

ら
の

適
切

な
ケ

ア
の

提
案

・
実

施
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

生
活

の
中

で
起

こ
り

う
る

課
題

や
症

状
の

予
測

的
判

断
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

思
い

や
理

解
度

を
考

慮
し

た
対

処
方

法
や

予
防

方
法

の
説

明
　

・
疾

患
の

予
後

と
治

療
に

よ
る

影
響

を
ふ

ま
え

た
、

ケ
ア

の
受

け
手

に
対

す
る

全
人

的
な

理
解

　
・
看

護
理

論
を

用
い

た
整

理

①
看

護
理

論
②

看
護

倫
理

の
ツ

ー
ル

の
活

用
臨

床
倫

理
(4

分
割

法
、

看
護

の
倫

理
原

則
、

看
護

師
の

倫
理

綱
領

な
ど

）

安
全

①
実

践
の

場
に

お
け

る
安

全
に

関
す

る
リ

ス
ク

を
予

測
し

た
問

題
提

起
と

そ
の

対
応

策
を

提
案

す
る

②
常

に
療

養
環

境
が

安
全

で
あ

る
か

配
慮

し
た

調
整

を
実

施
す

る
③

暴
言

・
暴

力
や

ク
レ

ー
ム

等
か

ら
、

発
生

し
た

要
因

を
分

析
し

対
応

策
を

導
き

だ
す

①
安

全
に

関
わ

る
関

連
法

規
　

・
医

療
法

②
暴

言
・
暴

力
・
ク

レ
ー

ム
等

へ
の

対
応

感
染

①
感

染
発

生
時

に
、

幅
広

い
可

能
性

を
考

慮
し

な
が

ら
リ

ス
ク

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

、
リ

ス
ク

に
対

す
る

様
々

な
対

応
策

を
挙

げ
る

病
態

把
握

①
ケ

ア
の

受
け

手
に

提
供

さ
れ

て
い

る
ケ

ア
を

、
病

態
生

理
と

関
連

付
け

て
確

認
し

、
問

題
点

や
改

善
策

を
発

見
す

る

薬
剤

の
取

扱
①

複
雑

な
状

況
（
複

数
疾

患
、

複
雑

な
病

態
等

）
に

お
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
症

状
や

副
作

用
か

ら
、

薬
物

の
使

用
有

無
や

増
減

等
の

必
要

性
を

提
案

す
る

救
命

救
急

①
実

践
ま

た
は

事
例

を
用

い
て

、
救

命
救

急
場

面
に

お
い

て
そ

の
場

に
い

る
メ

ン
バ

ー
で

チ
ー

ム
を

構
成

し
、

連
携

し
て

救
命

処
置

を
実

施
す

る
②

実
践

ま
た

は
事

例
を

用
い

て
、

ケ
ア

の
受

け
手

の
状

況
を

家
族

や
周

囲
の

人
々

に
説

明
す

る
③

実
践

ま
た

は
事

例
を

用
い

て
、

予
測

的
な

視
点

も
含

め
て

S
B

A
R

を
用

い
て

報
告

す
る

④
急

変
時

や
救

命
救

急
場

面
に

お
い

て
、

看
護

メ
ン

バ
ー

に
指

示
し

、
多

職
種

と
連

絡
調

整
し

な
が

ら
対

応
す

る
⑤

急
変

時
や

救
命

救
急

場
面

に
お

い
て

、
原

因
や

今
後

の
展

開
を

予
測

し
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
や

そ
の

関
係

者
へ

の
対

応
と

今
後

の
準

備
を

す
る

①
救

命
救

急
時

の
チ

ー
ム

連
携

ケ ア す る 力

様
々

な
技

術
を

選
択

・
応

用
し

看
護

を
実

践
す

る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

顕
在

的
・
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

に
答

え
る

た
め

、
幅

広
い

選
択

肢
の

中
か

ら
適

切
な

ケ
ア

を
実

践
で

き
る

□
幅

広
い

視
野

で
ケ

ア
の

受
け

手
を

と
ら

え
、

起
こ

り
う

る
課

題
や

問
題

に
対

し
て

予
測

的
お

よ
び

予
防

的
に

看
護

実
践

が
で

き
る

１
．

ケ
ア

の
受

け
手

に
提

供
さ

れ
て

い
る

ケ
ア

全
体

を
と

ら
え

、
顕

在
的

・
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
方

略
を

理
解

で
き

る

２
．

予
防

的
判

断
の

も
と

、
様

々
な

技
術

や
知

識
を

も
と

に
、

ケ
ア

の
質

管
理

に
お

い
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

方
略

を
理

解
で

き
る
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レ
ベ

ル
毎

の
目

標
行

動
目

標
学

習
目

標
項

目
実

践
（
O

J
T

）
知

識
の

例

ケ
ア

の
改

善
①

複
雑

な
状

況
（
例

：
複

数
の

問
題

、
社

会
面

や
精

神
面

の
複

雑
な

背
景

、
複

雑
な

疾
患

や
障

が
い

等
）
に

お
け

る
ケ

ア
の

改
善

に
つ

い
て

、
事

例
を

用
い

て
以

下
の

点
か

ら
説

明
す

る
　

・
最

善
の

ア
ウ

ト
カ

ム
を

見
据

え
た

ケ
ア

の
提

供
　

・
根

拠
に

基
づ

く
自

律
的

な
評

価
　

・
指

標
を

用
い

た
ケ

ア
の

評
価

　
・
創

造
性

や
刷

新
性

の
あ

る
新

た
な

ケ
ア

や
改

善
の

提
案

②
ケ

ア
の

改
善

や
課

題
の

解
決

に
向

け
た

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

に
つ

い
て

、
事

例
を

用
い

て
説

明
す

る
　

・
看

護
の

妥
当

性
と

効
果

に
つ

い
て

、
量

的
・
質

的
に

評
価

し
説

明
す

る

①
ア

ウ
ト

カ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
考

え
方

②
変

革
理

論
③

看
護

倫
理

の
枠

組
み

の
活

用
(臨

牀
倫

理
4
分

割
法

、
看

護
の

倫
理

原
則

、
看

護
師

の
倫

理
綱

領
な

ど
）

ケ
ア

の
提

供
①

複
雑

な
状

況
（
例

：
複

数
の

問
題

、
社

会
面

や
精

神
面

の
複

雑
な

背
景

、
複

雑
な

疾
患

や
障

が
い

等
）
に

お
け

る
、

課
題

の
改

善
や

解
決

に
向

け
た

最
適

な
看

護
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

以
下

の
点

か
ら

説
明

す
る

　
・
療

養
生

活
に

お
け

る
新

た
な

可
能

性
を

広
げ

る
ケ

ア
の

提
案

・
実

施
　

・
ケ

ア
の

受
け

手
の

Q
O

L
を

高
め

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

ケ
ア

の
プ

ロ
セ

ス
　

・
困

難
な

状
況

・
問

題
を

ど
の

よ
う

に
と

ら
え

ケ
ア

に
反

映
し

た
か

安
全

①
実

践
の

場
に

お
け

る
安

全
管

理
に

関
す

る
問

題
解

決
に

向
け

た
計

画
的

な
行

動
を

実
施

す
る

②
実

践
の

場
に

お
け

る
安

全
に

関
す

る
リ

ス
ク

に
つ

い
て

、
多

職
種

間
と

リ
ス

ク
や

対
応

策
の

共
有

を
実

施
す

る

①
看

護
職

の
健

康
と

安
全

に
配

慮
し

た
労

働
安

全
衛

生
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

救
命

救
急

①
複

雑
な

状
況

（
例

：
倫

理
的

課
題

、
複

雑
な

病
態

等
）
に

お
け

る
救

命
救

急
に

つ
い

て
、

事
例

を
用

い
て

、
チ

ー
ム

と
連

携
し

た
対

応
を

説
明

す
る

　
・
慌

て
ず

迅
速

・
的

確
に

看
護

チ
ー

ム
や

多
職

種
に

具
体

的
に

行
動

の
指

示
を

す
る

　
・
緊

急
時

に
は

、
複

雑
な

病
態

の
ケ

ア
の

受
け

手
に

お
い

て
も

、
原

因
や

今
後

の
展

開
を

予
測

し
な

が
ら

、
ケ

ア
の

受
け

手
や

そ
の

関
係

者
へ

の
対

応
と

、
今

後
起

こ
り

う
る

治
療

の
準

備
を

す
る

ケ ア す る 力

最
新

の
知

見
を

取
り

入
れ

た
創

造
的

な
看

護
を

実
践

す
る

□
ケ

ア
の

受
け

手
の

複
雑

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
あ

ら
ゆ

る
知

見
（
看

護
お

よ
び

看
護

以
外

の
分

野
）
を

動
員

し
、

ケ
ア

を
実

践
・
評

価
・
追

求
で

き
る

□
複

雑
な

問
題

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

、
最

適
な

看
護

を
選

択
で

き
る

１
．

複
雑

な
背

景
や

困
難

な
状

況
に

お
い

て
も

、
ケ

ア
の

受
け

手
に

と
っ

て
最

善
の

ア
ウ

　
ト

カ
ム

を
見

据
え

て
ケ

ア
の

質
管

理
に

取
り

組
む

方
略

を
理

解
で

き
る ２

．
複

雑
な

背
景

や
困

難
な

状
況

を
理

解
し

、
改

善
や

解
決

に
向

か
っ

て
取

り
組

む
方

略
が

理
解

で
き

る

心
臓

血
管

セ
ン

タ
ー

ラ
ダ

ー
レ

ベ
ル

到
達

の
た

め
の

学
習

内
容

　
到

達
目

標
：
よ

り
複

雑
な

状
況

に
お

い
て

、
ケ

ア
の

受
け

手
に

と
っ

て
最

適
な

手
段

を
選

択
し

、
Q

O
L
を

高
め

る
た

め
の

看
護

を
実

践
す

る
  

  
  

レ
ベ

ル
Ⅴ
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
基
本
的
な
看
護
手
順
に
従
い
必
要
に
応
じ
助
言
を
得
て
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅰ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

チ
ー
ム
で
の
協

働
①
事
例
を
用
い
て
、
関
わ
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
誰
で
あ
る
か
を
挙
げ
、
自
ら
の
役
割
を
説
明
す
る

②
同
僚
や
多
職
種
と
の
情
報
伝
達
場
面
で
、
情
報
を
正
し
く
伝
え
る

③
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
て
、
自
身
の
持
つ
情
報
を
発
言
し
て
伝
え
る

④
在
宅
・
介
護
領
域
に
お
け
る
「
多
職
種
情
報
共
有
シ
ー
ト
」
（
日
本
看
護
協
会
版
）
を
用
い
た
多
職
種

と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
理
解
す
る

　
（
当
セ
ン
タ
ー
の
場
合
：
前
橋
版
・
入
院
時
情
報
提
供
書
を
用
い
た
多
職
種
と
の
情
報
共
有
を
理
解
す

る
）

①
新
人
看
護
職
員
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
【
組
織
に
お

け
る
役
割
・
心
構
え
の
理
解
と
適
切
な
行
動
】

　
・
チ
ー
ム
医
療
の
構
成
員
と
し
て
の
役
割
理
解

　
・
同
僚
や
多
職
種
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

②
多
職
種
理
解

③
前
橋
版
：
退
院
調
整
ル
ー
ル
（
前
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

④
退
院
支
援
・
退
院
調
整
の
基
礎
知
識

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

①
日
常
の
場
面
に
お
い
て
、
簡
潔
に
不
足
の
な
い
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
す
る

②
疑
問
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
際
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
他
者
に
相
談
す
る

③
多
職
種
、
患
者
・
家
族
な
ど
に
対
し
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
対
応
す
る

①
報
告
・
連
絡
・
相
談

②
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

地
域
を
み
る
視

点
①
助
言
を
得
な
が
ら
、
ケ
ア
の
受
け
手
が
生
活
す
る
地
域
の
中
で
利
用
す
る
社
会
資
源
を
把
握
す
る

②
助
言
を
得
な
が
ら
、
ケ
ア
の
受
け
手
が
利
用
し
て
い
る
医
療
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
の
制
度
に
つ
い

て
把
握
す
る

③
助
言
を
得
な
が
ら
、
社
会
資
源
の
過
不
足
の
検
討
の
視
点
を
理
解
す
る

①
医
療
保
険
・
介
護
保
険
の
概
要

②
地
域
社
会
に
お
け
る
自
施
設
の
役
割
の
理
解

協 働 す る 力

関
係
者
と
情
報
共
有

が
で
き
る

□
助
言
を
受
け
な
が
ら

ケ
ア
の
受
け
手
を
看
護

し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
情
報
が
何
か
を
考

え
、
そ
の
情
報
を
関
係

者
と
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る

□
助
言
を
受
け
な
が
ら

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

の
役
割
を
理
解
で
き
る

□
助
言
を
受
け
な
が
ら

ケ
ア
に
必
要
と
判
断
し

た
情
報
を
関
係
者
か
ら

収
集
す
る
こ
と
が
で
き

る □
ケ
ア
の
受
け
て
を
取

り
巻
く
関
係
者
の
多
様

な
価
値
観
を
理
解
で
き

る □
連
絡
・
報
告
・
相
談

が
で
き
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手

を
中
心
と
し
て
、
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
誰

で
あ
る
か
理
解
で
き

る ２
．
ケ
ア
の
受
け
手

を
取
り
巻
く
家
族
、
多

職
種
、
地
域
を
理
解

で
き
る

３
．
責
任
を
持
っ
て
連

絡
・
報
告
・
相
談
す
る

必
要
性
を
理
解
し
、

実
施
で
き
る

４
．
ケ
ア
の
受
け
手

を
取
り
巻
く
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
仕
組
み

を
理
解
で
き
る
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
標
準
的
な
看
護
計
画
に
基
づ
き
自
立
し
て
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅱ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

チ
ー
ム
で
の
協
働
①
同
僚
や
多
職
種
と
の
情
報
伝
達
場
面
で
、
看
護
の
方
向
性
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

　
・
必
要
な
情
報
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ペ
ア
看
護
師
等
へ
報
告
す
る

　
・
情
報
伝
達
の
場
面
で
は
S
B
A
R
を
意
識
し
て
、
報
告
す
る

②
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
調
整
会
議
に
お
い
て
、
目
的
や
各
職
種
の
役
割
を
理
解
し
た
う
え
で
、
必
要
な
情

報
の
収
集
と
提
供
を
行
う

③
チ
ー
ム
で
の
協
働
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
課
題
を
記
述
す
る

　
・
協
働
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
・
情
報
収
集

①
多
職
種
の
専
門
性

②
看
護
の
専
門
性

③
情
報
伝
達

　
・
メ
ン
バ
ー
と
の
情
報
交
換
の
場
や
情
報
交
換
方
法

　
・
情
報
伝
達
ス
キ
ル
（
S
B
A
R
、
連
絡
・
報
告
・
相
談
等
）

④
前
橋
版
：
退
院
調
整
ル
ー
ル
（
前
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

⑤
退
院
支
援
・
退
院
調
整
の
基
礎
知
識

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
①
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
、
多
職
種
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
自
己
の
課
題
を
、
事
例
を
用

い
て
理
解
す
る

②
事
例
を
用
い
て
、
協
働
す
る
メ
ン
バ
ー
へ
の
意
見
の
伝
え
方
で
工
夫
し
た
点
を
説
明
す
る

①
協
働
す
る
メ
ン
バ
ー
へ
の
意
見
の
伝
え
方
。

地
域
を
み
る
視
点
①
ケ
ア
の
受
け
手
に
関
わ
る
地
域
内
の
施
設
や
職
種
を
把
握
す
る

②
ケ
ア
の
受
け
手
の
療
養
の
場
や
そ
の
役
割
を
理
解
す
る

③
ケ
ア
の
受
け
手
の
社
会
資
源
の
過
不
足
に
つ
い
て
検
討
す
る

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
概
要

②
自
施
設
で
よ
く
用
い
る
社
会
資
源

協 働 す る 力

看
護
の
展
開
に
必
要

な
関
係
者
を
特
定
し
、

情
報
交
換
が
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
を

取
り
巻
く
関
係
者
の

立
場
や
役
割
の
違

い
を
理
解
し
た
う
え

で
、
そ
れ
ぞ
れ
と
積

極
的
に
情
報
交
換

が
で
き
る

□
関
係
者
と
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
で
き
る

□
看
護
の
展
開
に

必
要
な
関
係
者
を
特

定
で
き
る

□
看
護
の
方
向
性

や
関
係
者
の
状
況
を

把
握
し
、
情
報
交
換

で
き
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手
を

中
心
と
し
て
、
関
係
す

る
メ
ン
バ
ー
と
情
報
交

換
す
る
場
の
特
定
と
そ

の
場
で
の
情
報
交
換

方
法
が
理
解
で
き
る

２
．
ケ
ア
の
受
け
手
が

利
用
す
る
こ
と
が
出
来

る
サ
ー
ビ
ス
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
ケ
ア
の
受
け
手
に
合
う
個
別
的
な
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅲ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

チ
ー
ム
で
の
協
働
①
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等

で
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
す
る

　
・
専
門
家
や
多
職
種
の
専
門
性

　
・
自
身
の
能
力
・
役
割

　
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
判
断
す
る
根
拠

②
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
他

の
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
す
る

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
状
況
に
応
じ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

　
・
参
加
者

　
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
解
決
す
べ
き
課
題

　
・
必
要
な
情
報
提
供

　
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
目
的
達
成

③
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
他
の
ス

タ
ッ
フ
に
説
明
す
る

　
・
多
職
種
の
役
割

　
・
多
職
種
の
中
で
看
護
師
と
し
て
の
発
言

　
・
多
職
種
連
携
の
中
で
の
看
護
師
の
役
割

　
・
多
職
種
連
携
の
必
要
性

①
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

②
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

③
多
職
種
の
専
門
性
や
役
割
の
理
解

④
前
橋
版
：
退
院
調
整
ル
ー
ル
の
理
解
（
前
橋
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る

　
・
意
図
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ケ
ア
の
目
標
達
成

　
・
相
手
の
意
見
の
受
け
止
め
方
と
理
解

　
・
意
見
の
伝
え
方

①
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

地
域
を
み
る
視
点
①
地
域
連
携
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る

　
・
地
域
の
施
設
や
多
職
種
の
役
割

　
・
調
整
の
内
容
や
方
法

②
ケ
ア
の
受
け
手
の
療
養
の
場
や
そ
の
役
割
の
理
解
か
ら
、
地
域
連
携
に
お
け
る
自
身
の
役
割
を
説

明
す
る
（
可
能
で
あ
れ
ば
ケ
ア
の
受
け
手
の
療
養
の
場
や
他
施
設
な
ど
を
訪
問
す
る
）

③
ケ
ア
の
受
け
手
の
希
望
す
る
生
活
の
為
に
必
要
と
な
る
社
会
資
源
の
過
不
足
に
つ
い
て
検
討
し
、

M
S
W
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
連
絡
相
談
す
る

①
自
施
設
周
辺
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
自

施
設
の
役
割

②
施
設
外
の
社
会
資
源
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

協 働 す る 力

ケ
ア
の
受
け
手
や
そ

の
関
係
者
、
多
職
種

と
連
携
が
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
の

個
別
的
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
、

そ
の
関
係
者
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
多
職

種
連
携
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
と

ケ
ア
に
つ
い
て
意
見

交
換
で
き
る

□
積
極
的
に
多
職
種

に
働
き
か
け
、
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
出

来
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手
へ

の
ケ
ア
の
目
標
達
成

に
向
け
て
関
係
す
る
メ

ン
バ
ー
と
検
討
す
る
方

略
を
理
解
で
き
る
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
幅
広
い
視
野
で
予
測
的
判
断
を
も
ち
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅳ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

チ
ー
ム
で
の
協

働
①
チ
ー
ム
で
の
協
働
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で

他
の
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
す
る

　
・
多
職
種
の
効
果
的
な
役
割
発
揮

　
・
調
整
方
法

　
・
ケ
ア
の
目
標
の
共
有
化

　
・
役
割
分
担

②
多
施
設
多
職
種
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
等
で
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
す
る

　
・
多
施
設
多
職
種
の
役
割

　
・
主
体
的
な
調
整

　
・
予
測
的
状
況
に
応
じ
た
連
携
の
タ
イ
ミ
ン
グ

③
複
雑
な
状
況
（
例
：
意
思
統
一
の
困
難
な
ど
）
に
お
け
る
チ
ー
ム
で
の
協
働
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は

事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
す
る

　
・
看
護
情
報
の
説
明

　
・
調
整
方
法

　
・
ケ
ア
の
目
標
の
共
有
化

　
・
役
割
分
担

①
合
意
形
成

②
交
渉
術

③
前
橋
版
：
退
院
調
整
ル
ー
ル
（
前
橋
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
①
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
会
議
等
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説

明
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
と
実
際
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
比
較
し
、
以
下
の
点
か
ら
説
明
す

る 　
・
役
割
の
明
確
化

　
・
参
加
者
の
尊
重

　
・
自
身
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
他
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

①
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

地
域
を
み
る
視

点
①
地
域
連
携
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る

　
・
地
域
連
携
に
よ
る
、
ケ
ア
の
受
け
手
の
療
養
生
活
の
安
定

　
・
連
携
対
象
の
役
割

　
・
地
域
連
携
に
お
け
る
自
身
の
役
割

　
・
連
携
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
経
済
状
況

②
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
、
他
施
設
の
看
護
師
の
参
加
す
る
会
場
や
場
へ
参
加
し
、
そ
の
目
的

や
参
加
者
の
背
景
を
理
解
す
る

①
保
険
医
療
の
動
向

②
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、
障
害
福
祉
等
サ
ー
ビ

ス
報
酬

②
行
政
と
の
調
整
が
必
要
な
社
会
資
源

協 働 す る 力

ケ
ア
の
受
け
手
を
取

り
巻
く
多
職
種
の
力
を

調
整
し
連
携
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
が

置
か
れ
て
い
る
状
況

（
場
）
を
広
く
と
ら
え
、

結
果
を
予
測
し
な
が

ら
多
職
種
連
携
の
必

要
性
を
見
極
め
、
主

体
的
に
多
職
種
と
協

力
し
あ
う
こ
と
が
で
き

る □
多
職
種
間
の
連

携
が
機
能
す
る
よ
う

に
調
整
で
き
る

□
多
職
種
の
活
力
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る

関
わ
り
が
で
き
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手
を

取
り
巻
く
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
お

け
る
多
職
種
間
連
携

に
よ
っ
て
効
果
的
な
ケ

ア
を
提
供
す
る
方
略

が
理
解
で
き
る
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レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

チ
ー
ム
で
の
協
働
①
主
体
的
に
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
ケ
ア
提
供
に
お
け
る
多
職
種
連
携
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る

②
チ
ー
ム
で
の
協
働
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る

　
・
多
職
種
の
納
得
性
の
高
い
調
整

　
・
意
見
の
伝
え
方

　
・
調
整
方
法

　
・
ケ
ア
の
目
標
の
明
確
化

　
・
役
割
分
担

　
・
チ
ー
ム
で
の
協
働
に
よ
る
問
題
解
決

①
チ
ー
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
①
複
雑
な
状
況
（
例
：
複
数
の
問
題
、
社
会
面
や
精
神
面
の
複
雑
な
背
景
、
複
雑
な
疾
患
や
障
が
い

等
）
に
お
け
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
会
議
等
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の

点
か
ら
説
明
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
と
実
際
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
比
較
し
、
以
下
の
点
か
ら
説
明
す

る 　
・
役
割
の
明
確
化

　
・
参
加
者
の
尊
重

①
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

地
域
を
み
る
視
点
①
地
域
の
看
護
師
と
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
繋
が
り
を
持
ち
、
各
立
場
の
役
割
と
自
身
の

役
割
を
踏
ま
え
て
、
ケ
ア
提
供
に
お
け
る
地
域
連
携
の
方
法
を
提
案
す
る

①
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
を
見
据
え
た
保
険
医
療
の
問

題 ②
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
と
の

退
院
調
整
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
状
況

協 働 す る 力

ケ
ア
の
受
け
手
の
複

雑
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
多
職

種
の
力
を
引
き
出
し

連
携
に
生
か
す

□
複
雑
な
状
況
（
場
）

の
中
で
、
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
ケ
ア
の

受
け
手
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
、
自
律
的
な
判

断
の
も
と
関
係
者
に

積
極
的
に
働
き
か
け

る
こ
と
が
で
き
る

□
多
職
種
連
携
が

十
分
に
機
能
す
る
よ

う
、
そ
の
調
整
的
役

割
を
担
う
こ
と
が
で
き

る □
関
係
者
、
多
職
種

間
の
中
心
的
役
割
を

担
う
こ
と
が
で
き
る

□
目
標
に
向
か
っ
て

多
職
種
の
活
力
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る

１
．
複
雑
な
背
景
や
困

難
な
状
況
に
お
い
て

も
、
ケ
ア
の
受
け
手
の

問
題
解
決
に
む
か
っ

て
多
職
種
間
連
携
を

牽
引
す
る
方
略
が
理

解
で
き
る

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
よ
り
複
雑
な
状
況
に
お
い
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
に
と
っ
て
最
適
な
手
段
を
選
択
し
、
Q
O
L
を
高
め
る
た
め
の
看
護
を
実
践
す
る
　
　
　
　
レ
ベ
ル
Ⅴ
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
基
本
的
な
看
護
手
順
に
従
い
必
要
に
応
じ
助
言
を
得
て
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅰ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

意
思
決
定
支
援
①
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
話
を
誠
実
か
つ
真
摯
な
態
度
で
、
受
容
的
・
共
感
的
に

聴
く
こ
と
が
で
き
た
か
自
身
の
態
度
を
振
り
返
る

②
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
、
希
望
と
、
自
身
の
価
値
観
を
整
理
す
る

③
助
言
を
得
な
が
ら
、
意
思
表
示
が
可
能
な
ケ
ア
の
受
け
手
に
つ
い
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周

囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
、
希
望
を
確
認
す
る

④
日
常
の
看
護
提
供
場
面
に
お
い
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
へ
の
わ
か
り
や
す
い

説
明
に
よ
り
同
意
を
得
る

⑤
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
意
思
や
意
向
に
沿
っ
て
看
護
す
る
こ
と
を
理
解
す
る

⑥
助
言
を
得
な
が
ら
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
、
希
望
を
多
職
種
ま
た

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
に
伝
え
る

①
新
人
看
護
職
員
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
到
達
目
標
に
お

け
る
【
患
者
の
理
解
と
患
者
・
家
族
と
の
良
好
な
人
間
関
係

の
確
立
】

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
ニ
ー
ズ
の
全
人
的
な
把
握

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
尊
重
と
受
容
的
・
共
感
的
態
度

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
へ
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
同

意
の
取
得

　
・
家
族
の
意
向
の
把
握
と
家
族
に
し
か
担
え
な
い
役
割
の

判
断
と
支
援

　
・
守
秘
義
務
の
厳
守
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
認
識

倫
理

①
看
護
の
実
践
は
看
護
者
の
倫
理
綱
領
や
看
護
業
務
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

②
看
護
師
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
も
っ
た
行
動
を
と
る

③
日
常
の
看
護
提
供
場
面
に
お
い
て
倫
理
的
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
場
面
に
つ
い
て
、
看
護
者
の
倫
理

綱
領
と
照
ら
し
て
、
戸
惑
い
を
感
じ
た
理
由
を
表
現
す
る

④
職
務
上
知
り
得
た
患
者
の
情
報
は
、
む
や
み
に
他
言
し
な
い

①
新
人
看
護
職
員
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
到
達
目
標
に
お

け
る
【
看
護
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
】

　
・
医
療
倫
理
・
看
護
倫
理
に
基
づ
い
た
人
間
の
生
命
・
尊

厳
の
尊
重
と
ケ
ア
の
受
け
手
の
人
権
擁
護

　
・
看
護
行
為
に
よ
る
ケ
ア
の
受
け
手
の
生
命
を
脅
か
す
危

険
性
の
認
識

　
・
職
業
人
と
し
て
の
自
覚
と
倫
理
に
基
づ
く
行
動

②
看
護
者
の
倫
理
綱
領

③
看
護
業
務
基
準
（
2
0
1
6
年
改
訂
版
）

④
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

看
取
り

①
自
身
の
実
践
の
場
に
お
け
る
、
看
取
り
の
際
の
体
制
に
つ
い
て
理
解
す
る

①
新
人
看
護
職
員
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
【
死
亡
時

の
ケ
ア
に
関
す
る
技
術
】

　
・
死
後
の
ケ
ア

意 思 決 定 を 支 え る 力

ケ
ア
の
受
け
手
や
周

囲
の
人
々
の
意
向
を

知
る

□
助
言
を
受
け
な
が

ら
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
の
思
い

や
考
え
、
希
望
を
知

る
こ
と
が
で
き
る

１
．
看
護
者
の
倫
理
綱

領
を
理
解
す
る

２
．
ケ
ア
の
受
け
手
や

家
族
や
周
囲
の
人
々

の
話
が
聴
け
て
、
誠
実

か
つ
真
摯
な
態
度
で

接
す
る

３
．
自
己
と
他
者
の
価

値
観
の
違
い
を
認
め
、

ケ
ア
の
受
け
手
・
家
族

や
周
囲
の
人
々
の
も

つ
苦
し
み
、
悲
し
み
、

喜
び
を
あ
り
の
ま
ま
に

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る

４
．
意
思
決
定
支
援
が

必
要
な
場
に
参
加
し
、

ケ
ア
の
受
け
手
の
権

利
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
標
準
的
な
看
護
計
画
に
基
づ
き
自
立
し
て
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅱ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

意
思
決
定
支
援
①
意
思
決
定
支
援
の
必
要
な
場
面
に
参
加
し
、
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考

え
、
希
望
、
理
解
度
を
確
認
す
る

②
ケ
ア
の
受
け
手
に
提
供
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
の
全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
、
意
思
決
定
支
援
の
場
面
に

参
加
す
る

③
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
、
希
望
か
ら
、
価
値
観
を
推
察
す
る

④
価
値
観
や
思
い
を
反
映
し
た
ケ
ア
の
計
画
・
実
施
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
説
明
す

る ⑤
入
退
院
支
援
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
の
活
用
方
法
を
理
解
し
、
必
要
時
、
入
院
時
か
ら
退
院
へ
向

け
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
の
思
い
を
反
映
し
た
退
院
支
援
や
退
院
調
整
に
係
る
計
画
立
案
を
す

る 　
・
退
院
す
る
場
所
、
在
宅
で
の
過
ご
し
方
、
在
宅
ケ
ア
の
選
択
、
社
会
資
源
の
利
用
等
希
望
を
確
認
し

計
画
に
反
映
す
る

①
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

　
・
意
思
決
定
場
面

　
・
意
思
決
定
の
パ
タ
ー
ン

　
・
意
思
決
定
に
関
わ
る
情
報
の
収
集
方
法

②
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

　
・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
同
席
の
目
的
の
理
解

　
・
看
護
師
の
役
割

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
の
受
け
止
め
の
確
認

③
A
C
P
の
理
解

倫
理

①
ケ
ア
の
受
け
手
や
周
囲
の
人
々
の
人
権
を
尊
重
し
た
行
動
を
す
る

②
日
常
の
看
護
提
供
場
面
に
お
け
る
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
に
気
づ
き
、
発
言
し
て
表
現
す
る

③
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
か
ら
、
倫
理
的
問
題
や
課
題
を
検
討
す
る

④
職
務
上
知
り
得
た
患
者
の
情
報
を
適
切
に
管
理
す
る

①
倫
理
的
問
題
と
課
題

②
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

③
院
内
研
修
「
看
護
倫
理
」

看
取
り

①
事
例
を
用
い
て
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
状
態
変
化
を
理
解
す
る

②
事
例
を
用
い
て
、
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
沿
っ
た
ケ
ア
の
実
施
に
つ
い
て
確
認
す
る

①
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
状
態
変
化

②
看
取
り
に
関
す
る
法
規
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
・
医
師
法

　
・
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）

意 思 決 定 を 支 え る 力

ケ
ア
の
受
け
手
や
周

囲
の
人
々
の
意
向
を

看
護
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
の
思

い
や
考
え
、
希
望
を

意
図
的
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る

□
確
認
し
た
思
い
や

考
え
、
希
望
を
ケ
ア

に
関
連
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る

１
．
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
理
解
す
る

２
．
ケ
ア
の
受
け
手
の

価
値
観
や
思
い
を
反

映
し
た
ケ
ア
を
計
画
・

実
施
す
る
重
要
性
を

理
解
し
、
実
施
で
き
る
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
ケ
ア
の
受
け
手
に
合
う
個
別
的
な
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅲ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

意
思
決
定
支
援
①
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
思
い
や
考
え
、
希
望

　
・
意
思
決
定
支
援
に
関
わ
る
情
報
の
整
理

　
・
意
思
決
定
ま
で
の
時
間
的
猶
予

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
意
思
決
定
能
力

　
・
情
報
提
供
の
内
容
と
方
法

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
意
思
決
定
の
た
め
の
看
護
の
計
画
・
実
施
・
評
価

②
意
思
決
定
の
困
難
な
状
況
（
例
：
意
思
表
示
の
困
難
な
場
合
等
）
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
、
実
践

ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
権
利
擁
護

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
周
囲
の
人
々
の
意
向

　
　
（
各
々
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
価
値
観
・
意
向
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
整
理
し
看

護
に
反
映
す
る
）

　
・
多
職
種
へ
の
代
弁

　
　
（
ケ
ア
の
受
け
手
や
周
囲
の
人
々
と
の
意
向
が
異
な
る
場
合
も
両
者
の
思
い
を
理
解
し
、
状
況
や

思
い
を
多
職
種
に
代
弁
す
る
）

　
・
多
職
種
等
チ
ー
ム
と
の
検
討

　
　
（
多
職
種
と
の
情
報
交
換
や
退
院
調
整
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
協
議
す
る
）

①
権
利
擁
護

　
・
意
思
表
示
が
困
難
な
ケ
ア
の
受
け
手
（
例
：
認
知
症
、
小

児
等
）
へ
の
支
援

　
・
意
思
決
定
能
力
の
判
断

　
・
意
思
決
定
ま
で
の
時
間
的
猶
予

　
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

②
Ｎ
Ｓ
Ｔ
・
ＩＣ
Ｔ
・
Ｎ
Ｓ
Ｗ
・
リ
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

③
前
橋
版
：
退
院
調
整
ル
ー
ル
の
活
用

倫
理

①
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
か
ら
、
倫
理
的
問
題
や
課
題
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

②
日
常
の
看
護
提
供
を
振
り
返
り
、
看
護
業
務
基
準
（
2
0
1
6
年
改
訂
版
）
や
看
護
者
の
倫
理
綱
領
を
用

い
て
、
自
身
の
役
割
や
責
任
を
関
連
づ
け
て
理
解
す
る

③
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
、
相
談
行
動
を
と
る

①
看
護
の
社
会
的
責
務

　
・
看
護
業
務
基
準
（
2
0
1
6
年
改
訂
版
）
の
活
用

　
・
看
護
者
の
倫
理
綱
領
の
活
用

看
取
り

①
事
例
を
用
い
て
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
苦
痛
の
緩
和
を
実
施
す
る

②
臨
死
期
の
ケ
ア
の
受
け
手
の
尊
厳
を
守
り
、
周
囲
の
人
々
の
心
情
に
配
慮
し
た
ケ
ア
や
声
か
け
を

実
施
す
る

①
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
苦
痛
の
緩
和

②
臨
死
期
（
ま
た
は
看
取
り
の
場
面
）
の
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
へ
の
配
慮
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

③
A
C
P
の
理
解

意 思 決 定 を 支 え る 力

ケ
ア
の
受
け
手
や
周

囲
の
人
々
に
意
思
決

定
に
必
要
な
情
報
提

供
や
場
の
設
定
が
で

き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
の
意

思
決
定
に
必
要
な
情

報
を
提
供
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
の
意

向
の
違
い
が
理
解
で

き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
の
意

向
の
違
い
を
多
職
種

に
代
弁
で
き
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手
に

対
す
る
意
思
決
定
を

支
援
す
る
要
因
を
理

解
で
き
、
関
係
者
と
と

も
に
支
援
を
す
る
方
略

を
理
解
で
き
る
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心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
幅
広
い
視
野
で
予
測
的
判
断
を
も
ち
看
護
を
実
践
す
る

レ
ベ
ル
Ⅳ

レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

意
思
決
定
支
援
①
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
を
用
い
た
意
志
決
定
支
援
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か

ら
説
明
す
る

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
、
希
望
と
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
自
身
の
価
値
に
基
づ
く
納
得
性

　
・
意
思
決
定
支
援
プ
ロ
セ
ス
の
意
図
的
な
促
進

　
・
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
促
進
を
判
断
し
た
理
由
と
タ
イ
ミ
ン
グ

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
状
況
の
予
測
や
様
々
な
側
面
の
変
化
の
見
通
し

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
ゆ
ら
ぎ
に
寄
り
添
っ
た
調
整

　
・
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
や
幅
広
い
知
識
の
活
用

　
・
多
職
種
等
チ
ー
ム
と
の
検
討

　
・
意
思
決
定
後
の
選
択
を
支
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

　
・
組
織
や
部
署
を
越
え
た
調
整

②
意
思
決
定
の
困
難
な
状
況
（
例
：
ケ
ア
の
受
け
手
と
家
族
と
の
意
志
の
異
な
る
場
合
、
経
済
的
な
問

題
等
）
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明
す
る
。

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
権
利
擁
護

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
周
囲
の
人
々
の
意
向

　
・
多
職
種
へ
の
代
弁

　
・
多
職
種
等
チ
ー
ム
と
の
検
討

　
・
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
や
幅
広
い
知
識
の
活
用

　
・
組
織
や
部
署
を
越
え
た
調
整

③
複
雑
な
意
思
決
定
場
面
に
お
い
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
を
尊
重
し
継
続
的
に

思
い
に
寄
り
添
い
支
援
す
る

④
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
が
異
な
る
場
合
に
お
い
て
、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
枠
組
み
を
用
い
て
情
報
を
整
理
し
支
援
の
方
向
性
を
導
き
出
す
。

①
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
運
営

　
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

②
A
C
P
の
理
解
と
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ

ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

③
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
活
用
す
る
枠
組
み

　
・
看
護
の
倫
理
原
則
（
フ
ラ
イ
の
倫
理
原
則
）

　
・
臨
床
倫
理
の
4
分
割
法

　
・
看
護
職
の
倫
理
綱
領

　
・
ジ
レ
ン
マ
・
メ
ゾ
ッ
ト

　
・
身
体
抑
制
の
3
要
件
　
な
ど

倫
理

①
倫
理
的
問
題
や
課
題
の
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
倫
理
的
問
題
や
課
題
の
顕
在
化
を
図
り
、
適
切
な

リ
ソ
ー
ス
の
活
用
や
相
談
行
動
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
記
録
す
る

②
倫
理
的
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
用
い
て
、
チ
ー
ム
で
検
討
す
る

①
倫
理
的
課
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

　
・
倫
理
原
則
や
倫
理
綱
領
を
用
い
た
問
題
点
の
整
理

　
・
標
準
化
し
た
枠
組
み
を
用
い
た
検
討
（
４
分
割
法
な
ど
）

　
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

看
取
り

①
看
取
り
場
面
に
お
け
る
環
境
調
整
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
そ
の
根
拠
を
説
明
す
る

②
ケ
ア
の
受
け
手
の
周
囲
の
人
々
に
対
し
て
看
取
り
の
場
面
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
、
事
例
を
用

い
て
説
明
す
る

①
看
取
り
場
面
に
お
け
る
環
境
調
整

②
ケ
ア
の
受
け
手
の
周
囲
の
人
々
に
対
す
る
看
取
り
に
向

け
た
支
援

③
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

④
尊
厳
死

意 思 決 定 を 支 え る 力

ケ
ア
の
受
け
手
や
周

囲
の
人
々
の
意
思
決

定
に
伴
う
ゆ
ら
ぎ
を
共

有
で
き
、
選
択
を
尊

重
で
き
る

□
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

看
護
職
の
立
場
で
参

加
し
、
適
切
な
看
護

ケ
ア
を
実
践
で
き
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手
の

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

促
進
の
た
め
に
、
適
切

な
リ
ソ
ー
ス
を
用
い
て

支
援
す
る
方
略
を
理

解
で
き
る
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レ
ベ
ル
毎
の
目
標

行
動
目
標

学
習
目
標

項
目

実
践
（
O
J
T
）

知
識
の
例

意
思
決
定
支
援
①
チ
ー
ム
を
動
か
し
て
実
施
す
る
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点

か
ら
説
明
す
る

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
、
希
望
と
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
自
身
の
価
値
に
も
と
づ
く
納
得
性

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
納
得
性
の
高
い
選
択
や
決
定
へ
の
調
整

　
・
チ
ー
ム
を
動
か
す
事
に
よ
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
促
進

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
権
利
擁
護

　
・
意
思
決
定
支
援
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
状
況
の
予
測
や
様
々
な
側
面
の
変
化
の
見
通
し

　
・
法
的
・
文
化
的
配
慮
、
リ
ソ
ー
ス
に
基
づ
い
た
判
断

　
・
組
織
や
部
署
を
越
え
た
調
整

　
・
意
思
決
定
の
妥
当
性
の
評
価

②
複
雑
な
状
況
（
例
：
特
に
倫
理
的
配
慮
が
必
要
な
場
合
、
社
会
面
や
精
神
面
の
課
題
が
大
き
い
場

合
等
）
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
解
決
に
導
く
方
略
を

説
明
す
る

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
権
利
擁
護

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
の
周
囲
の
人
々
の
意
向

　
・
多
職
種
へ
の
代
弁

　
・
多
職
種
等
チ
ー
ム
と
の
検
討

　
・
組
織
や
部
署
を
越
え
た
調
整

　
・
意
思
決
定
の
妥
当
性
の
評
価

③
複
雑
な
状
況
（
例
：
特
に
倫
理
的
配
慮
が
必
要
な
場
合
、
社
会
面
や
精
神
面
の
課
題
が
大
き
い
場

合
等
）
に
お
い
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
意
思
決
定
の
た
め
に
、
適
切
な
社
会
資
源
を

活
用
し
、
調
整
す
る
。

①
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
運
営

　
・
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催

　
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

②
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
の
知
識

　
・
ケ
ア
の
受
け
手
や
家
族
を
支
え
る
、
地
域
の
人
々
　
（
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
他
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）
と
の
連
携

③
A
C
P
の
理
解
と
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ

ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

倫
理

①
倫
理
的
問
題
や
課
題
の
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
実
践
ま
た
は
事
例
を
用
い
て
以
下
の
点
か
ら
説
明

す
る

　
・
倫
理
的
問
題
や
課
題
の
顕
在
化

　
・
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
や
相
談
行
動
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

　
・
価
値
の
対
立

　
・
多
職
種
等
チ
ー
ム
と
の
検
討

②
倫
理
的
問
題
や
課
題
か
ら
、
既
存
の
仕
組
み
や
ル
ー
ル
等
を
見
直
す
提
案
を
す
る

看
取
り

①
事
例
を
用
い
て
、
看
取
り
後
の
評
価
を
実
施
す
る

①
看
取
り
後
の
ケ
ア
の
評
価

意 思 決 定 を 支 え る 力

複
雑
な
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
多

職
種
も
含
め
た
調
整

的
役
割
を
担
う
こ
と
が

で
き
る

□
適
切
な
資
源
を
積

極
的
に
活
用
し
、
ケ
ア

の
受
け
手
や
周
囲
の

人
々
の
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
を
支
援
で
き
る

□
法
的
お
よ
び
文
化

的
配
慮
な
ど
多
方
面

か
ら
ケ
ア
の
受
け
手
や

周
囲
の
人
々
を
擁
護
し

た
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
支
援
で
き
る

１
．
ケ
ア
の
受
け
手

の
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
複
雑

な
背
景
や
困
難
な
状

況
に
あ
っ
て
も
、
チ
ー

ム
を
動
か
し
て
解
決

に
導
く
方
略
を
理
解

で
き
る

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
ラ
ダ
ー
レ
ベ
ル
到
達
の
た
め
の
学
習
内
容
　
到
達
目
標
：
よ
り
複
雑
な
状
況
に
お
い
て
、
ケ
ア
の
受
け
手
に
と
っ
て
最
適
な
手
段
を
選
択
し
、
Q
O
L
を
高
め
る
た
め
の
看
護
を
実
践
す
る
　
　
　
　
レ
ベ
ル
Ⅴ
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能力
区分

ラダー
項目

視点 レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ レベルⅣ レベルⅤ

社会性
人間関係
コミュニケーショ
ン

□組織の一員であることを自覚し
  社会人として基本的な行動がとれ
  る（社会人基礎力の理解）
□日常の場所において、簡潔に不
   足のない報告・連絡・相談を行
   う

□コミュニケーションや対人関係にお
  ける自己の課題を明確にし、課題解
  決しながら、相手と良好な関係性
  を築くことができる

□自分の対応が相手に与える影響
　をふまえ、意図的にコミュニケ
   ーションの方法を選択し、良好
   な関係性を築くことができる

□自分の持つコミュニケーショ
   ン能力を駆使して、困難な
   状況にも対応できる（患者
   家族の苦情に対する初期対
　応、部署内職員間のトラブ
　ル）

□所属部署の円滑な運営に配慮
　し、上司や同僚、部署を超え
　た人々と適切なコミュニケ
　ーションを図り、組織として
　の人間関係を築く活動ができる

役割

係、委員としての
役割
メンバーシップや
リーダーシップの
役割

□所属部署の一員としての自覚し
　た行動ができる
□組織の中の自己の役割が理解で
　き、指導を受けながらメンバー
　として業務ができる。
□所属部署の係や院内の委員会の
　存在を理解し、一部参加または
　協力できる

□メンバーシップが発揮でき、他のス
　タッフと協力しながら業務ができる
□所属部署の係や委員会の業務の進
　捗状況を報告・相談しながら自立
　して行うことができる

□日常業務（コーディネーターな
　ど様々な場面で）リーダーシッ
　プが発揮できる
□所属部署における自己の役割を
　理解し、所属部署の係や委員会
　の業務など他者を巻き込みなが
　ら積極的に取り組むことができ
　る

□所属部署だけでなく看護部組
　織全体の中の自己の役割を
　理解し、リーダーシップを
　発揮できる
□係や委員会（チームリーダ
　ーなども含む）などの役割
　を通し、創意工夫しながら
　創造的に活動できる

□看護部組織全体のつながりを
　意識し、他部署へも影響を及
　ぼしながらリーダーシップを
　発揮できる
□所属部署のスタッフが、
　それぞれの役割（係・委員会
　など）を発揮できるよう支援
　できる

目標管理

□病院、看護部の理念・基本方針
　と所属部署の特殊性を知ってい
　る
□所属部署の目標達成に向け、自
　分の目標を持ち活動に参加でき
　る

□所属目標達成に向け、割り当てられ
　た役割に主体性を持って、自己の
　目標を挙げ、活動できる

□所属目標達成に向け、主体的に
  行動するとともに、他のスタッフ
  の役割遂行に協力し、自ら関わり
  が持てる

□所属目標達成に向けて、
  チームメンバーと共に取り組み
  を考え、実施することができる

□所属目標達成に向けて、所属
  スタッフ全体の士気向上の為に
　努力し、スタッフ個々の役割
　遂行を支援することができる

経営資源
（ヒト、モノ、カ
ネ）

□物品や薬剤等使用する際は、
  マニュアルを確認しながら丁寧
  かつ大切に使用している
 （看護用品、衛生材料、薬剤、
   医療機器、血液製剤など）
□看護師が関わる診療報酬や加算
　を知っている

□設備・備品の破損や故障時は速やか
　に報告できる
□器具・器材を正確・丁寧に取り
　扱い、経済性を考慮した日常業務
　ができる
□看護師が関わる診療報酬や加算に
　関わる項目を正しく入力すること
　ができる

□環境や物品管理について、改善
　につながる問題提起ができる
□看護師が関わる診療報酬や加
　算に関わる項目をスタッフが正しく
入力できているかを確認し、必要な指
導ができる

□当院が申請している看護師
　が関わる診療報酬や加算に
　ついて理解し、算定（取得
　）率を上げる取り組みを所属
　部署で提案し、実践できる

□看護師が関わる診療報酬や加算
　の算定（取得）率を上げる
　取り組みを支援できる
□予算要求の際には、必要性や
　優先順位等を客観的に考え、
　希望を提案できる

情報管理

□守秘義務や個人情報保護に関す
　る規則を理解し、指導を受けて
　正しく情報を扱うことができる
（USBや資料の管理、電子カルテ
　閲覧、患者を取り巻く周囲への
　情報提供、SNSやブログ等）

□守秘義務や個人情報保護に関する
　規則を理解し、正しく情報を扱う
　ことができる
□サイバーセキュリティについて知る
　ことができる

□守秘義務や個人情報保護の視点
　で考え、問題提起したり指導
　ができる。
□看護記録の監査ができる
□サイバーセキュリティのための
　行動をとることができる

□複雑な家族背景や状況にお
　ける個人情報の取り扱いを
　理解し、他者と相談しなが
　ら対応できる
□サイバーセキュリティに関する情
報収集や自己研鑽し、指導すること
ができる

□複雑な家族背景や状況に応じ
　て、病状説明等の情報開示に
　ついてチームで話し合いを
　持ち、方向性を検討できる
□情報管理、記録管理を学び、
　情報倫理の視点で指導している

時間管理
□指導を受けながら1日の業務計画
　を立て行動している

□看護業務を時間内に終了できるよ
　う意識し、優先順位や効率性を考
　えて行動している

□協力して看護業務を時間内に終
　了できるようメンバーを指示し
　協力体制を強化しながら時間管
　理できる

□看護業務以外の役割業務も隙
　間時間を活用し、効率的に
　時間管理できる

□それぞれの役割に応じた業務が
　効率的に行えるよう支援し、
　業務改善や協力体制の強化など
　提案できる

医療安全

□院内の医療安全管理マニュアル
　があることを知っている
□ヒヤリハット・インシデント発
　生時には速やかに報告でき、指
　導を受けながら対応できる
□指導を受けながら、ヒヤリハ
　ット・インシデントの発生状況
　原因を振り返り、対策が立案・
　実施できる（振り返りとレポー
　ト作成）
□5S活動について理解し、所属
　部署の活動に協力できる

□ヒヤリハット・インシデント発生時
　は、患者への影響を考慮し、速や
　かに対応できる
□レベル別報告・連絡手順やフロー
　に従って、速やかに報告できる
（医療安全マニュアルの活用）
□ヒヤリハット・インシデントの発
　生状況、原因を明らかにし、原因
　に対する適切な対策が立案・実施
　できる（振り返りとレポート作成）
□5S活動の視点で患者の安全性や
　快適性を考慮した環境整備をしてい
　る

□医療安全管理マニュアルの
　再発防止策や各種基準手順を
　自ら順守し、安全に業務できる
□所属部署で生じたヒヤリハット
　・インシデントの振り返りを自
　ら提案し、再発防止策を立案し
　実施できる
□患者の安全性を考慮した5S活
　動のリーダーシップがとれる

□医療安全管理マニュアルや
　各種基準手順を遵守した模
　範的な行動がとれる
□重要と思われる案件は、
　分析方法を用いて客観的に
　分析する。
□ヒヤリハット・インシデント
　分析や再発防止に向けた対策
　をスタッフへ指導・支援
　できる
□5S活動に対する指導をして
　いる

□医療安全管理マニュアルや
 各種基準手順を活用し、
 スタッフ指導ができる
□所属部署のヒヤリハット・イ
　ンシデントの傾向を分析し、
　再発防止に取り組むこと
  ができる
□患者や職員の安全確保のため
　の職場づくりに、リーダーシ
　ップを発揮している

防災管理

□大規模防災マニュアル（基本
　編）、看護部災害マニュアルが
　あることを知っている
□消火器、消火栓、防火扉の場所
　を理解し、避難ルートを知って
　いる
□災害訓練に参加できる（一度参
　加していればよい）
□防災用設備自主点検チェック表
　を用いて、設備点検できる

□大規模防災マニュアル（基本編）、
　看護部災害マニュアルを理解して
　いる
□災害発生時のメンバーとしての役
　割行動を言える

□所属部署内で災害の発生を想定
　し、リーダー・メンバーの役割
　行動を言える
□災害についての勉強会や防災訓
　練に参加し、平時からできるこ
　とは実践している

□災害発生時を想定した所属
　部署内の学習会を企画し、
　防災訓練に対するリーダ
　ーシップがとれる
□日常の防災対策を指導して
　いる

□「災害備品・自己防衛チェッ
　クファイル」をもとに定期的
　に点検状況を確認し、対策の
　不備や危険情報を管理者の視
　点で確認している
□災害時にすぐに対応できるよ
　う災害対策における所属部署
　の課題に取り組んでいる

感染 感染対策
□院内の感染対策マニュアルがあ
　ることを知っている
□標準予防策を理解し実施している

□感染対策マニュアルを活用し、感染
　対策を実践している
□標準予防策を理解し、感染経路別
　予防策を実践している

□感染対策マニュアルを理解し、
　感染対策マニュアル基準を順守
　した模範的な行動がとれる
□感染対策の視点から、所属部署
　の環境整備に取り組んでいる
□所属部署のスタッフの感染対策
　の実施状況を確認し指導している

□感染対策マニュアルを活用
　し、スタッフに指導をして
　いる
□感染発生の状況や感染対策
　の実態を把握し、改善に向
　けた対策ができる

□重大感染症発生時、リーダー
　シップを発揮し、マニュアル
　に沿った対応や調整ができる
□所属部署の感染防止に向け
　たICTの取り組みをサポート
　できる

自己の課題達成

問題解決力

学習会・研修会企
画

人材育成への参画

研究

看護研究の知識の
習得
看護研究への参
加・実施・指導

□病棟の看護研究に関心を持つ
　ことができる
□部署が取り組んでいる看護研究
　のテーマが言える
□看護研究発表会（院内または
　院外）に参加、または看護研究
　論文を精読している

□臨床の中で生じる看護上の問題や疑
　問について振り返ることができる
□自己の看護実践について問題や疑
　問を言える
□指導を受けながら1事例症例をま
　とめ、所属部署内または院内症例
　発表会で発表できる（毎年1事例
　症例をまとめるのが望ましいが、
　最低でも3年以内には事例をまと
　め発表している。グループでの実
　施も可する）
□研究に対する知識を身につけられ
　る（研究の研修に参加できる）

□看護研究の意義や進め方を理解
　し、研究の一部を担当できる
□看護研究に関する研修に参加
　できる
□所属部署が取り組む看護研究に
　メンバーとして参加し、看護研
　究をまとめ、院内発表できる
（看護研究計画書について理解し
　作成から発表まで携われば可と
　する。5年以内の研究への
　関わりや実績があることが
　望ましい）

□研究活動に自ら取り組むこ
　とができる
□自己の課題にあった学会参
　加し、臨床で活かせる
□主研究者となり、まとめ・
　発表することができる
□研究成果を臨床で継続して
　活用できる
□院内・院外で発表できる

□看護研究において教育的役割
　を果たし、看護の発展に取り
　組むことができる
□看護研究をサポートし、指導
　助言できる
□院外で研究発表できる
□自己研鑽し自己の研究や課題
　に取り組むことができる

令和7年度　心臓血管センター　クリニカルラダー　組織的役割遂行能力、教育・研究能力評価表

管理

安全

教
育
・
研
究
能
力

教育

□2W1Hの問題解決手法を知り、
　小さなことから問題解決できる
□指導を受けながら自己の課題を
　見出し、課題達成に向けて主体
　的に自己学習に取り組み、研修
　参加ができる

□指導を受けながら2W1Hなど問題
　解決手法を用いて、自己課題を明
　確にし問題解決できる。
□課題達成に向けて、院内外の研修
　に参加できる
□学生や新人、後輩看護師に、根拠
　に基づいて（基準や資料を基に理
　由を述べながら）指導できる
□病棟内の学習会（新人向け）の講
　師ができる

□自主的に2W1Hなどの問題解決
　手法を用いて、所属部署の問題
　や課題を明確化し、問題解決で
　きる
□自己の課題達成のほか、役割も
　意識し院内外の研修に積極的に
　参加できる
□病棟内の教育係、学生の教育係
　などの指導的役割を担い、役割
　目標に見合った行動ができる
□病棟内の学習会の講師ができる

□スタッフの自己課題解決に
　ついて、問題解決手法に沿
　って指導・支援できる
□スタッフの能力開発に向け
　相談役として指導・支援で
　きる
□病棟内、院内の教育につ
　いて、企画・運営できる
□院内の研修講師または係が
　できる

□所属部署の問題や課題に対し
　問題解決手法を用いて積極的
　に課題解決できる
□スタッフの能力開発に向け、
　所属部署の教育の方向性を明
　確化し提案できる
□病棟内、病院内の教育に関す
　る企画・運営に対しての課題
　等提言できる
□院内・院外研修の講師ができる

組
織
的
役
割
遂
行
能
力
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他者評価者

評価日:

看護師長

評価日:

能力
区分

ラダー
項目

視点
自己評価
レベル

他者評価
レベル

看護師長
評価

レベル

評価した理由や次年度の課題な
どを記載（本人）

コメント欄
（他者）

社会性
人間関係
コミュニケーション

役割
係、委員としての役割
メンバーシップやリー
ダーシップの役割

目標管理

経営資源
（ヒト、モノ、カネ）

情報管理

時間管理

医療安全

防災管理

感染 感染対策

自己の課題達成

問題解決力

学習会・研修会企画

人材育成への参画

研究
看護研究の知識の習得
看護研究への参加・実
施・指導

氏名:

評価日:
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究
能
力

教育
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問題解決過程 

 

 
       
      





問題解決プラン作成シート活用の目的 

 

 

 県立病院では、平成 27 年度から 4 病院の共通スキルとして、ノンテクニカルスキルを

習得し、職員自らが解決すべき喫緊の課題に主体的に取り組むことができる看護職者の育

成を目指すために、「ノンテクニカルスキル研修」を導入しています。 

日々の看護業務に、ノンテクニカルスキルを取り入れ、看護問題や自己課題、部署の問題な

ど様々な問題に取り組み、自己の成長や組織の改善に繋がることを期待しています。 

 

ノンテクニカルスキルの中で、最強の問題解決の技術は 2W1H です。 

１．What（問題は？） 

２．Why（原因は？） 

３．Who（対策は？） 

 
あるべき姿と現状のギャップが問題です。先に対策を考えてしまいがちですが、原因や要

因を十分に考え、対策を考えることが問題解決には重要です。 

この考え方を、見える化にするためのツールが問題解決プラン作成シートです。 

各スタッフが、この問題解決プラン作成シートを繰り返し活用することで、問題解決の考え

方を習得して頂くことを期待しています。 
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W
h

a
t【

問
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ど
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す
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部
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（
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）
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イ
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イ
ト
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【編集後記】 

 日本看護協会は、SDGｓ宣言を行い、令和 4 年度（2022 年度）以降、2030 年までの

間、SDGｓの 3 つの目標と関連付けて日本看護協会の重点政策を策定し、活動しています。

その一つが「専門職としてのキャリア継続の支援」であり、「看護師の働き方改革の推進」、

「看護師のキャリア構築支援」、「看護職の生涯学習支援体制の構築」が目標として掲げられ

ています。 

そういった日本看護協会の動向を鑑み、今年度は多様化する看護師の働き方や学び方に

対応できるよう教育計画を見直しました。また、クリニカルラダーの考え方の見直しも行い、

県立 4 病院の考え方と合わせ、クリニカルラダーのレベルと研修をより連動して考えられ

るよう工夫しました。学研 e-ラーニングも効果的に活用できるよう心臓血管センターのク

リニカルラダーの項目に沿った研修を抽出しています。 

日本看護協会は、学習支援を提供するだけでなく、看護職個人が主体となって、知識・技

術等の能力の開発・維持・向上を図ることも求めています。自己の課題を解決するために、

よりスキルアップするために、看護部教育計画を活用して頂ければ幸いです。 

 オンラインによる研修は、課題もありますが、皆さまが参加しやすいよう ZOOM 参加や

動画視聴を計画しています。自己のライフスタイルに合わせて是非ご参加ください。 

 

令和 7 年度 看護部教育計画 作成者 

 

令和 6 年度 

看護部長     田中 玲子 

副看護部長    牛込 綾子 

 

令和 6 年度教育委員会 

委員長      飯塚 由美子 

副委員長     南部 正樹 

認定看護師会会長 森島 香木 

委員 3 階南病棟 佐藤 直子  首藤 良輔   

    4 階南病棟 小野里 美保 相羽 千緩   

    4 階東病棟 新井 悠太  筑井 均  

    5 階南病棟 鈴木 秀和  井上 弥生   

    手術室   大﨑 敦子          

    ＩＣＵ    高橋 重雄  大澤 希帆  

    ＩＣＵ   茂木 則子          

    外来     為谷 優美子        

 





 

 
 
 
 
 

 
 




